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連載口絵 花の病害虫(2)
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微小害虫の発 生状況

は じ め に

微小害虫 と い う 言葉 を は っ き り と 定義 し た 報告 は 見 当
た ら な い が， 分類的 に は本特集で も 取 り 上 げ ら れて い る

ダニ類， コナ ジ ラ ミ 類， ア ザ ミ ウ マ 類， ハ モ グリパエ類

の他アプラ ム シ類， キ ジ ラ ミ 類等多岐に わ た っ て い る 。

一般 に読んで字の ご と く ， 全 ス テ ー ジ を通 し て 虫体が き
わ め て 小 さ い害虫 を 指 し て い る も の と 思わ れ， こ の言葉
に該当 す る 害虫 は ， 単 に 虫体が小 さ い と い う 以外 に共通
性 は 少 な し そ の被害 も 吸汁， そ しゃ く ， 産卵， 各種病
害の媒介及 び誘発等多様であ る が， い ずれ も 農作物の 外

観を損ね， あ る い は生育を阻害 し て商品価値を低下 さ せ る。

微小害虫 は ル ーペ な ど を 用 い て 観察 し な け れ ば発見で

き な い よ う な も の や， 好 ん で植物の 隙聞 に 潜 り 込 む種 も

多 い こ と か ら ， 一般の栽培管理や通常 の発生調査等 で は
発見 し に く い こ と が多 い。 ま た ， 害虫の存在 を確認 し て
い て も 識別が難 し し 従来種 と 混 同 し て い る こ と も ま ま
あ り ， 被害が顕在化 し た と き は ， 既 に か な り の 高密度 と
な っ て い た り ， 広範 に 広 が っ て い る こ と が多 い。

近年， 野菜 を 中心 に花 き 類や果樹類 に お い て施設栽培，

露地栽溶い ずれ に お い て も こ れ ら 微小害虫が問題 と な っ

て い る が， 前述の よ う な こ と か ら 的確 な 防除対策 を立て

に く く ， 初期防除 も 難 し い こ と が問題 を 大 き く す る 原因
と な っ て い る 。

(主要微小害虫の発生経過)

発生予察情報の う ち 特殊報 は ， 主 に 当該地域 に お い て
新 し い病害虫が認め ら れた場合 に 発表 さ れ る こ と に な っ

て い る 。 必ず し も す べ て の 新発生地域で発表 さ れな い こ

と や ， 発表年月 日 が初確認か ら 多少 ず れ る こ と ， 特殊報

を発表 し た も の の そ の後発生 し て い な い地域 も あ る な ど

の事情 は あ る が， 過去 10 年間の微小害虫 に 関 す る 特殊報
発表件数 を 見 て み る と ， こ こ 数年 は増加傾向 と な っ て い
る こ と がわ か る (表- 1 ) 。

近年， 発生地域 を拡大す る な ど し て 問題 と な っ た も の

と し て は ， オ ン シ ツ コナ ジ ラ ミ ， カ キ ク ダア ザ ミ ウ マ ，
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ ， ト

Recent Status of “Micro-Insect Pests" Such as Mites， Thrips 
and Aphids in Japan. By Plant Protection Division， 
Agricultural Production Bureau， MAFF 
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マ ト サ ピ ダニ， タ バココナ ジ ラ ミ ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ ， マ メ ハ モ グリパエ な ど が あ る ( 図- 1 ) 。 こ れ ら の初
確認年， 寄主範囲及 び現在の状況 を 表- 2 に 示 し た。

従来， 我が国 に おげ る 新害虫 の 分布盤大 は自力 に よ る
も の も 多 く ， 徐々 に隣接地域 に 広が る こ と が多 か っ た が，

最近の傾向 と し て 苗 等 の 流通 に 伴 っ て 分布 を盤大す る も

の が あ り ， こ の場合時間的 に も 非連続 な地域で急激 に 突
発的 に発生す る 。 こ の代表的な例 と し て ， タ バココナ ジ
ラ ミ は 当 初 ポ イ ン セ チ ア で発生 し ， 薬剤効果が低 く て 問
題 と な っ た が， 鉢物が ク リ ス マ ス シ ー ズ ン に 全 国 に 流通

表ー1 過去10 年間の 微 小害虫 に 関 する特殊報件数
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表-2 こ れ ま での主要 微 小害虫 の発生経過

害虫名 初確認年・県名 寄主範囲 現在の状況

オン シツ コ ナ 1974 広 島 . 野菜. 全国の施設で発生 。 --$地
ジラ ミ 福 島 花 き 等 域 で は 夏 期 の 露地 で も 発

生 。
カキクダアザミ 1975 岡山 カ キ 徐々に 発 生 を 拡大 し つ つ

ウ マ ある。
1992 年 の 発 生 面積は 32

都府県で 4， 409 ha。
ミ ナ ミ キ イ ロ 1978宮崎 ， 野菜. 北海道， 東北及 ぴ北陸の ー

アザミ ウ マ 熊本 花き等 部 を 除 く 各地で発生。
1992 年 の 発 生 面積は 39

都府県で 14，957 ha。
グ ラ ジオ ラス 1986茨城. 主 に グ ラ ジ 全国各地 の グ ラ ジ オ ラス

アザミ ウ マ 静岡， オ ラス で分布 を 拡大 し つ つ ある。

奈良
ト マト サ ピ 1986沖縄 ナス科中心， 西 日 本の 促 成 ト マト で 分

ダニ 主 に ト マト 布 を 鉱大 し つ つ ある。
タパジ コ コ ナ 1989愛知 野菜. 4 1 都府県で発生。

フ ミ
花き等 1 992 年 の 発 生 面 積は 37

都府県で 20 ，671 ha。
ミ カン キ イ ロ 1990 千葉. 花 き類. 4県で発生。

アザミ ウ マ 埼玉 か ん き つ
マメ ハモグ リ 1990 静岡 キ ク科. セ リ 苗 の 流通に 伴って関 東以

バエ 科， マメ 科. 西 の 18 都県で発生。
ナス科等 1992 年 の 発 生 面積は 16

都県で 830 ha。

一一一 1 一一一

発生面積は 10月1 日 現在
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し た こ と に よ り 一気 に 分布 を 広げ， さ ら に各地でポイ ン 一方， 微小害虫 は一般に増殖速度が速い も の が多 い こ
セチアか ら 野菜類に 寄主範囲 を 広げて， 果菜類の着色異 と か ら ， 薬剤抵抗性の獲得 も 速い と いわ れ て いる 。 現に
常 を 引 き 起 こ す な ど新 た な被害 を 出 し て問題 と な っ て い マ メ ハ モ グ リ パ エ ， タ バ コ コ ナ ジラミ等で は薬剤抵抗性
る 。 こ のよ う に ， こ れ ら 微小害虫の 中 に は 寄主範囲が広 の発達 し た も の の 多発生が問題の発端 で あ っ た 。 新 しい
く (表- 2)， 分布拡大先で重要農作物 に 寄主拡大 し ， 被害 害虫が問題 と な っ た 当初 は 登録農薬が ない こ と か ら ， 薬
を与 え る も の も 多い。 剤の ス ク リ ー ニ ン グ や効果試験が必要 と な る が， その時

(今後の諜題) 点、で は 登録 に 必要 と さ れ る デー タ の作 成 も ま ま な ら ない
病害虫 の移動分散に ついて は， 輸送・流通の発達に伴 な どの問題点 も あ る 。

う 人為的拡大の危険性が ま す ま す増大 し て い る こ と か 病害虫防除 は ， 環境保全型農業の推進 に あ た っ て 総合
ら ， 農林水産省は国際間の農産物の貿易 に 伴 う 病害虫の 防除 を 指向 し て い る が， こ れ ら の問題点を 抱 え る 微小害
我が国 への侵入 を 阻止 す る た め ， 植物検疫の強化 を 図 っ 虫 に ついて は， 特 に ， 殺虫剤 の み の 防除対策だ け で な く ，
て き て い る と こ ろ であ る が， 圏内に おいて も 発生産地 に 天敵の利用によ る 生物的防除や耕種的防除等の各種防除
おける 種苗生産やその流通 に こ れ ま で以上の細心の注意 手段を 組合 わ せた 総合管理技術の 開発が急務で あ ろ う 。
が必要 に なって く る 。
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図-1 主要微小害虫の特殊報発表経緯
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植物検疫で発見される微小害虫
ぉ

農林水産省横浜植物防疫所 小

は じ め に

植物防疫法で は有用 な植物 を 害す る 病害虫 そ の も の の

輸入 を 禁止 し ， チ チ ュ ウ カ イ ミ パエ や タ バコぺ と 病菌等

世界的 に も 第一級の 病害虫 に つ い て は そ の発生地域で生

産 さ れた 寄主植物 の輸入 を 禁止 し て い る 。 こ れ ら 第一級
の病害虫 に 次 ぐ 重 要 な も の を 特定重要病害虫 と し て 指定

し ， 輸入検査 の 方法や識別法， 発見 し た場合の荷 口 の措

置等 を 定 め ， き め 細 か な検疫 を 実施 し て い る 。

近年 は船舶や航空機の 大型化， ス ピ ー ド 化や低温輸送

技術が進み， ま た ， 荷 口 の 大 き さ や 品 目 に よ っ て 海上コ

ン テ ナ ー や航空コ ン テ ナ ー が使用 さ れ る な ど そ の輸送方
法が多様化 し て き た。 こ れ ら の発展等 に 伴 っ て 鮮度の維
持が特 に 要求 さ れ る 切花や生野菜等 の輸入量が大幅 に伸
びて き て い る が ( 図 - 1�3) ， こ れ に 伴 い輸入検査 に お い

て ダニ ， ア ザ ミ ウ マ ， ア ブ ラ ム シ 等の い わ ゆ る 微小害虫

の発見頻度 も 高 く なって い る 。

微小害虫 は ， ①体が小 さ い た め肉眼で は 発見 し に く い

こ と ， ②植物体の わ ずか な隙間 で も 潜む こ と がで き 薬剤

に よ る 防除が困難で あ る こ と ， ③風 に 流 さ れて移動す る
こ と がで き る こ と ， ④吸汁 に よ る 傷が商品価値 を 著 し く
低下 さ せ る こ と ， ⑤ ウ イ ル ス 病等 を媒介す る 種類が多 い

こ と ， ⑥適 当 な施設内 で あ れ ば寒冷地で あ っ て も 繁殖 ・

越冬が可能で あ る こ と ， ⑦一世代 に 要す る 期聞が短 く 爆

発的 に増殖で き る こ と ， ⑧薬剤抵抗性の獲得が速 い こ と ，

等の特徴 を 有 し ， 農作物 の 被害及ぴ防除面か ら も 多 く の

問題点 を抱 え て い る 。

こ れ ら 微小害虫 を輸入植物検査で発見す る た め に ， 植

物防疫官個々 の努力 と 経験 を積み重ね る こ と に よ り 水際
での侵入阻止 を 図 っ て い る 。

し か し ， 現在世界各地か ら や っ て く る 微小害虫 を迅速

に ， か つ ， 的確 に 同定 す る 方法 は ， 十分 に は確立 さ れて
い な い状況 に あ り ， 微小害虫 の 同定技術の確立 は そ の 最

も 急 を 要 す る 課題のーっ と な っ て い る 。

こ の た め植物防疫所 で は ， 検疫現場 に お け る 発見頻度

の 高 い ダニ ， ア ザ ミ ウ マ ， ア ブ ラ ム シの三つ の グルー プ

を対象 に し て ， 1987 年か ら 調査 を 開始 し ， 文献 に よ り 各

Mites. Thrips and Aphids Which Have Been Intercepted in 

]apanese Plant Quarantine. By Yoshikatsu ODA 

だ
田 義

かつ
勝

国での分布や寄主植物， 農作物の被害の有無や 防除状況，

分布拡大の状況， 生態等の把握 に つ と め て い る 。 ま た ，

全国の検疫現場で採集 さ れた 微小害虫 の標本 を横浜植物

防疫所へ集積 し ， 同定 を 行 っ た 上で， 地域別， 植物別 に

検疫現場で利用 で き る 簡易 同 定法 と ， 併せ て 短時間 に 検
鏡可能 な プ レ パ ラ ー ト 作成技術 を 開発， 確立す る こ と と

し て い る 。 こ れ ら の 成果 は植物防疫官 の 検疫資料 と し て

順次配布 さ れ， 水際での侵入阻止 に活用 さ れて い る 。

こ こ で は輸入植物検査 で発見 さ れ る こ れ ら 三 グ ル ー プ

の微小害虫 を 紹介す る 。 特 に 本邦未記録の微小害虫 に つ

い て ス ペ ー ス を 割 い た 。 植物検疫 を担当 す る 筆者 と し て

は， こ の よ う な害虫 の侵入阻止 に 今後 と も 努力 を 続 け た

い と 考 え て い る の で， 皆様方 の ご理解 と ご協力 を お願 い

し た い。

I 輸入植物か ら 発見さ れ た微小害虫

貨物 と し て輸入 さ れ る 植物類 は ， 携帯品 や郵便物 と 異

な り ， 大量で あ り 金額 も 大 き い。 輸入者 は事前 に 調査や

植物防疫所等 に 問 い合わ せ を行 っ て お り g 輸入禁止植物
を輸入す る よ う な こ と は ほ と ん ど な い。 す な わ ち ， 寄主

植物以外の植物類や容器包装類 に た ま た ま 付着 し て く る
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図-1 輸入栽植用植物・栽植用球恨の検査実績の推移
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ヒ ッ チ ハ イ カ ー を 除 き ， 輸入禁止対象害虫 が貨物 と し て

輸入 さ れ る 植物か ら 発見 さ れ る こ と は ま ず な い。 し か し ，

特定重要害虫 に つ い て は ， 発見事例 は 多 く は な い が， 過
去 に 代表 的 な 事例 と し て キ ン ケ ク チ プト ゾ ウ ム シ が球
根 ・ 切花か ら ， フ ラ ーパ ラ ゾ ウ ム シ が苗木 ・ 切花か ら ，

ジ ュ ウ イ チ ホ シ ウ リハ ム シ が切花 ・ 野菜か ら ， ア メ リカ

コパ ネ ナ ガ カ メ ム シ が苗木類か ら 発見 さ れて い る (伊藤，

1990 ; 加藤， 1990 ; 唐沢， 1992) 。
植物の輸送方法の 多様化 と 輸入量の増大等 に よ り 発見

事例 の 増 え て い る 微小害虫 に つ い て は ， 調査 を 始 め た
1987 年以降輸入植物検査で発見 さ れ， 横浜植物防疫所 に
送付 さ れた標本が真崎 ( 1991 ) ， 早瀬 (1991 ) ， 杉本 ・ 北

川 ( 1991) にリス ト さ れて い る 。 そ れ ら に よ る と ， 食肉

性の も の も 含み， 種名 ま で判明 し た も の は ダニ類 35 種，
ア ザ ミ ウ マ 類 72 種， ア ブ ラ ム シ類 39 種で， こ の う ち 本

邦未記録種 は そ れぞれ 10 種， 49 種， 9 種 と な っ て い る 。

特 に ア ザ ミ ウ マ 類 で本邦未記録種 の 発見 が 目 立 つ て い
る 。

前述のリス ト か ら 輸入植物 の 主 な 用途別 に発見害虫 を
作表 し た。 栽植用植物 ・ 球根類か ら の発見種数が少 な い
が， こ れ ら 植物 は圃場に直接搬入 さ れ る こ と か ら 各国 と
も 輸出入検査 に は よ り 厳 し い対応 を 取 っ て い る 結果 と 見

る こ と がで き る 。

E 本邦未記録の微小害虫

表 は 発見リス ト で あ る と 同時に水際に お け る 侵入阻止

の 実績で も あ る 。 この 中 か ら 本邦未記録で発見頻度 も 高

(i Jj本
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図-2輸入切花の検査実績の推移

く 特筆す べ き も の と し て は次 の も の が あ げ ら れ る 。

ダニ類
ηtranych附hydrangeae PRITCHARD and BAKER 

輸入検査で は メ キ シコ産及びア メ リカ 産 カ ボ チ ャ か ら

発見 さ れ る 。 体長 は 雄で は 0 . 45 mm内外， 雌 で は 0 . 55

mm内外。 体色 は赤色か ら 赤紫色。 第 I 脚付節基方の 二

重毛 は基方の通常毛 よ り 先端寄 り に あ り ， 二重毛聞 は 広

く 離れ な い。 雄成虫挿入器の 拡張部 は頚部 の約 2 倍で，

上端 は や や丸 く な る ， 後角 は 先端が鋭 く 尖 り ， 前角 は丸
い。 カ ン サ・ワ ハ ダニ に酷似 す る が， 本種の挿入器の 前 角

が丸い の に対 し ， カ ン ザ ワ ハ ダニ の そ れ は や や尖 る 。 分

布 は ア メ リカ ， メ キ シコ， タ イ 。 寄主植物 は イ ン ゲ ン ，
ネ ッ ト メ ロ ン ， イ チ ゴ， ア ジ サ イ ， ス ミ レ ， ブ ド ウ ， ノ f

パ イ ヤ 等。

Tetranychus turkestani (UG AROV and N1KOLSK1) 
輸入検査で は ア メ リカ 産 カ ボ チ ャ か ら 発見 さ れ る 。 体

長 は雄では 0 . 4 mm 内外， 雌で は 0 . 54 mm 内外。 第 I 脚
付節基方の 二重毛 は基方の通常毛 よ り 先端寄 り に あ り ，

二重毛聞 は 広 く 離れ な い。 雄成虫挿入器 の拡張部 は頚部

の約 2 倍で後方 は先端に向か い細 く な る ， 拡張部の上端

は緩や か な 角 を な す。 ナ ミ ハ ダニ と体色が似 て い る が，
本種雄の挿入器の拡張部 は 大 き し 明 ら か に 異 な る 。 分

布 は ア メ リカ ， ヨ ー ロ ッ パ， ロ シ ア ， 東 ア ジ ア。 寄主植
中O/J は イ チ ゴ， イ ン ゲ ン， ダ イ ズ， キ ュ ウ リ ， ナ ス ， カ ボ
チ ャ ， ニ ン ジ ン ， ラ ッ カ セ イ ， リ ン ゴ， モ モ ， ナ シ， レ
モ ン 等。
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品 目 | ダ ニ 類

栽纏用植物・球根類 | リンゴハダニ， 伽ネダニ， ロビンネダニ

表-1 輸入植物 か ら 発見さ れた 微 小害虫 ( 1987�1990)

ア ザ ミ ウ マ 類

ミカンキイロアザミウマ， ユリクダアザミウマ

切花類 |同"ランヒメハダニ， ニセナミハダニ，

(切枝， 切葉を |カンザワハダニ， イシイハダニ，

含む。 ナミハダニ，・ ネダニ， ロビンネダニ，
ケナガコナダニ

アプ ラ ム シ 類

へピノポラズツトアプラムシ，'Siωbion luteum 

'Aeolo幼riþs brevicornお，シ7ア ザ ミ ウ マ，・Aeolo幼ゆ喧勿胸間ii， l' Aloゅhagus myersi， マメアブラムシ，Aphis 
・Cranothrips ravid附， 'Desmothrips propinquus， 'Desmothrips 1 /abae， ワタアプラムシ， ユキヤナギアプラム
tenuicornis，・Melan仇γips acefoscelis，・A悶tralo幼ゆ's bicolor，クロトン|シ， モモコフキアプラムシ， ト ウモロコシアプ
アザミウマ， 'Partheno幼rips dracaenae， アカオピアザミウ"，チャノキ|ラムシ， ハスクピレアプラムシ， ムギクピレア
イロ ア ザ ミ ウ "， 'Chiro幼阿弥抑伽伽悶， 'Li制的市cerealium， 1プラムシ， オカボノアカアプラムシ， ジャガイ

・Limothrips denticornis，・AnaPhothrips occidentalis， 'Apterothrips 1モヒゲナガアプラムシ， シクラメンコプアプラ
aþte瓜・Ceraωthゆs斤'ÌCÌ， 'Dichromothrips corbe必，ヒラズハナアザミ|ムシ， ムギワラギクオマルアプラムシ， ニンジ
ウ"，・Frankliniella in陥or， 'Frankliniella minuta， ミカンキイロアザ|ンフタオアプラムシ， チューリップネアプラム
ミウマ，・Frankliniella schultzei， カホンカハナアザミウマ，マメハナアザ|シ，チューリップヒゲナガアブラムシ，'Macrosi­
ミウ"，・M唱galurothriþs kellyan間， 'Megalurothゆ's U5Ì.抱似s，コスモス1Phum rosae，・MacrosiPhum stellariae，ワケギ
アザミウマ，・Odontothri帥lla andrewarthae，・Odo仰thri弥脚liloti，・|コプアプラムシ，・8ゐ居間の明balariae， カンゾ
F柏崎naþhothゆs achae似s， 'Synapωthrips gezinae，匂F加'Ptothrips 1ウコプアブラムシ，Myz附 ornatus，モモアカア
paradox描，オモトアザミウマ，'Thrips atra加，・Thゆ's a師tralis，'Thゆ's1プラムシ， ハッカイポアプラムシ， クロスジコ

β'orum， 'Thゆsβ鉱物仰お，ハナアザミウY，.�加がim矧fnis，・Thrips1 パネアブラムシ，パラミドリアブラムシ，'Sitobion 
major，・Thrips obscuralus， 'Thrips orientalis， ミナミキイロアザミウI luteum 
マ，Thrips pini， グラジオラスアザミウマ， ネギアザミウ"，・Thrips
間19atおsim凶， 'HaPlothrips angl回似5，・Haplothrips bitubercula似5，シナ

クダアザミウ"，・Haþloth悶ips jトvgga払 ・Haþlothrips vic.俗的咽sisU可

， Lasiosei:附b坤inosus， ハエダニ， ニセラーゴ|シ マ ア ザ ミ ウ マ，・Desmothrips tenuicornis，・Calio幼rips /05-1マメアプラムシ，Aphis /abae，ワタアプラムシ，
カプリダニ， ジュズコハリダニ， トゲオソイダIc創出， アカオピアザミウマ， チャノキイロアザミウ<，ヒゲプトア1・Aphお初併i，モモコフキアプラムシ，め'stero­
ニ， ヒトゲテングダニ， チピテングダニ， パイ|ザミウマ， ・Chirothrips mexicanus，・Limothゆ's an伊licornお， 1抑制ra seta巾e， トウモロコシアブラムシ， ム
ナップルヒメハダニ， ミカンハダニ， ニセナミ1'Limothrips ce問，alium，・Anaphoth巾's dubil倍， クサキイロアザ|ギクピレアプラムシ， オカボノアカアプラムシ，
ハ ダ ニ， 'Tetranychus gig05， 'Tetranychus 1ミウマ，・Apterothrips a'Pteris，・Ceratothrips /rici， ヒラズハナア|エン ドウヒゲナガアプラムシ， ジャガイモヒゲ
hydrangeae， カンザ ワ ハ ダ ニ， 'Tetranych陥|ザミウマ， ミカンキイロアザミウ<，・Frankliniella schultzei， カ|ナガアブラムシ， ダイコンアブラムシ， ゴボウ
lambi，・Tetranychus pacificω，・Tetranychω|ホンカハナアザミウマ， 'Megalurothrips 附ita似s，・Platythrips1クギケアプラムシ， ニンジンフタオアブラムシ，

trukestani， ナミハダニ， オウトウハダニ.チュ1 tunicatus，叩colothripsρallidus，イネアザミウマ，・Thrips angl括ー1'1);)脱ψhis aPi加lia， 'Dysa，ρhis cynarae， ニセ

ーリップサピダニ， ハモリダニ， アシナガツメ1 ticeps， ハナアザミウマ，マhゆ's im傾向，・Thrips脚dronii， ダイコンアプラムシ， チューリップヒゲナガア
ダニ， フトツメダニ， ウロコツメダニ， ウスゲいThrips major，クログハナアザミウマ，・Th巾's obscurat凶，ミナ|プラムシ，リ伽闘の明balariae， モモアカアプ
タカラダニ， ゴミコナダニ， カピゴミコナダニ，1ミキイロアザミウ<， ネギアザミウマ，・Nesothripsρropinquus， 1ラムシ，・N05onobia ri・bisnigri， ニンジンアプ

・ ネダニ，ロビンネダニ，'TyroPh勾us longior， 1・Haplothゆs 介'oggatti，・HaPlothriPs robustus， ・HaplothriPs1ラムシ， ゴボウヒゲナガアプラムシ
・乃roPh勾間oude胸nsi， ケナガコナダニ， サ|叩ri:ω， ・Leptoth坤's helio糊nes
ヤアシニクダニ

生果実 ・野菜類

注 :真崎 ( 1991 ) ，早瀬 (1991) ，杉本 ・北川 ( 1991) か ら 作表. a)・は本 邦未記録種. b)“は 日 本では栽培さ れている洋 ラ ンか ら1991 年 に 初 め て発見され た (江原・大久保 ， 1 992 ). 
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アザミウマ類
Frankliniel la schul tzei (TRYBOM) (図-4)
輸入検査 で は タ イ ・ フ ィ リ ピ ン産 の ア ス パ ラ ガ ス ， 南

ア フ リ カ 産の各種切花等か ら 頻繁 に 発見 さ れて い る 。 本

邦未記録の も の の 中 で は 発見回数の一番多 い種であ る 。
雌の体長 は 1 . 2�1 . 6 mm， 体色 は黄色~淡褐色， ま た は

暗褐色， 触角第 3 ・ 4 節 は基部が よ り 淡色， 前麹 は淡色。
単眼間刺毛が後方単眼聞 に 互 い に 接近 し て 生 じ る こ と ，

後胸 背楯板に は鐙状感覚器が な く ， 刻紋 は不規則な縦状

で と こ ろ ど こ ろ 交わ る こ と ， 腹部第 8 背板後縁の櫛歯状

突起 は ほ と ん ど発達 し な い こ と ， に よ り 本邦既発生 の
Frankliniel la 属各種 と 区別で き る 。 分布 は ア フ リ カ ， ヨ

ー ロ ッ パ， ア ジ ア， ニ ュ ー ギ ニ ア， オ ー ス ト ラ リ ア， ハ

ワ イ ， 南 ・ 北 ア メ リ カ 等。 寄主植物 は モ ロ コ シ， ワ タ ，

タ マネギ， ト マ ト ， キ ク 科， マ メ 科 を は じ め花 き の あ ら

ゆ る 種類か ら 見 い だ さ れ る 。 ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス を
媒介す る こ と が知 ら れて い る 。

Thri þs i maginis BAG NAL 

輸入検査で は オ ー ス ト ラ リ ア産 の ア ス パ ラ ガ ス や切花
類か ら よ く 発見 さ れ る 。 体長 は雌で は 1 . 06� 1 . 32 mm， 

雄では 0 . 9�1 . 9 mm。 体色 は 黄褐色，触角 は第 2�7節が

褐色で第 3 節の基半分は淡色。 後胸 背楯板 に 鐘状感覚器

が あ り ， 刻紋 は や や縦長の網 目 模様。 腹部第 2 背板側縁

刺毛 は 3 本，第 8 背板後縁の櫛歯状突起 は 中央で消失 し，

第 9 背板の 鐘状感覚器 は 2 対， 第 3�7 腹板 に は 20�30

本の副刺毛 を 持 つ 。 分布 は オ ー ス ト ラ リ ア， ニ ュ ー ジ ー
ラ ン ド 。 寄主植物 は各種花 き 類， ペ リ ー類， ワ タ ， リ ン

ゴ等。
Thri þs obscura tus (CRAWF ORD) 
輸入検査 で は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 産切花か ら 発見 さ れて

い る 。体長 は雌では 1 . 5�1 . 9 mm，雄で は 1 . 0�1 . 2 mm。

体色 は変異が大 き く ， 淡色~暗褐色， 前麹 は基部が淡色

で残 り の部分 は暗色。 後胸 背楯板に 錆状感覚器が あ り ，
刻紋 は狭い縦状。 前麹前脈の刺毛列 は中央で途切れ る こ
と な く 先端 ま で続 く 。 腹部第 8 背板後縁の櫛歯状突起 は，
ほ ぽ完全な形の も の か ら 不 ぞ ろ い に な る も の ま で変異が
あ る 。 第 9 背板の鍾状感覚器 は 2 対。 腹板に は副刺毛が
あ る 。 分布 は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 。 寄主植物 は ト ウ モ ロ コ
シ， カ プ， ト ケイ ソ ウ ， ア ル フ ア ル フ ァ 等 を は じ め， あ

ら ゆ る 植物の花や薬上か ら 見 い だ さ れ る 。
Thri þs aus tralis (BAG NALL) 
輸入検査 で は オ ー ス ト ラ リ ア， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， ア

メ リカ ， 南ア フ リ カ 産の各種切花か ら 発見 さ れ て い る 。

体長 は雌では約 15 mm。 体色 は 黄色で， 腹部背板中央

部 と 第 8�10節 は 暗色。 後胸 背楯板 に鐙状感覚器が あ り ，

刻紋 は 明瞭な網 目状。 前麹前脈の刺毛列 は， ほ ぽ完全 に

麹端 ま で続 く 。 腹部第 8 背板後縁の櫛歯状突起 は 中央で
消 失 す る 。 腹部側 背板 に 6�10 本 の 副刺毛 を 持 つ 。 第

3�7 腹板に は通常約 20 本 の副刺毛 を 持 つ 。 分布 は オ ー
ス ト ラ リ ア， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， タ ス マ ニ ア， ハ ワ イ ，

南 ・ 北 ア メ リ カ ， ア フ リ カ ， ス ペ イ ン， ト ル コ 等。 寄主

植物 は ア カ シ ア， ユ ー カ リ ， パ ラ ， ダ リ ア， オ レ ン ジ，

プ ラ ッ ク ペ リ ー 等。 本種 は オ ー ス ト ラ リ ア か ら 温暖な

国々 へ分布 を 広 げた も の で あ る (PALMER， ]. H.， 1992) 。

か つ てIs 抑制roth ゆg属 と し て 取 り 扱 わ れ た こ と が あ
る 。 日 本 も そ の分布地域 と す る こ と が あ る が， そ の記録

は古い も の で あ り ， 産地の 明示 も な い こ と か ら ， 台湾あ
る い は南方諸島 の標本で は な い か と 思わ れ る 。 そ の後我

が国での採集記録 は な い よ う で あ る 。
アブラムシ類
砂s ゅhis ゅi ifol ia (TIIEOBALD) 
輸入検査で は ア メ リ カ 産 セ ロ リ ， イ タ リ ア 産 ウ イ キ ョ

ウ か ら 発見 さ れて い る 。

無趨胎生雌虫 の 体長 は 1 . 4�2 . 6 mm。 体色 は 黄 灰 色

~緑灰色でわ ずか に白粉 を装 う 。 頭部前縁 は直線状 ま た

図- 4 Frankliniella schultzei雌成虫(植物防疫所原図)

1 : 全形 ， 2:腹部第7�10背板
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は浅 いW字状。 頭部背面の刺毛 は 短 い 。 触角 は体長 よ り
短い。 腹部第 8 背板中央付近 に 乳頭状突起 を有す る 。 角
状管 は そ の基部幅の 2. 5�3 . 5 倍の長 さ であ る 。 分布 は ヨ
ー ロ ツノ\， 中東， 中央ア ジ ア， ア フ リ カ ， オ ー ス ト ラ リ
ア， 南 ・ 北 ア メ リ カ 。 寄主植物 は サ ン ザ シ， セ リ 科の各
種であ る 。

Sitobion luteum (BUCKTON) 
輸入検査 で は 台湾産 の ラ ン か ら 発見 さ れて い る 。
無麹胎生雌虫 の体長 は 1 . 3�2 . 4 mm。 体色 は 淡黄緑色

~明緑色で， 体背面 に 黒色斑 を 有す る 。 触角 は基部 を 除
い て 黒色。 角状管 も 黒色で， そ の 先端部 は 網 目状。 尾片
に 6�8 本の刺毛 を 備 え る 。 分布 は ア フ リ カ を 除 く 熱帯 ・

亜熱帯地域， ヨ ー ロ ツ パ， ア メ リ カ 。 寄主植物 は ラ ン科

であ る 。

Nasonov ia ribisnigri (MOSLEY) 
輸入検査 で は ヨ ー ロ ツパ か ら の チ シ ャ ， チ コ リ か ら 発

見 さ れて い る 。
無麹胎生雌虫 の体長 は 1. 3�2 . 7 mmo体色 は淡黄緑色

~緑色， 角状管 は暗緑色~黒色， 腹部節聞 は対 に な っ て
暗色化す る 。 頭部前縁 は凹状。 触角は体長 と ほぼ同長か

そ れ以上。 BLACKMAN and EASTOP ( 1984) に よ る と 分布 は

ヨ ー ロ ツパ， 南 ・ 北 ア メ リ カ ， 寄主植物 は ス グ リ 属， キ

ク 科， ゴ マ ノ ハグサ科， ナス 科 と な っ て い る 。

お わ り に

微小害虫の 中 に は世界的 に ま だ未記載種の 多 いグルー
プ も あ り ，地域 に よ っ て は情報 を 入手 し に く い面 も あ る 。

主な次号予告

次 4 月号は， 下記原稿 を掲載す る 予定です。

平成 5 年度の植物防疫関係事業の進め 方 に つ い て

大川 義清
植物防疫研究課題の概要 宮下 清貴
植物葉面 に お け る 農薬 の 移行 と 界面活性剤 の作用

渡部忠一 ・ 山 口 勇
アズキ 落葉病の生態 と 防除 小林 喜六
マ ルハ ナパ チ に よ る ト マ ト の花粉媒介 松浦 誠
キ ウ イ フ ルー ツ 花腐細菌病 に 対す る 耕種的防除

梶谷 裕二
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ま た ， 他の 害虫類 と 比べ て も 研究 の遅 れて い る 分野であ
り ， 世界各地 の微小害虫 の 全容 を掴む こ と は 困難な状況
に あ る 。 し か し， 植物類の輸入 は そ れ を待つて はくれな

い 。 消費者ニ ー ズに よ り ， 品 目 も ，仕出 し 国 も 多様化 し，

そ れ に 付着 し て く る 害虫 も 新顔が増 え て い る 。 そ の 中 で

微小害虫 も わ が国への侵入の機会 を 繰 り 返 し う かが っ て

お り ， 特 に輸入検査での発見頻度の 高 い も の は， 注意が

必要であ る 。 今回紹介 し た 諸種が そ の 最右翼 と い え よ う 。

植物防疫所では微小害虫の検出， 識別， 侵入阻止 の た
・め の精密検定体制 の整備 を 図 り ， よ り 的確な検疫 を 進 め
る べ く 努力 を 続 け て い る 。 今後 と も 関係者 と の 密接 な連
携 を と り ， 害虫の侵入 防止 に 万全 を期 し て い き た い と 考
え て い る の で， な お一層 の ご理解 と ご協力 を お願 い す る

次第であ る 。
Thri þs au strali sの 日 本分布 の 可否 に つ い て ご教示 しコ

た だ い た 東京農業大学問島秀治博士 に 厚 く お礼申 し 上げ
る 。

引 用 文 献
1 )  BLACKMAN， R. L. and V. F. E ASTOP ( 198 4) : Aphids on 

the W orld's Crops : An Identification and Informa. 
tion Guide. John W iley & Sons， Chichester， 466 pp. 

2) 江原昭三・ 大久保管、秀 ( 1992) : 植物防疫 46 : 245� 248. 
3)早瀬 猛( 1991) : 植物防疫 27 : 93� 99. 
4 )伊藤久也(1 990 ) : 植物防疫 44 : 157� 160. 
5 )唐沢桁 雄( 1992) : 月 刊食 品 流通技術 2 1 ( 1 1 ) : 

158� 16 2. 
6 )加藤 宏 ( 1990 ) : 植物防疫 44 : 16 1� 16 4 
7)真崎 誠(1 991 ) : 植物研報 27 : 8 7� 92. 
8 )  P AL MER， J. H. ( 1992 ) : Bull. Br. Mus. nat. Hist. (Ent.) 

61 (1) : 1 � 76. 
9)杉本俊一郎・ 北川憲一 ( 1991 ) : 植防研報 27 : 10 1 � 106. 

国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「東 ア ジ ア に お け る イ ネ ミ ズ ゾ

ウ ム シ及び移動性害虫 の蔓延 と 制御対策」一一生

態 と 管理一一 平井一 男 ・ 永田 徹
向上 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の 化学的防除

菅野紘男 ・ 永田 徹

日 本産 ヒ メ ハ ナカ メ ム シ類の分類 と 同定

安永智秀 ・ 柏尾具俊
植物防疫基礎講座

植物 ウ イ ル ス の簡易迅速診断法 亀谷 満朗

定期購読者以外のお申込みは至急前金にて本会へ

定価1部700 円 送料 51 円
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特集 微小害虫の生態と 防除 (3 )

サビダニ類の最近における発生と防除

サ ピ ダ ニ は， フ シ ダ ニ 科 (Eriophyidae) に 属 す る 体長

0 . 2mm前後の き わ め て 微小 な ダニ で あ る 。 植物 の葉や
茎 あ る い は果実 に寄生 し て， そ の表面 を茶褐色や銀白色

に 変色 さ せ る こ と か ら ， そ の名 がつ け ら れて い る o ダニ
の寄生個体数が少 な い と き に は寄主植物 に 目 立つた被害

症状 は な い が， 個体数が多 く な る と さ ぴ症状 を呈す る よ

う に な り ， 時 に は早期落葉や株枯れ を引 き 起 こ す。

我が国 か ら は こ れ ま で約 25 種 の サビダニが知 ら れ て
い る が， そ の 生態 は一部 の も の を 除 い て ほ と ん ど明 ら か
に さ れて い な い。

最近， 農作物 を加害す る サビダニ類の同定依頼が多 く

な っ て き て お り ， 筆者に届 け ら れた標本 は こ の l 年 だ け

で も 10 数件 に 上 る 。同定依類の件数が多 く な っ て き た 理

由 は 日 本産サビダニ類の 分類学的研究が十分 に進んでい

な い こ と に も よ る が， 農作物 に対す る 被害が生産現場で
実際に 問題 に な っ て き て い る こ と も 原因 の 一つ に な っ て
い る と 考 え ら れ る 。 サビダニ は肉眼で見 る こ と がで き な

い う え ， 植物体の わ ずか な隙間 に も 潜 り 込む こ と がで き
る の で， 寄生個体数が少 な く 顕著 な被害症状が出 て い な

い場合や， 芽の中や隙聞 に 潜 り 込んでい る 場合 に は寄生

を確認す る こ と がで き な い 。 特 に落葉果樹 に寄生す る サ

ビダニ類は， 越冬期 に は植物体の 内部 (芽内， 粗皮 な ど)
に 潜 り 込んでい る の で， チ ェ ッ ク さ れ な い ま ま 未発生地

に 苗木 と と も に持 ち 込 ま れて し ま い， 現地 に植 え ら れた
後 に 被害が出 て 初 め て ダニ の寄生 に気付 く こ と が多 い と
考 え ら れ る 。 サ ピ ダ ニ類が最近問題 に な っ て き た 背景 に
は， 今 ま で問題 に さ れな か っ た 被害症状が農産物の高品

質化 に 伴 っ て 問題 に さ れ る よ う に な っ た り ， 農薬の 変遷

(殺菌剤 も 含 め て ) に 伴 っ て 主要害虫化 し た こ と も 考 え ら

れ る 。 ま た ， ミ カ ン サビタニ の よ う に薬剤 の効力 が低下

し て き た と い わ れて い る ダニ も あ る 。

そ こ で， 本稿では最近特 に 問題 と な っ て い る 2 種のサ
ビダニ類の 圏 内 に お け る 発生実態 と そ の 防除 に つ い て 紹
介 し た い 。

トマトサビダニ

学名: Aculop sかcoperusici (MASSEE) (= A. de strucfor 
(KEIF ER) ) 

The Current Status of Two Species of Rust Mites in ]apan 
and 1 ts Control. By Fuj i o  KADONO 

か ど の ふ じ お
千葉県農業試験場 上 遠 野 富士夫

本種 は 1986 年 に沖縄で初 め て 発見 さ れ，そ の 2 年後 に

鹿児島 で も 確認 さ れた (根本 ら ， 1987 : 根本， 1991 ) . 1989 

年 に は大阪府で問題 と な り (高原 ら ， 1990) ， た ち ま ち 近

畿地 区 の 多 く の府県及び香川県，愛知県 (農林水産省農蚕
毘芸局植物防疫課， 1991) に も 広が っ た 。 そ し て ， 1992 年

に は静岡県 で も 本種の発生が確認 さ れた (西東，私信) 。

こ の よ う に 本種の圏内 に お け る 分布拡大 は着実 に 進 ん で
い る 。

本種の 分散 は ト マ ト の 輸送 に 伴 っ て 拡大 す る の が 主
で， 風 に よ る 分散 は こ れ に つ い で重 要 で、 あ る (AN!l ERSON，

1954) 。 我が国 に お け る 本種 の 分布拡大状況 を み る と ，
徐々 に北上す る 傾向がみ ら れ る こ と か ら ， 自 然分散の 可

能性 も あ る が， 最近苗業者か ら ト マ ト 苗 を購入す る 農家
が増 え て お り ， 苗の輸送 に 伴 っ て 運ばれて い る 可能性 も

あ る 。 ま た ， ト マ ト サビ ダニ は ト マ ト 以外 に も ナス ， ジ

ャ ガ イ モ， タ バ コ ， ペ チ ュ ニ ア な ど の ナス 科植物 に寄生
す る こ と か ら ， 直接 ト マ ト 苗 で輸送 さ れ な く て も 他の ナ
ス 科植物の 苗 と と も に 移動 し， 移動先 の ト マ ト に 移 る こ
と も 考 え ら れ る 。 し た が っ て， 本種が分布 を 急速 に 拡大
し，未発生県 の ト マ ト に 被害 を 与 え る こ と が懸念 さ れ る 。

ト マ ト サビダニ は 根 を 除 く 株全体 に寄生 し， サビ症状

を引 き 起 こ す。 多寄生 を 受 け た 株 は下葉か ら 枯れ始 め る 。

そ し て， し だ い に 上位葉へ と 被害が進み， 株全体が枯死
す る こ と も ま れで は な い 。 著 し く 加害 さ れた果実 は さ め

肌 と な り ， 商品価値 は著 し く 低下す る 。
本種 に対す る 防除効果 の 高 い薬剤 はケル セ ン 乳剤， 水

和硫黄剤で あ り (高原 ら ， 1990) ， 発生初期 に丁寧 に 散布

すれば発生 を 抑 え る こ と は 可能 で あ る 。
チューリップサビダニ

学名: Aceria tuliPae (K ElF ER ) 

1979 年 に 埼玉県の チ ュ ー リ ッ プか ら 発見 さ れ た ダ ニ
であ る 。 根以外の あ ら ゆ る 部位 に 寄生 し さ び症状 を引 き
起 こ す。 特 に ， 花では ウ イ ル ス 症状 と な る た め 生産農家
では恐れ ら れて い る 。 我が国 に お け る 本種の寄主植物 は
最近 ま で チ ュ ー リ ッ プ及 び タ マネギ と さ れ て い た が， ニ
ン ニ ク を栽培 し て い る 地帯で も 問題 に な っ て き て い る 。

青森県 で は ニ ン ニ ク の ウ イ ル ス フ リ ー化が行わ れ て い

る が， せ っ か く ウ イ ル ス フ リ ー 化 し た 株 も 短時間の う ち
に ウ イ ル ス に再感染 し て し ま い， 問題 に な っ て い る 。 こ
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の よ う な ニ ン ニ ク に は チ ュ ー リ ッ プサ ピ ダニ の寄生が認

め ら れ る こ と か ら ， こ の ダ ニ が原因 し て い る の で は な い

か と の観点 か ら 調査が進 め ら れ た 。 そ の結果， 本種がニ

ン ニ ク モ ザ イ ク ウ イ ル ス (GMV) を 媒介 し て い る こ と が

明 ら か に さ れた (山下， 1992) 。
本種 は チ ュ ー リ ッ プ， ニ ン ニ ク ， タ マネギ な ど ユ リ 科

植物の ほ か， 小麦， ト ウ モ コ ロ シ な ど イ ネ科植物 に も 寄
生す る こ と が明 ら か に さ れて い る (KEI F ER， 1975) 。 と く に

小麦や ト ウ モ ロ コ シ に 対 し て はWh eat streak mosaic 

virus (SLYKHUl S， 1953) 及 びWh eat spot mosaic virus 

(SLYKHUl S， 1956) を媒介す る と さ れて い る こ と か ら ， こ れ

ら に お け る 本種の発生 に は十分注意 し て い く 必要があ る
と 思わ れる。

ニ ン ニ ク に お け る GMV の 感 染 防止 に は チ ュ ー リ ッ
プサ ピ ダニ の 防除が重要 で あ る 。 ニ ン ニ ク 及 びチ ュ ー リ

ッ プの サビダニ に対す る 登録薬剤 は今の と こ ろ な い が，
チ ュ ー リ ッ プサ ピ ダニ に 対 し て は臭化 メ チ ル剤の く ん蒸

処理 ま た は ピ リ ミ ホス メ チ ル乳剤，ポ リ ナ ク チ ン複合体，

BPMC 乳 剤 な ど の 浸漬処理が効果 的 で あ る と の 報告が
あ る (足立 ら ， 1985 ; 草案 ら ， 1981 ; 竹田 ら ， 1984) 。

お わ り に

航空機の大型化 に 伴 う 航空貨物輸送の発達 は， 諸外国
の農産物 を 大量 に ， し か も 短時間の う ち に圏内 に 持 ち 込

む こ と を 可能 に し た 。 植物防疫所で は厳重 な検疫体制 を

し い て 海外か ら の新 た な 害虫種の侵入 を 防止 し て い る 。

し か し， 害虫種の発見で不合格 と な っ た も の は カ ボ チ ャ
を例 に と る と 60% に も 達 し， そ の ほ と ん ど の も の がハ ダ

ニ類や ア ザ ミ ウ マ 類 な ど微小節足動物の寄生 に よ る と い

わ れて い る (真崎ら ， 1991) 。 微小節足動物 の 中 で も 特 に
小 さ い サ ピ ダニ 類 は， 農産物 を叩い て 落 と そ う と し て も
隙聞 に潜 り 込 ん で い る こ と が多 し な か な か落 ち な い で
あ ろ う し， 仮 に 落 ち た と し て も 肉眼で確認す る こ と は ま
ず不可能 に 近 い の で， い ま ま で圏 内 で み ら れ な か っ た サ

ピ ダニ類が突然発生 し， 問題 に な る 可能性 は 今後高 ま っ

て い く も の と い え よ う 。
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3) KEIFER ， H. H. (1 975 )  : Eriophyoidea Nalepa. in : Mites 

lnj urious to Econ omic Plants. (JEPPSON L. R. et al .  
eds.l Un iversity of Californ ia  Press， Berkeley and 
Los Angeles， Californ ia .  pp. 327�5 91 . 

4)草案敏彦 ら : 北陸病虫研報 29 : 95� 97. 
5 )真崎 誠 ら (1 991 ) : 植防調査研報 27 : 10 7� 11 4. 
6 ) 根本ら (1 98 7) : ダニ 類研究会会報 1 4 : 5 .  
7) 根本(1 991 ) : 埼玉園試特報 3 : 1�85 . 
8 )農林水産省農蚕園芸局 植物防疫課 (1 991 ) : 平成 3 年度病

害虫防除関係資料 pp. 1 94. 
9) SLYKÏ l UlS]. T. (1 95 3) : Can .  J. Agr. Sci . 33 : 1 95�1 97. 

10 ) 一一一一一 (1956 ) : Phytopathol. 46 : 68 2�68 7. 
11 ) 高 原 正 ら ( 1990 ) : 応動昆中国支会報 32 : 5� 9. 
12)竹田 義 ら (198 4) : 京都農研報 1 2 : 9� 25 . 
1 3) 山下一夫 (1 992 ) :日 植病報 58 : 6 21 .  

本 会 発 行 図 書

農林有害動物・昆虫名鑑
日本応用動物見虫学会 編

定価 3，399円 送料 380円 A5判 本文379ページ 並製

日 本応用動物昆虫学会の創立30周 年記念出版 と し て 刊行 さ れた も の で， 害虫名 の指針 と し て 広 く 利用 さ れ て き

た， 前版「農林害虫名鑑」 を全面 的 に 改訂 し た 名鑑であ る 。 新た に晴乳類 ・ 鳥類が加わ り ， 収録種数 も ， 2 ， 450種

と 大幅 に 増補 さ れ， 一層充実 し た 内容 と な っ て い る 。 全体の構成 は前版 と 同様 に ， 第 1 部一有害動物 ・ 見虫分類

表， 第 2 部一作物別有害動物 ・ 昆虫名， 第 3部一学名 ・ 英名索引 と な っ て い る 。 簡明， 便利， か つ信頼 し て 使 え

る 有害動物 ・ 見虫名鑑であ り ， 植物防疫関係者 に と っ て必携の書であ る 。
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ミカンキイロアザミウマの最近における発生と防除

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (Frankl iniella occidentalis) 
は 1 990 年 6 月 に 日 本で始 め て 千葉県， 埼玉県で発生が確
認 さ れた。 そ の後 し ば ら く 新た に発生が確認 さ れた 県 は
な か っ た が， 1 992 年 6 月 静岡県で発見 さ れた 。 こ れ ら の
経緯や 海外 に お け る 発 生， 生態 に つ い て は早瀬 ・ 福田
(1 991 )  ， 村井 (1 991 ) ， 土屋 ら (1 992) の詳 し い紹介があ る
た め ， こ こ で は主 に そ の 後の発生状況 と 防除 に つ い て 紹
介した い。

発 生 状 況

静岡県 で は ， 1 992 年 6 月 の時点、で， 発生 は 県西部地区
のハ ウ ス ミ カ ン ， キ ク ， ガ ー ベ ラ な ど に 限 ら れて い た 。
そ の後， 周 年 1 0 月 末の 調査 で はパ ラ ， キ ク を 中心 に伊豆
半島を除 く 全域 に 分布 し ， 約 1 20 ha に発生が拡大 し て い
た 。 西部地区以外で は ， 発生地か ら 苗 を購入後本種が発
生 し 始 め た と い う 事例があ っ た 。 本種の今 ま での発見地
での推移か ら ， 人為 的 に 広が っ た と 考 え ら れ る の で， 苗
の購入， 移動 に は十分注意す る 必要があ る 。

現在の と こ ろ ， 日 本で本種の被害が生 じ て い る 農作物
はハ ウ ス ミ カ ン を除 く と 花 き 類の 花 だ け で あ り ， ト マ ト
やピ ー マ ン の 花 に も 寄生が認 め ら れて い る が， 被害 を も
た ら し た 事例 は確認 さ れて い な い。 本種 は ア メ リ カ や ヨ
ー ロ ツ パでピー マ ン ， キ ュ ウ りな ど の 野菜類 に 被害 を も
た ら す こ と が知 ら れて い る (村井， 1 991 ) 。 実際， 筆者 は
室内 の鉢植 え イ ン ゲ ン を 本種が加害 し ， 増殖す る の を確
認した 。 そ の加害棄 は シ ルパ リ ン グ状の被害 と し て 現れ
た 。 ま た ， 野外で も キ ク の芽の 中 か ら 採集で き た 。 こ の
よ う に ， 花以外で も 加害 し ， 被害 を も た ら す た め ， 花 き
以外の農作物で も 十分な警戒 を 続 け る 必要があ ろ う 。

本種の発育零点、が 6. rC (SITES， et a l. ，  1 990) と 低 い こ
と か ら ， ハ ウ ス ミ カ ン の 被害が発生 し た と き ， 露地 ミ カ
ン の被害 も 懸念 さ れた 。 そ こ で， 1 992 年 1 0 月 20 日 ， 浜
松市の初発生地付近の3 か所の ミ カ ン 園 で， 着色 し た露
地 ミ カ ン果実 を 展着剤 250 ppm で洗浄 し ， 調査 し た 。 そ
の結果， 採集 さ れた の は チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ マ だ け で
あ っ た 。 そ の 付近の キ ク の花 か ら は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ が得 ら れて い る こ と と ， ミ カ ン農家か ら の被害の報
告等 も な い こ と か ら ， 我が国 で本種が露地 ミ カ ン に 被害
を 及 ぽす可能性 は少 な い と 考 え ら れ る 。 し か し ， EBELlNG 
(1 959) に よ れ ばア メ リ カ 西部の カ ン キ ツでは幼果への加

Occurrence of the Western Flower Thrips and its Control in 
Recent Years. By Akio TATARA and Kaichi FURUHASHI 
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害や， グ レ ー プ フ ル ー ツ 成熟果への加害が認 め ら れ て お
り ， 今後 も 露地 ミ カ ン に お け る 推移 に つ い て は我が固で
も 警戒 し て い く 必要が あ ろ う 。

本種の発生 を 調 査 す る た め には ト ラ ッ プが 有効 で あ
り ， 既 に ヨ ー ロ ッ パ で は 実 用 的 に 用 い て い る (村井，

1991 ) 。 ト ラ ッ プの色 に付い て は 多 く の報告が あ り ， 白や
濃い青が 最 も 捕 獲 効 率 が よ い よ う で あ る (MOF F ITT，
1 964 ; YUDlN et a l.， 1 987 ; VERMON and GILLESPIE， 1 990) 。
黄色 は報告 に よ り 捕獲効率が様々で あ り ， 色調 に よ っ て
異 な る よ う で あ る 。

本種の発生が静岡県で確認 さ れた後， マ メ ハモ グ リ ノf
エ の 調査の た め に 設置 し て あ っ た ト ラ ッ プ を利用 し て 発
生消長 を 調査 し た 。 使用 し た ト ラ ッ プ は 黄色平板粘着 ト
ラ ッ プで， 色 は マ ン セ ル 6. 5 Y 8. 5/1 5 . 0 で あ る 。

図- 1 は露地の キ ク での発生消長で あ る 。 7 月 1 0 日 に
捕獲数が き わ め て 多 く な っ た の は ト ラ ッ プの 取替 え直前
に隣の キ ク 圃場の掘 り 起 こ し が あ っ た た め と 考 え ら れ
る 。 以降， 8 月 ま で他の ア ザ ミ ウ マ類の約半分の捕獲数
で推移 し ， 9 月 1 6 日 ま で捕獲 さ れた 。 そ れ以降， こ の ト
ラ ッ プでの捕獲 は な か っ た が， 園場の花 を 1 2 月 3 日 に ア
ル コ ー ル洗浄 し た と こ ろ ， 多数の成 ・ 幼虫が得 ら れた 。
ま た ， 付近の チ ャ の 花か ら も 採集 さ れた 。 気温の 低下 に
伴い移動能力が低下す る た め ， ト ラ ッ プでの捕獲数が少
な く な る も の と 考 え ら れ る 。

7 月 か ら 9 月 に 採集 し た 個体 は ， 腹部背面 中央 に わ ず
か に 黒斑が見 ら れ る 以外 は 一様 に 黄色の個体が ほ と ん ど
であ っ た 。 一方， 11 月 か ら 1 2 月 に採集 し た 個体 は ， 黄色
の個体 も 混 じ る が， 腹部が ほ と ん ど黒色 に な り ， 頭部，
胸 部 も 黒色 を帯 び る 個体が多 数 を 占 め ， 季節 に よ る 体色
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図-1 野外の キ ク 圃場で の 黄色 ト ラ ッ プに よ る 発生消長

(1992) 
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の変化が認 め ら れた 。
図- 2 は ガ ー ベ ラ ハ ウ ス 内 に お け る 発生消長で あ る 。 こ

のハウ ス で は 7 月 以前 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を 他の ア
ザ ミ ウ マ と 思、い， 防除 し て い た 。 そ の結果， 7 月 上句の
調査で は ， 花 に 寄生 し て い る ア ザ ミ ウ マ の す べ て が ミ カ
ン キ イ ロ アザ ミ ウ マ と な っ て い た 。 7 月 以降本種 に効果
的 な薬剤 を 5 � 7 日 間隔で散布 し た 結果， 低密度 に抑 え
ら れた 。 野外 と 異 な り ， 1 1 月 後半 ま で少数の捕獲が見
ら れた が， 8 月 以降の花の被害 は き わ め て 少なし被害
許容水準以下 に コ ン ト ロ ー ル で き た と い え る 。 し か し な
が ら ， こ の よ う な 多 く の 防除で も だ ら だ ら と ト ラ ッ プに
捕獲 さ れ る と い う こ と は ， ハ ウ ス 内 での越冬個体が春先
か ら の発生源 に な り 得 る こ と を 示 し て い る 。

防 除

村井 (1 991 ) が紹介 し て い る よ う に ， ア メ リ カ ， ヨ ー ロ
ツ パで は 本種の薬剤感受性低下 に つ い て 多 く の報告があ
り ， 効果的な薬剤 は 少 な い 。 そ こ で， 日 本 の個体 に つ い
て 室内 で薬剤感受性検定 を 行 っ た 。 管ピ ン に薬剤 を満た
し ， 捨て た 後風乾 し ， そ こ に 餌 と 共 に雌成虫 を 入 れ， 死
虫数を調査 し た 。 そ の結果が表 1 で あ る 。 福田 ら (1 991 )
の結果 と 同様， 合成ピ レ ス ロ イ ド 剤の死亡率は き わ め て
低か っ た 。 ま た ， ヒ ラ ズハナ ア ザ ミ ウ マ と 比較 し で も ，
多 く の薬剤 に対 し て き わ め て 薬剤感受性が低 い こ と が分
か る 。 た だ， 表 ー1 の結果 は あ く ま で も 室 内試験であ り ，
園場 に お け る 効果試験 は再度検討す る 必要 が あ る 。

表- 1 の死亡率 80%以上の薬剤以外 で ア メ リ カ ， ヨ ー
ロ ツ パ で効果が あ る と さ れて い る の は ， パ イ デー ト 粒剤，
ア ド バ ン テ ー ジ粒剤， マ リ ッ ク ス 乳剤， ダーズパ ン乳剤
な ど で あ る (BOURNIER et al . ，  1 990 : ESCHER et al.， 1 990 : 
TERR Y， 1 991 ) 。

効果的な薬剤があ っ て も ， な お 防除 に は 問題が残 る 。
ハ ウ ス ミ カ ン で は果実が着色後， 飛来 し ， 加害す る た め ，
収穫直前 に 使用 で き る 薬剤が限 ら れて く る 。 ま た ， 花 き
類では薬害 を 生 じ る 薬剤が多 い 。

現在， ミ カ ン キ イ ロ アザ ミ ウ マ に 登録の あ る 農薬 は シ
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図-2 ガ ー ベ ラ ハ ウ ス での 黄色 ト ラ ッ プに よ る 発生 消 長
(1992) 

表- 1 室内試験にお け る 各種薬剤処理後の ミカ ン キ イロア ザ ミ
ウ?とヒ ラズ ハナア ザ ミ ウ マ雌成虫への 効果

処
死
理

亡 率
3日後の 薬 剤 名

(M) ミカ ン キ イロ ヒ ラズ ハナ
ア ザ ミ ウ マ ア ザ ミ ウ マ

M�80 % ト クチオ ン E ， ラ ン ネ テル スタ ー， ア グロス
ー トw ， マ ラ ソ ン E ， リ ン ， ス ミチ オ ン ， ト
パ ダ ン水溶剤， エ ン セ クチオ ン ， ジ メ ト エ ー
ダ ン E ， エルサ ン Eヘ ト ， ポルスタ ール ， オ
ス プ ラサ イ ド E ， レル ル ト ラ ン. DDVP. ラ
ダ ン E ン ネ ー ト ， ア ド マ イ ヤ

一 ， ス ミロディ ー

80> M孟50 オル ト ラ ンW . DDVP ロディ ー

50> M� 30 ジ メ ト エ ー ト E ， サ ン ト レ ポ ン
マ イ ト F . ア ド マ イ ヤ
-Wc) 

30> M ト レ ポ ン E . テルスタ
-Wc) . ス ミ ロディ ー
E . ミル ベ マ イシ ン E ，
ポル スタ ール E . ア ク
リ テ ッ ク E ベロディ ー
E . ア グロス リ ン E .

ス ミチ オ ン E . オ フナ
ッ ク E . ラ ン ベ ッ ク E .
パ ッサ E . ラ ー ピ ン F .
ア リ ル メ ー ト 液剤. ダ
ニカ ッ ト E

E : 乳剤. W : 水和剤， F フロア プJv ， . : 500 倍. b : 800 倍 c • 
2000 倍， その他は す べて1，000 倍液

ク ラ メ ン でパ ダ ン 水溶剤 と エ ビ セ ク ト 水和 剤 の み で あ
る 。 現在の発生 と 被害 は 被害許容水準が き わ め て低 い 花
き 類が多 い の で， 的確 な 防除が で き る よ う に ， 農薬登録
の推進が急がれ る 。 同時 に ， 物理的， 生物的防除や耕種
的防除方法の研究 を 進 め る と と も に ， 本種の我が国 に お
け る 生態 に つ い て も 早急 に 解明 す る 必要が あ る 。
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ミナミキイロアザミウマの最近における発生と防除

は じ め に

ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ Thripsρ almi KARN Y は， 1 978

年 に宮崎県で発生が確認 さ れ， 世界で初 め て 害虫 と し て

認識 さ れて か ら ほ ぼ 1 5 年 を 経過 し た 。 こ の 間， 圏 内 で野

菜 ・ 花 き の重要害虫 と し て 位置付 け ら れ る と と も に ， 海

外で も 急速 に 分布 を 広 げて い る 。

こ こ で は ， 最近の 国 内外の発生実態 と 研究 の現状 に つ
いて述べ る 。

I 近年の分布拡大

圏内 に お け る 発生地域 は初発以後急速 に 広 ま り ， 1985 

年 ま での 8 年で九州、| ・ 四 国 の全域， 中 国 ・ 近畿 ・ 東海 ・

関東の太平洋側の 28 都府県 に 広が っ た 。 そ の後 は徐々 に

周辺部 に 拡大 し ， 1990 年 に は福島県 に至っ た 。 発生面積

で み て も ， 1 985 年 ま で は 急速 に 増加 し た が， そ の後 はl

万 5 千 ha 前後で推移 し て い る (図一 1 ) 。 本穣 は耐寒性が

弱しミた め九州本土以北 で は露地での越冬がで き ず， 冬季
の生存 は加温施設内 に 限 ら れ る 。 こ の た め ， 分布 は加温
施設の分布 に よ り 制限 さ れ， 今後 も 夏期 に 一時的発生が

見 ら れ る 地域 は拡大 し で も ， 分布 は現在が ほぼ限界 と 考

え ら れ る 。 熱帯系 の 害虫 で あ る 本種が施設 と い う 越冬場

所 を 得て我が国 に定着 し ， 害虫 と し て の安定的地位 を占
めた こ と を 示 し て い る 。

こ れ に対 し ， 海外での分布拡大 は依然急速であ る (図

2 ) 0 1 981 年 に は ， 被害地域 は日本 ・ 中 国南部 ・ フ ィ リ ピ

ン・イ ン ドネ シ ア ・ ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 等 に 限 ら れて い た 。

そ の後， 東南 ア ジ ア ・ 太平洋地域全体 に 広が り ， 1 989 年

に は北 オ ー ス ト ラ リ ア ま で広 が っ た 。 ア メ リ カ で は ，1 985

年 に カ リ プ海 地域で初発 し ， そ の後， 北 は フ ロ リ ダ， 南
は ガ イ ア ナ と 両大陸の一部 に ま で広 が っ た 。 ま た ， ア フ
リ カ の 周辺諸島で も 発生地域が増加 し て い る 。 さ ら に ，
ヨ ー ロ ツ パ で は 本種の侵入 を極度 に警戒 し て い た が， 本
年， つ い に オ ラ ン ダへ侵入 し ， 施設で問題 と な っ て い る

(L∞MANS，私信) 。 北部 ヨ ー ロ ツ ノf での越冬は我が固 と 同

様 に不可能 と 考 え ら れ る が， 冬季の 現在で も 被害が問題

と な っ て お り ， ヨ ー ロ ッ パ の施設栽培地帯での今後の発

Occurrence and Control of Thrips palmi KARN Y in  Recent 
Years. By Akira KAWAI 

かわ
野菜 ・ 茶業試験場 河
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生が危f具 さ れ る 。

H 天敵の 利 用

発生当初， 本種の天敵 は き わ め て 少 な い も の と さ れて

い た が， 近年， 有効 な天敵が明 ら か に な っ て お り ， 利用

に 向 け た 研究が進 め ら れてい る 。

1 寄生性天敵

広瀬ら (1 990) は ， 1 987�1 988 年 に 本種の原産地の 一部
と 考 え ら れ る 東南 ア ジ ア で天敵の調査 を 行 い ， タ イ で卵

寄生蜂M egaphragm a sp. と 幼虫寄生蜂 ア ザ ミ ウ マ ヒメ
コ パ チ Ceranisω menus (W ALKER) を発見 し た 。 農薬無散
布の圏場で は ア ザ ミ ウ マ ヒ メ コ パ チ の 寄生 率 は 50%以

上 に 達 し ， 本種が ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ の 密度低下 に
関与 し て い る こ と を 示唆 し た 。 さ ら に ， 1 988 年 に は我が
国の農薬無散布の ナ ス 圃場で も ， 本種の発生が確認 さ れ，

70%以上の 高率の寄生 も 観察 さ れた 。 本種 は ミ ナ ミ キ イ
ロ ア ザ ミ ウ マ と 同 属 の ネ ギ ア ザ ミ ウ マT. tabaci 
LIN DEMAN の 防除の た め に ハ ワ イ か ら 導入 さ れ， 有効 に働
い た寄生蜂であ り (SAKIMUllA， 1 937 a， b ) ， 今後の研究の

進展が望 ま れ る 。

2 捕食性天敵

我が国 で は ハ ナ カ メ ム シ 科のD rizω 属， カ プリ ダニ の

一種等が ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を捕食 し て い る こ と が

(千ha)

15 30 

発
生 10 
面積

5 10 

80 85 90 (年)
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図-1 ミ ナ ミ キ イロア ザ ミ ウ マの圏内にお け る発生の推移
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観察 さ れ， そ の な か でDri;附 sp. が最 も 有力 と 考 え ら れ
る 。 農薬 に よ る 天敵除去法 に よ り 本種が ミ ナ ミ キ イ ロ ア
ザ ミ ウ マ の 密度 を 抑制 し て い る こ と が明 ら か に な り (河
本 ・河合， 1 988:永井 ら ， 1 988) ， 露地栽培 ナ ス で は被害
果の発生が有意 に 少 な く な り (永井， 1 990 a) ， 施設栽培ナ
ス に放飼す る と 長期 に わ た り ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ の
密度 を成幼虫合計で葉当 た り 0 . 6 頭前後 に 抑制す る こ と
が示 さ れた (河合， 未発表) 0 D rius sp. に対す る 各種殺虫
剤の影響が明 ら か に さ れ， D rius sp. に 影響が少 な い他害
虫 の 防除薬剤が示 さ れた こ と は ， 総合防除体系 の策定 に
有効であ る (永井， 1 990 b) 。 ま た ， ハナ カ メ ム シ科の飼育

は ， 本来の餌動物以外 に も 昆虫卵， 練乳， 花粉等種々の
代替 え 餌 を 用 い て行わ れて お り ， 我が国のDr ius sp. も
練乳での飼育が可能で あ り (河合， 未発表) ， 大量飼育 に
関す る 研究の進展 も 注 目 さ れ る 。 従来， 我が国ではDr ius
属の分類体系 に 混乱が見 ら れ， 多 く の報告で種名 が明 ら
か に さ れて い な い が， 安永 (未発表) に よ り 分類体系が確
立 さ れた こ と は ， 今後の研究の進展 に 有効であ る 。D rius
sp. に 関 す る 研究 は 急速 に進展 し て お り ， 今後 は施設 ・露
地 そ れぞれでの有効利用 に む け た 研究が期待 さ れ る 。

タ イ で は ， ハナ カ メ ム シ 科の Bil必 sp. ， D rius sp. 等

6 種の捕食性天敵が見 い だ さ れ， こ の 中 で Bilia sp. が最
も 有力 と 考 え ら れた (広瀬ら ， 1 990) 。

刷、

}回、
必/

。
九円

J 
F' 

3 寄生菌

西東 ら (1 989) は メ ロ ン の ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ に寄

生す る 寄生菌 (寄生率 は 1 0%前後) を 見 い だ し ， 他の ア ザ

ミ ウ マ 類へ の 寄生 の 報告 が あ る N eozygi tes pa仰坤 ora

(MACLEOD & CARL) と 同定 し た 。

皿 栄 聾 生 理

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は キ ュ ウ リ ・ ナ ス の 葉の乾燥
粉末で飼育可能で あ り ， 生薬で は 飼育不可能 な ト マ ト の
乾燥粉末での飼育 も 可能 で あ る こ と が示 さ れた (小山・松

井， 1 992) 。 乾燥粉末 を利 用 し た 飼育法 は 本種の栄養生理

の解明 に 有効であ り ， 今後の進展が期待 さ れ る 。

W ミ カ ンキイ ロ アザ ミ ウ マ と の種間関係

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウマFla nkliniella occidentalis 

(PERG ANDE) (以後， ミ カ ン ) は古 く か ら 北 ア メ リ カ に 分布
し て お り ， 1 970 年 ご ろ か ら 施設 の 野菜 ・ 花 き での被害が
顕在化 し た 。 そ の後， 1 980 年代 に ヨ ー ロ ッ パ に侵入 し施

設の野菜 ・ 花 き の重要害虫 と な り ， さ ら に 分布拡大 を 続

け， 我が国で も 1 990 年 に 発見 さ れ た 。 本種 と ミ ナ ミ キ イ
ロ ア ザ ミ ウ マ (以後， ミ ナ ミ ) は ， 近年被害が顕在化 し た ，
分布 を 急速 に 広 げて い る ， 寄主範囲が 広 い ， キ ュ ウ リ 等

の共通の作物の重要害虫 と な っ て い る ， 植物の若い組織

図-2 ミナ ミ キ イロア ザ ミ ウ マの世界 での 分布

・: 1 981 年以 前に発生確認 ・: 1 982 年 以後に発生確認
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の汁液 を 吸汁 し被害 を も た ら す等， 共通点が多 い。

ハ ワ イ ， カ リ フ ォル ニ ア で は ミ ナ ミ が侵入 し て か ら キ

ゥ ウ リ 等 を 両種が同時に加害 し て い る 。 両種の種間関係

を直接研究 し た 論文 は な い が， 両種が同時加害 し た キ ュ

ウ リ での被害解析が行われて い る 。 ミ ナ ミ は 葉 に ， ミ カ

ン は 花 に 多 く ， そ の結果， 傷果率 は ミ カ ン の 密度 に影響

さ れ る (ROSENHEIM， ]. A. et al. ， 1 990) 。 葉 で は ミ ナ ミ の 密

度が高 く (全体の 96%) ， 収量 に は 主 に ミ ナ ミ の 密度が影

響す る と い う 考 え で両種の 密度 を込 み に し た 被害解析で

河合 (1 986) の ミ ナ ミ 単独 と ほ ぽ同様の密度 と 被害の関係

が得 ら れて い る (WELTER， S. C. et al. ，  1 990) 。

お わ り に

ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ は我が国への侵入後， 野菜 の

重要害虫 と な っ た 。 発生当初か ら 防除 を 中心 と し た研究

が集 中 的 に行わ れ， 短期間 に 防除体系 を確立 し た こ と は

特筆 に値す る 。 し か し な が ら ， 防除体系 は薬剤 に頼 る 割

合が高 く ， 今後， 生物的防除の 利 用 が望 ま れ る 。 ま た ，

従来の研究 は 防除 に 直接関連す る も の に 集 中 し て お り ，

今後， 基礎的 な研究の進展が望 ま れ る 。

引 用 文 献

1 ) 広 瀬義射 ら ( 1990) : 植物防疫 44 : 133� 136. 
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141�143. 
4) 小山健二 ・松井正春 (1992) : 応動昆 36 : 52�54. 
5)永井一哉 ら ( 1988) : 応動昆 32 : 300�304. 
6)永井一哉 (1990 a)  : 応動昆 34 : 109� 114 .  
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1519�1525. 
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0平成5年度植物感染生理談話会の開催について

会 期 : 平 成 5 年 7 月 7 日 (水)1 3 時�9 日 (金)1 2 時 ま
で

会 場 : 〒300-43 つ く ば市筑波 753-1

筑波山ホテ ル青木屋 Tel. 0298-66-0311 (代)

主 題 : 分子植物病理学の 最近の進歩
講演者及び演題

I 病害抵抗性 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 植物

1 . 縞葉枯病抵抗性イ ネの作出 (農環研) 朱 頭峰氏
2 . イ ネ ・ キ チ ナ ーゼ遺伝子の 導入 に よ る 病害抵抗性

ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク タバ コ の作出

(生物研) 西沢洋子氏
3 . ダ イ ズ グ ル カ ナ ーゼ遺伝子導入 に よ る 病害抵抗

性 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク タバ コ の作出

(北大理) 吉川正明氏
4.遺伝子組換 え 植物の安全性評価

(農環研) 松田 泉氏
II 感染 生理の 多様性

5 . 植物感染 生理研究の展望 (岡山大農) 奥 八郎氏
6 . エ ン ド フ ァ イ ト の感染 生理 と そ の利用

(草地試) 古賀博則氏
7.植物 ウ イ ル ス の 混合感染 生理

( 四 国農試) 岩崎真人氏

8 . サツマ イ モ の 帯状組皮症の感染生理

(熱研沖縄) 字杉富雄氏
III 遺伝子解析 に よ る 診断 と 分類

9 . 植物 レ オ ウ イ ル ス の遺伝子解析 と 分析

(農研セ ) 大村敏博氏
1 0 .1 6S rRNA 解析 に よ る MLO の 分類

(東大農) 難波成 任氏
11 .1 6S rRNA 解析 に よ る Agrobacterium 属細 菌 の

分 類 (果樹試) 沢田宏之氏
1 2 . 横物病原細菌 の RFLP 解析 (生物研) 加来久敏氏
1 3  . A ltern aria 属菌の RFLP 解析

(名大農) 柘植尚志氏

特別講演
タバコ モザイ ク ウ イ ル ス の 分子生物学

(帝京大理工) 岡田吉美氏

申込 み : 出席希望 の 方 は ， 下記宛 ご連絡 く だ さ い。 申込

み用紙 を お送 り い た し ま す。 宿泊施設の 関係上，

先着 1 40 名 に 限 ら せ て い た だ き ま す の で， 予 め

ご了承 く だ さ い。
干305 つ く ば市観音台3- 1 - 1

農業環境技術研究所微 生物管理科
平成 5 年度植物感染 生理談話会事務局
八重樫博志氏

Tel. 0298-38-8295 直通
Fax. 0298-38-81 99 
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特集 - 微小害虫の生態 と 防除 ( 6 ) 

グ ラ ジ オ ラ ス アザ ミ ウ マの最近 に お け る 発生 と 防除
茨城県立農業大学校園芸部 中

は じ め に

茨城県稲敷郡阿見町の 元茨城県園芸試験場ガ ラ ス 室 に
栽培 さ れ て い た グ ラ ジ オ ラ ス に 寄生 し た ス リ ッ プ ス は
1985 年 6 月 ， 農水省蚕糸 ・ 昆虫農業技術研究所宮崎昌久
氏 に よ り ， グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウマ と 確認 さ れた。 同 じ
頃， 静岡県南伊豆で も 宮崎氏 に よ り 確認 さ れ， こ れが 日
本での初確認 と な っ た。 こ れ を 受 け て 1 986 年の全国的な
調査の結果， グ ラ ジ オ ラ ス 栽培地帯 に 広 く 分布 し ， 1 4 府
県 35 市町村で発生 し て い る こ と が明 ら か に さ れた 。 初確
認後 7 年 を 経過 し た が， 他の微小害虫同様当初 2�3 年 は
切花生産地帯 を中心 に問題が多 か っ た 。 し か し ， 近年 は
他の微小害虫 ほ ど問題 と は な っ て いないよ う で あ る 。 発
生がな く な っ た の で は な し 他の微小害虫 に比べ防除法
が確立 さ れ， 最 も 問題 と な る 薬剤抵抗性がみ ら れていな
いのが被害 を抑 え て い る 大 き な 要因 と 考 え ら れ る 。 元茨
城園試場内では 1986�87 年 に か け てガラ ス 室， �地 と も
ト ラ ベ ラ ー ， へ ク タ ー な ど の赤系統の 品種を中心 に 多発

生 し ， 防除試験 も 行わ れ た が， その後， 県内の切花栽培
地 帯 で も 被 害 は 少 な い よ う で あ る 。 全 国 的 に み て も
1987�89 年 に 多 く の 防除試験が試 み ら れて き た が， 近年
で は 他の ス リ ッ プス 類 ほ ど試験 は な く ， それだ け問題が
鎮静化 し て い る と いえ る 。

発 生 経 過

グ ラ ジ オ ラ ス の 栽培 は 球根栽培 と 切花栽培 に 分 け ら
れ， 栽培者 は 異 な る 場合が多い。 し た が っ て 同一圏場で
生産 さ れ る こ と は少 ない。 特 に 問題 と な る の は切花栽培
であ る が， 発生源 と な る の は む し ろ 球根栽培 と 思わ れ る 。
球糠に 付着 し て移動す る 場合が多い と 考 え ら れ る か ら で
あ る 。 自 家採種の場合 は球板生産時の発生 を み て 栽培期
間中の 防除， 収穫後の球根の薬液浸漬 に よ る 防除が判断
で き る 。 し か し 球根 を 購入 し て切花栽培 を行 う 場合 は 球
根生産地帯での発生及び防除の 有無 を 確認す る 必要があ
ろ う 。

球根栽培の場合 3�4 月 に 定植 し ， 9�10 月 に収穫す る
が， その初期発生 は 6�7 月 に み ら れ る こ と が多い。 こ れ

Occurrence and Control of Thriþs si間iþl回 (MORISON) in 
Recent Years. By Shiro NAKAGAKI 

内
垣

し
至 郎

は球根で越冬 し た 成虫 な ど が産卵 し ， 増殖す る 時期 に な
る た め で あ る 。 同 時 に 土壌中 に残さ れた 木子 な ど で越冬
し た成虫か ら 移動す る 可能性 も 十分考 え ら れ る 。 こ の他
ト ラ ッ プな ど に捕捉 さ れ る こ と か ら も 明 ら かの よ う に 飛

刻 に よ る 寄生 も あ ろ う 。 近辺 に 発生園場が あ る 場合 は む
し ろ 飛来 に よ る 寄生が 1 次的 と 考 え ら れ る 。 球根栽培で
はその 目 的か ら み て も 多 少の茎葉の被害 は問題 と し ない
場合が多いの で， 発生が あ っ て も 見逃がす こ と も 多い と
思わ れ る 。 特 に花の咲 く 前の 7 月 に は摘花す る の で， 葉
の被害が激 し く ない場合 は 防除 し ない こ と が多い。 秋，
掘 り 上げ ら れ た 球根 に 寄生 し て いた 虫 は乾燥中に 球根の
表皮下の球根の根際や間隙 に 入 っ て 越冬す る が， 休 眠 は
ないの で暖かい場所で は 冬期間中に 球根の 白い部分 か ら
吸汁 し ， 図 - 1 の よ う に 褐変 さ せ， 腐敗 さ せ る こ と も 少 な
く ない。 氷点下 に な る 野外 で の 越 冬 は で き な い と い う

SPEYER ( 195 1 ) の報告も あ る が， 表皮下の 球根上での越冬
は十分可能であ る と 考 え る 。 12 月 か ら 1 月 ま での 1 か月
間 20Cの冷蔵庫内に設置 し た 球根上で約 40 % の 成虫， 前
嫡， 幼虫の 生存が筆者の 試験 ( 1 987) で も 明 ら か に さ れ
ている 。

最 も 問題 と な る 切花栽培 で の 発 生 は 抑制栽培の 6�7
月 定植の栽培型 で あ ろ う 。 こ の作型の特徴 は 3�5 月 の 低
温貯蔵 (約 20C) の 後 に ハウ ス に 定植 さ れ 9�10 月 に 切花
と し て 出荷 さ れ る の で， 最 も 増殖の早い 7�8 月 に 被害が
急激 に進展す る 点で あ ろ う 。 前述の よ う に 低温貯蔵中の
生存 は 十分可能 な た め ， 6 月 の 発芽直 後 の 茎 葉 に 被害が
現れ る の が特徴で あ り ， 宮崎氏 の初確認の 報告も こ の作
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表 - 1 茎葉散布に よ る 防|徐効果 ( 1988 ・ 園試場内)

処 理 前 散 布 後 花 弁 の
i共試薬剤 散布倍率 補 正 密

3 日 7 日 1 4 日

散布30 日 後
度
数指 被害度

成虫数 幼虫数 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成 虫 幼虫

ト ク チ オ ン 乳 剤 1 . 000 1 0 . 0  72 . 0  1 0  2 . 0  1 0  4 . 0  1 0  5 . 0  7 . 2  6 . 9  2 . 5  

ア セ フ ェ ー ト 水和剤 1 . 000 6 . 0  52 . 0  。 。 1 0  。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 9  。
無 処 理 7 . 0  65 . 0  9 . 0  70 . 0  1 1 . 0  75 . 0  1 1 . 0  65 . 0  ( 100) ( 100) 23 . 7  

供試品種 . ニ ジ エ ー ル ， ド ナ ウ ， 散布月 日 : 6 月 27 日 ， 出管前

表 - 2 茎葉散布に よ る 防除効果 ( 1989 ・ 土浦市)

処理前 散布 3 日 後 散布 7 日 後 散布 14 日 後
(30 株当 た り ) (30 株 当 た り ) ( 30 株当 た り ) ( 5 株当 た り ) 花弁の

{共試薬剤 散布倍率
成虫 幼虫 成虫

ト ク チ オ ン 乳 剤 1 . 000 61 5 。 1 5  

ア セ フ ェ ー ト 水和剤 1 . 000 81 0 。 0 . 5  

書提 処 理 59 . 5  。 4 4 . 5  

{共試品種 : ヘ ク タ ー， 散布月 日 : 9 月 19 日

図 - 2 グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ に よ る 花 の 出 す く み症状

型か ら 採集 さ れた も の であ っ た。
露地栽培の場合 は 3�4 月 定植， 7�8 月 収穫の栽培型

と な る の で 6�7 月 の茎棄での被害 を 見逃す と 開花期 に
致命的な被害 を 被 る こ と に な り ， 図-2 の よ う に花の 出 す
く み症状 と な る こ と も 少 な く な い。 品種に よ る 被害の差
は特に認め ら れな い よ う で あ る が， 花色 に よ る 寄生差 は
歴然 と し て お り ， 赤色~ ピ ン ク 系での被害が大 き い と い
え る 。

防 除

本種の発生前か らアセフ ェ ー ト 剤 は ス リ ッ プス 類 を対
象 に 登録が あ り ， 利用 さ れて き た 。 グ ラ ジ オ ラ ス 栽培期
間中の 防除は他の 球根類 に 比べ て も 決 し て 少 な い ほ う で

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 被害度

。 。 。 1 0  3 . 0  1 7 . 5  

。 。 1 1 5  8 . 0  14 . 1  

1 5  1 1 . 5  。 9 . 0  153 . 5  29 . 3  

は な く ， 露地の切花栽培に も こ れ ま で も年間 5�6 回 は散
布 さ れ て き た 。 本 種 の 発 生 を 機 に 穫々 の 防 除 試 験 が
1986�87年 を中心 に 行 わ れた 。 そ の 結果 に つ い て は吉沢
ら (1987) に よ り 本誌 に 記載 さ れた 。 その後 も 試験が継
続 さ れて お り ， その一部 を 表 1， 2 に 示 し た 。 散布剤 と し
て プ ロ チ オ ホ ス 乳剤が追加登録 さ れ た 。

防除法 と し て は 茎葉散布， 球根浸漬が中心 と な る が，
千本木 ら (1988) は 球根 く ん蒸 に ついて検討 し て い る 。
諸外国 で は低温貯蔵， 青酸ガス く ん蒸， 温湯浸漬 な どが
行 わ れて い る 。 発生以来問題が大 き く な ら ない最大の 要
因 は本種の薬剤 に 対 す る 抵抗性が出 現 し ていないた め と
思わ れ る 。 し か し ， オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミ， ミナミキイ ロ

アザミ ウ マ ， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ な ど微小害虫の抵抗性が
表面化 し て き てい る 現状 を考 え る と ， 本種の 防除法 も 多
様化 さ せて お く 必要 が あ る 。

最在最 も 一般的 に 行 わ れ て い る 防除法 はア セフ ェ ー ト
乳剤 に よ る 球根浸漬であ り ， 恒常的 に発生 し て い る 地帯
で は か な り 徹底 し て き て い る 。 発芽後の発生 に つ い て は

アセフ ェ ー ト ， プ ロ チ オ ホ ス の 散 布 を 行 う 。 ま た 蝋化期
に 土中 に 入 る 性質 を利用 し て 土壌施薬剤 を 植 え 付 け た 時
に施用 し て お く と 初期 の 発生 が長期 に 渡 っ て 抑 え ら れ
る 。 球根浸演 に よ る 防除 に ついて は 水温， 浸漬時間 の問
題は あ る が， 30 分程度 は 浸潰す る 方が よ く ， その場合 は
温湯 を用 い な い で も よ い と 思わ れ る 。 浸漬時期 に つ い て
は 掘 り 上 げ直後 の 秋 か 植 え 付 け 前 の 春 先が考 え ら れ る
が， 長塚 (私信) に よ れ ば掘 り 上げ直後の 方が効果が高
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い と の こ と であ る 。 球根で越冬す る 状況 を み て も ， 掘 り
上 げ後虫が球根の根付近や表皮下の 間隙深 く 移動 し て い

く 前 に 処理す る ほ う が よ り 有効 と 考 え ら れ る 。

お わ り に

グ ラ ジ オ ラ ス の害虫 は ， 本種の 他 に 花 を 中心 に寄生す

る ヒ ラ ズハ ナ アザ ミ ウ マ ， ハ ダニ 類， ア ブ ラ ム シ類， ア

キ ノ メ イ ガ， ヨ ト ウ ム シ 類 な ど他の球根類 に 比べ種類 も

多 い。 し た が っ て薬剤の散布 回 数 も 多 い時 は 1 作で 10 回

を超す こ と があ る 。 最 も 重要 な病害 は ウ イ ル ス 病の発生

であ り ， こ れ を媒介す る ア ブ ラ ム シ の 防除 は避 け ら れな

い。 こ の上本種 を対象 に 散布団数がふ え る こ と は好 ま し

く な い。 ま た出菅期以降 の 散布 は効果， 汚れの面 で適切

で は な い の で定植前の 土壌施用 ， 発芽後の茎葉散布 に 重
点 を お き ， 本種 を 含 め た 同時防除 に よ り 極力散布団数の

逓減 に 努め た い。 特 に 抑制栽培 で は 発芽後の 増殖が早 い

時期 に 当 た る の で， 薬量 の 少 な く て す む 6�7 月 の 防除が

最重点 と な る 。

引 用 文 献
o SPEYER， E. R. (1950 : Proc. R. ent. Soc. Lond (B)  

20 ・ 53�62.
2) 吉沢 治 ら (1987) : 植物防疫 41 ( 8 ) : 1�5. 
3) 千本木市夫 (1988) : 関東東山病虫研報 35 : 198�200. 

新 し く 登録 さ れ た 農 薬 (5 . 1 . 1.......5 . 1 . 31 ) 

掲載 は ， 種類名， 有効成分及 び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造業者又 は輸入業者名 ) ， 対象作物 :
対象病害虫 : 使用 時期及 び回 数 な ど の順。 ( … 日 … 回 は ， 収穫何 日 前何回以 内散布の 略) 0 (登録番号 18260�18276 ま
での 17 件， 有効登録件数 は 6006 件)

『殺虫剤』
エ ト フ ェ ン プ ロ ック ス ・ MEP 粉弗l
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 0 . 50%， MEP 2 . 0% 
ス ミ チ オ ン ト レ ボ ン粉剤 DL (5 . l . 22)  
18264 (八洲化学) ， 18265 (北海三共)
稲 : ニ カ メ イ チ ュ ウ ・ コ プノ メ イ ガ ・ ツマ グ ロ ヨ コ ノf イ ・

ウ ン カ 類 ・ カ メ ム シ類 ・ ア ザ ミ ウ マ 類 ・ イ ネ ヒ メ ハ モ
グ リ パエ ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ ・ イ ネ ッ ト ム シ : 14 日 3
回

エ ト フ ェ ン プ ロ ック ス ・ MEP 事L剤
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10 . 0%， MEP 40 . 0% 
ス ミ チ オ ン ト レ ボ ン乳剤 (5 . 1 . 22)
18266 (八洲化学) ， 18267 (北海三共)
稲 : ニ カ メ イ チ ュ ウ ・ ツマ グ ロ ヨ コ バイ ・ ウ ン カ 類 ・ カ

メ ム シ類 : 21 日 3 回
ピリダフ ェ ン チオ ン ・ フ エ ニ ソ ブ ロ モ レー ト 事L剤
ピ リ ダ フ ェ ン チ オ ン 20 . 0%， フ ェ ニ ソ プロ モ レ ー ト

20 . 0% 
カ ルバデ ィ ー乳剤 (5 . l . 22)
18268 ( ト モ ノ 農薬)
み か ん : ミ カ ンハ ダニ : 30 日 2 回
エ ト フ ェ ン プ ロ ック ス 乳剤
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10 . 0%
ト レ ボ ン EW

18270 (塩野義製薬)
稲 : ウ ン カ 類 ・ ツマ グ ロ ヨ コ バイ ・ イ ナ ゴ類 ・ イ ネ ド ロ

オ イ ム シ ・ カ メ ム シ類 ・ イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ : 21 日 3 回，
な す ・ き ゅ う り : ア ブ ラ ム シ類 : 前 日 3 回， ばれい し
ょ : ア ブ ラ ム シ類 : 14 日 3 回， キ ャ ベツ : ア ブ ラ ム シ
類・ ヨ ト ウ ム シ : 3 日 3 回， だ い ず : ハ ス モ ン ヨ ト ウ :
14 日 2 回， え だ ま め : ハ ス モ ン ヨ ト ゥ : 21 日 2 回， さ
や え ん ど う : シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ : 前日 2 回， 宿根か

す み そ う : シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ : 6 回

『殺菌剤』
チオ フ ァ ネー ト メ チル ・ パリダマイ シ ン水和剤
チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 45 . 0% ， パ リ ダマ イ シ ン 5 . 0%
ワ ン オ ン水和剤 (5 . l . 22 )
18260 (北興産業)
芝 (ベ ン ト グ ラ ス ) : ヘル ミ ン ト ス ポ リ ウ ム 葉枯病 ・ プラ

ウ ン パ ッ チ : 発 病 初 期 : 6 回 以 内 : 1 m2 当 り 1 l 散
布， 芝 (パ ー ミ ュ ー ダ グ ラ ス ) : へル ミ ン ト ス ポ リ ウ ム
葉枯病 : 発病初期 : 6 回以 内 : 1 m2 当 り 1 l 散布

硫黄 ・ イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩水和淘l
硫黄 40 . 0%， イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5 . 0%
マ ン ト ジ ン フ ロ アプル (5 . l . 22 )
18261 (大 日 本 イ ン キ )
り ん ご : 腐 ら ん病 : 休眠期 : 1 回， な し : 黒斑病 ・ 黒星

病 : 休眠期 : 2 回以 内 ， も も : 縮葉病 : 休眠期 : 1 回
チウ ラ ム ・ ペ フ ラ ゾエー ト 水和剤
チ ウ ラ ム 30 . 0%， ぺ フ ラ ゾエ ー ト 20 . 0%
へル シ ー ド T 水和剤 (5 . 1 . 22 )
18272 (北興化学) ， 18273 (宇部興産)
稲 : ばか苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・ い も ち 病 : 20 倍 : 浸種前 :

1 回 : 10 分間種子浸漬， 稲 : ばか苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・
い も ち 病 : 200 倍 : 浸種前 : 1 回 : 24 時間種子浸潰，
稲 : ばか苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・ い も ち 病 : 乾燥種籾重量
の 0 . 5% : 浸種前 : 1 回 : 種子粉衣 (湿粉衣) ， 稲 : ば
か苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・ い も ち 病 : 7 . 5 倍 (使用 量 は乾燥
種籾 1 kg 当 り 希釈液 30 ml)  : 浸種 前 : 1 回 : 種子 吹
き 付 け処理 (種子消毒機使用 )

チウ ラ ム ・ ペ フ ラ ゾヱー ト 水和剤
チ ウ ラ ム 26 . 0%， ペ フ ラ ゾエ ー ト 16 . 0%

(56 ペ ー ジ に 続 く )
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特集 : 微小害虫の生態と 防除 ( 7 )

タ バ コ コナジ ラ ミの最近における発生と防除
まつ

農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 松 井
ま さ
正 春

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の発生経過

我が固 に お け る タバコ コ ナ ジ ラ ミ の発生 は ， 従来か ら

サツマ イ モ ， ダ イ ズな ど の露地畑で普通 に 見 ら れ， 時 に
多発 し て す す病 を 発生 さ せ た (宮武， 1 980) 。 ま た ， 1 970 

年代 の 一時期 に は ， 本種が媒介す る ト マ ト 黄化萎縮病が
関西 地 方 を 中心 に 流行 し た (尾崎 ら ， 1 976) 。

しか し ， 1 989 年 ご ろ タバコ コ ナ ジ ラ ミ が施設栽培の ポ

イ ン セ チ ア な ど で全国各 地 に発生 し 始 め (農水省調査 :

22 県約 1 4 ha) ， 翌年 に は 施設栽培 の 果 菜類等で も 多 発

し ， こ れ に 伴い東海 地 方 の抑制栽培 ト マ ト を 中心 に 着色
異常果が多発 し た 。 ま た ， 施設栽培 地帯の露地 エ タ。マ メ

が広い と 考 え ら れ る 。 両系統の タバコ コ ナ ジ ラ ミ を 各種
作物 に寄生 さ せ て 発育幼虫数 を比較す る と ， サツマ イ モ ，

イ ン ゲ ン マ メ で は 在来系統 の ほ う が多 く ， 反対 に ， プロ

ツ コ リ ー， ワ タ， レ タス ， メ ロ ン で は 新系統の ほ う が多

い こ と が報告 さ れて い る (COHEN et aI . ，  1 992) 。 ま た ， ス

イ カ ズラ 由来の在来系統 は ， ト マ ト ， カ ボ チ ャ での繁殖
が悪 く ， 逆 に ポ イ ン セ チ ア 由来の 新系統 は ， ト マ ト ， カ
ボ チ ャ な どでの増殖率が高 く ， ス イ カ ズ ラ での 繁殖が悪

か っ た (大泰司 ら ， 1 992) 。 こ の よ う に ， 新系統 は在来系

統 と 比較 し て ， 寄主範囲が広 い だ け で な く ， 多 く の寄主

植物で繁殖が良好で、 あ り ， こ れ ら の こ と が各種野菜 な ど

で新系統が多発す る 要因 の ー っ と な っ て い る と 推察 さ れ

な ど に 由 化症 に よ る 被害が生 じ た 。 タバ コ コ ナ ジ ラ ミ は ， る 。

そ の 後 も 花 き や 野菜 の 苗 な ど を 通 じ て 急速 に 分布拡大
し， 1 992 年 ま で に 数県 を除 き ， ほ ぽ全国 的 に 広が っ た 。

媒介 ウ イ ル ス 病

一方， 米国の フ ロ リ ダ州 に お い て も ， 1 986 年 ご ろ か ら タバ コ コ ナ ジ ラ ミ は熱稽， 亜熱帯 を 中心 に 多 数のウイ
施設栽培ポ イ ン セ チ ア で タバコ コ ナ ジ ラ ミ が多発 し ， そ ノレ ス 病 を媒介 し ， マ メ 類， キ ャ ッ サパ， ト マ ト な ど多 く

の後カ ボ チ ャ の 白 化症 (silverleaf) や ト マ ト 果実の着色 の作物 に 被害 を与 え て い る 。 COHEN et aI. (1 992) は ， タ

異常症 (i打egular ripening) が発生 し た 。 こ れ は ， 従来 ノ T コ コ ナ ジ ラ ミ の Iettuce infectious yeIIows virus の媒

か ら 発生 し て い た 系統 (以下， 在来系統 と 略) と は異 な 介能力 を比較 し た と こ ろ ， 在来系 統 は 媒介 す る が， 新系

る 新 し い 系統 (以下， 新系統 と 略) に よ る も の と 報告 さ

れた (BHARATHAN et aI. ，  1 990) 。

し た が っ て ， 最近我が国で多発 し 始 め た タバコ コ ナ ジ
ラ ミ も ， 吸汁 に よ り 異常症 を起 こ す こ と な ど の 点 で， 従

来か ら 生息 し て い た タバコ コ ナ ジ ラ ミ と は性質が異 な り
(表一1 ) ， 新系統の も の と 推測 さ れ る 。

寄 主 範 囲

タ バコ コ ナ ジ ラ ミ 在来系統の寄主植物 と し て ， MOUND 

and HALSE Y (1 978) は ， 63 科 306 種 と 多 く の 種 を 記載 し
た 。 我が国 で は ， 宮武 (1 980) は 13 科 23 種 を ， こ の う
ち 栽培植物 と し て は， ナ ス ， タバコ ， サツマ イ モ ， ワ タ，
ダイ ズ， キ ャ ベツ， ハイ ビ ス カ ス を 記載 し た 。 新系統 に
つ い て は ， 上記 に 記載 さ れて い な い ゴ ボ ウ ， フ キ ， セ ル
リ ー， ミ ツノ f， パ セ リ ， ホ ウ レ ン ソ ウ ， イ チ ゴ な ど多 く

の 未記載種で も 発生 し て お り ， 在来系統 よ り も 寄主範囲

Recent Infestation and Its Cimtrol of the Sweetpotato 
Whitefly. Bemゐ匂 tabaci GENNADIUS. in Japan. By Masaharu 
MATSUI 

表 - 1 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 新系統及 び在来系統の

生理生態的特性の差異

①在来系統 は露地畑で発生 し た が， 新系統は露地の み な ら ず，

施設内 で も 多発す る 。

②新系 統 は 在来系統 よ り も 寄 主 範 囲 が 広 い ( BRO\\"N et al . .  
1991) 。

③新系統は薬剤感受性が低 い。
④新系統 は 吸汁 に よ り 異常症 を起 こ し や す い (COHEN et  al . .  

1992) 。
⑤新系統の 甘鎗排池量 は， 在来系統 よ り も 多 い (FLlNT. 私信) 。
⑤新系統 と 在来系統 は ， 幼虫の発育速度が異な る (COHEN et al . .  

1992) 。
⑦新系統の増殖率 は 多 く の作物で在来系統 よ り も 高 い (COHEN

et a l. . 1992) 。
⑧電気泳動 に よ る ア イ ソ ザ イ ム 分析で両系統 に 差が認め ら れ る

(LIU et al. .  1992) 。
⑨両系統は ウ イ ル ス 媒介能力 に差があ る (DUFFUS et al.. 1991 ; 

COHEN et al . . 1992) 。
⑬ス イ カ ズ ラ 由来の在来系統 は 新系統 と 交雑 し な い (大泰司 ら ，

1992) 。
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統 は媒介 し な い と い う 注 目 す べ き 報告 を し て い る 。 今後，

タ バコ コ ナ ジ ラ ミ 新系統の ト マ ト 黄化萎縮病 ウ イ ル ス な

どの媒介能力 に つ い て も 検討 し て い く 必要が あ ろ う 。

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の吸汁 に よ る 異常症

タ バコ コ ナ ジ ラ ミ の 吸汁 に よ り 生ず る カ ボ チ ャ 白化症

は ， 我が国で は 1 989 年 に沖縄で初 め て 確認 さ れた (外間

ら ， 1 990) 。 カ ボ チ ャ の 葉 に 少数の幼虫が寄生す る と ， 新

展開葉や茎が白化す る 。白化症状 を呈す る カ ボ チ ャ で も ，

葉 に寄生 し た 幼虫 を除去す る と ， そ の後の新展開葉 は健
全に な る 。 こ の点 で， 一般の植物 ウ イ ル ス 病の発症状況
と は 異 な る 。 白化症の発症機構 に つ い て は ， 分子 レ ベ ル
で研究が進め ら れて い る 。 ウ イ ル ス 粒子 は 見出 さ れて い

な い が， 白化葉 な ど に 2 重鎖 RNA や RNA 依存 RNA

ポ リ メ ラ ーゼが存在 し て い る こ と か ら ウ イ ル ス 様因子が

関与 し て い る と 考 え ら れ て い る (BHARATHAN et al.， 
1 992) 。

SCHUSTER et al. (1 990) は ， ト マ ト 果実の 着色異常症 を
タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 放飼試験 に よ り 再現 し た 。 着色異常
症が現れ始 め る 幼虫密度 は ， 1 00�300 頭/ 葉 (1 齢�4 齢
幼虫 (踊 を 含む， 以下同 じ ) ) (西東 ら ， 1991 ) ，  130 頭/ 葉
(4 齢幼虫) ( 中島 ら ， 1 991 ) ，  80 頭/ 葉 (3 齢�4 齢幼虫)
(松井， 1 992) で あ る が， ト マ ト の株の 大 き さ ， 果実の発
育段階， 品種な ど に よ り 変動す る も の と 考 え ら れ る 。 着

色異常果 は ， 幼虫が果房の上位葉 よ り も 下位葉 に寄生 し
た ほ う が発生 し や す い (松井， 1 992) 。 ま た ， 成虫が ト マ
ト の 未熟果 を 吸汁 し た 場合 に ， 果実が成熟す る と そ の部

分が小白斑点 と し て 残 る (西東 ら ， 1 991 ) 。
そ の ほ か に も ， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 吸汁 に よ り ， エ ダ

マ メ 及びイ ン ゲ ン の 爽， ミ ツノ '{， セ ル リ ー ， ハ ク サ イ ，
ダイ コ ン ， チ ン ゲ ン サ イ ， カ ラ シ ナ ， ト ウ ガ ン ， ヘ チ マ ，

フ キ ， ゴ ボ ウ ， レ タ ス な ど に茎葉の退緑や白化症状が現

れ る (西東， 1 992: 外間 ら ， 1 992) 。 幼虫の 付着 し た 箇所
が退緑す る ， い わ ゆ る chlorotic spot は供試 し た 24 種 の
野菜苗の す べ て の 葉 に 生 じ た (外間 ら ， 1 992) 。

天 敵 類

天敵昆虫 と し て Encars勿 属， Erefmocerus 属 な ど の 寄

生蜂や ， テ ン ト ウ ム シ 類， ク サ カ ゲ ロ ウ 類， カ プリ ダニ

類 な ど の捕食性天敵が多 数存在す る . 現在， 生物農薬 と

し て ， 昆虫寄生菌 Verticillium lecanii や寄生蜂 Encar­
sia formosa が試験 さ れて い る 。 E formosa は タ ノ f コ コ

ナ ジ ラ ミ と オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミ が共存す る 場合 に は ， 後

者 に 対す る 選好性が よ り 強 い傾向が見 ら れ る (BENUZZI et 
al. ，  1 990 ; 松井， 1 991 ) 。 し か し ， 複数回の E fonηosa の
放飼で ポ イ ン セ チ ア (PARRELLA et al.， 1 991 ) や ト マ ト (松

井， 1992) の タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 密度 を 1/ 1 0 以下 に 低下 さ

せ る こ と がで き る 。

有効薬剤 と 総合防除

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ に対す る 登録薬剤の種類 は き わ め て
限 ら れて お り ， 現在， エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤及 び ピ
リ ダベ ン フ ロ アプルが ト マ ト ， ポ イ ン セ チ ア で， ププ ロ
ブ ェ ジ ン水和剤， キ ノ キ サ リ ン 系 水和剤が ポ イ ン セ チ ア

で登録 さ れて い る 。

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 総合防除 に 当 た っ て は ， 薬剤防除

と 調和 さ せ な が ら ， 物理的防除法 (防虫網や 近紫外線除
去 フ ィ ル ム 被覆 に よ る 成虫 の 侵入 防止， 定植前の施設内
の 清浄化 と 密閉処理 に よ る 初期密度 の低減な ど ) ， 耕種的
防除法 (施設内外の雑草除去， 他植物 を 育首施設 に 持 ち

込 ま な い な ど) ， 生物的防除法 (E formosa， V lecanii 
な ど の天敵利 用 ) な ど を 組み合わ せ て ， 防除回数の 軽減
と ロ ー テ ー シ ョ ン散布 に 努 め な が ら ， 安全か つ 安定的 な

作物生産 を 行 っ て い く 必要 が あ る 。

本 会 発 行 図 書

農 薬 適 用 一 覧 表 ( 平 成 4 農 薬 年 度 )
農林水産 省 農 薬検査所 監修

定価 2 ， 800 円 (本体 2 ， 719 円 ) 送料 380 円

A 5 判 462 ペ ー ジ

平成 4 年 9 )j 30 日 現在. 当 該病害 虫 ( 除 草 剤 は 主 要 作物) に 適 用 の あ る 登録 農 薬 を す べ て 網羅 し た 一 覧 表 で. 殺 商 剤.

殺 虫 剤 ， 除 草 剤 ， 植物成 長 調整 剤 に 分 け ， 各作物 ご と に 適 用 の あ る 農 薬 名 と そ の 使 用 時期， 使 用 回 数 を 分 か り や す く 一

覧表 と し て ま と め， 付録 と し て ， 毒性 及 ぴ 魚 毒性 ー 覧 表 及 ぴ 農 薬 一 般 名 ( 商品 名 ) 一覧表. 農 薬商 品 名 ・ 一 般 名 対比表

を 付 し た 。 農 薬取扱業者 の 方 は も ち ろ ん の こ と 病 害 虫 |坊 除 に 関係 す る 方 の 必携 書 と し て 好評 で す 。
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は じ め に

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ は ， 1974 年 に我が国で初 め て 確認
さ れて 以来， 急速 に 分布拡大 し ， 施設栽培果菜類の代表
的 な害虫 の ーっ と な っ た 。 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の初確認
後， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， さ ら に 最近 に な っ て 近縁

の タ ノ f コ コ ナ ジ ラ ミ ， マ メ ハ モ グ リ ノ Tエ ， ミ カ ン キ イ ロ

ア ザ ミ ウ マ と 続々 と 施設栽培の重要害虫が確認 さ れた た

め ， 少 し影が薄 く な っ た よ う で， 我が国 で は 現在あ ま り

重要視 さ れて い な い 。 ま た ， 1985 年前後か ら 本種 に 特効
を示す， IGR 剤 プ プ ロ フ ェ ジ ン及 び合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤
が利用 で き る よ う に な っ た こ と も ， 本種が重要害虫 と 見
な さ れ な く な っ た 一因で あ ろ う 。 一方， 最近特 に施設園
芸害虫 を対象 と す る 天敵利用 の研究が盛 ん で あ り ， ま た
そ の実用化の気運 も 高 ま り つ つ あ る 。 そ れぞれの作物 に

対 し て ， 天敵利用 を 含む害虫防除の体系化 を 考 え る 場合，
本種の 防除 を 抜 き に は成 り 立た な い。 そ こ で本種の近年

の発生状況 と 天敵利用 を 含 む害虫防除の体系化 と い う 観
点か ら ， そ れ に役立つ防除法 に つ い て述べて み た い。

I 最近の発生状況

表ー1 は ， 1983 年か ら 1991 年 ま で各年の 5 月 に 農林水

産省植物防疫課 に 報告 さ れた ， 全国 15 県 に お け る 施設内

の本種の発生状況調査結果 を 示 し て い る 。

こ れ に よ る と ， 中 国 ・ 四 園地方 を 除 く 地域で， 1984 年
か ら 1987 年 に か け て ， 本種の発生が明 ら か に 少 な く な っ
て お り ， ち ょ う ど ププ ロ フ ェ ジ ン や合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤
が登録 さ れた 時期 と 重 な っ て い る 。 ま た ， こ の こ ろ ミ ナ
ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除の た め施設内の環境整備がか
な り 徹底 さ れ る よ う に な り ， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ も 同時

に 防除 さ れ る よ う に な っ た も の と 考 え ら れ る 。
と こ ろ が 1988 年以後 は ， 本種の発生 は平年並 に 回復 し

て い る よ う に 見 受 け ら れ る 。 特 に薬剤抵抗性が出 た と い
う 話 も な い の で こ れが何 を 意味す る の か不明で あ る が，
こ の こ ろ か ら 発生 し 始め た タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ と 混同 さ れ
た 可能性 も 考 え ら れ る 。

本種の発生が報告 さ れて い る 施設栽培作物 は ， ほ と ん

Recent Occurrence and Control of the Greenhouse Whitefty 
By Eizi YANO 

ど ト マ ト と キ ュ ウ リ であ る が イ チ ゴ， ナ ス で も 一部 の 県

で発生が確認 さ れて い る 。 発生面積 は ， 施設栽培の 面積

が反映 さ れ る こ と も あ り ， 関東の茨城， 群馬， 神奈川及

び熊本の各県が多 い 。

E 薬 剤 防 除

本種の 防除薬剤 の 大部分 は ， 有機 リ ン剤及 び合成 ピ レ

ス ロ イ ド 剤で天敵利用 と の 両立が困難であ る 。 一方， IGR

剤 ブプ ロ フ ェ ジ ン は遅効性で は あ る が， 60 日 に 及ぶ長期

の 防除効果 を 示す。 ま た 幼虫 の脱皮阻害 を 起 こ す だ け で

な く ， 成虫 の産卵数の減少， 産卵 さ れ た 卵 の ふ化率の低
下 を も た ら す (YASUI et  al . ，  1985， 1987， 1991 ) . フ。プ ロ フ

ェ ジ ン は 天敵 に 影響 の 少 な い 薬剤 と し て も 知 ら れ て お
り ， オ ラ ン ダ に お い て は ， 天敵 を利用 し た ト マ ト 害虫 の

防除体系 に組み込 ま れ る こ と が検討 さ れて い る 。 ま た ，

オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ と の 同 時利用 も 可能 で あ る 。 オ ラ ン

ダでは， 我が国 で は ま だ ト マ ト に 登録の な い IGR 剤が ト
マ ト 害 虫 の 防 除 体 系 に 組 み 込 ま れ て い る (RAMAKERS，

1991a) 。 我が国 に お い て も IGR 剤の ほ か JH 剤 も 含 め ，

天敵 に対す る 影響 を評価す る 必要 が あ ろ う 。 キ ノ キ サ リ

表 ー 1 1983�1991 年の 各年 5 月 に お け る 施設 内 オ ン シ ツ コ ナ ジ

ラ ミ 発生状況 (病害虫発生予報第 2 号の た め の調査報告 よ

り 抜枠， 農林水産省植物防疫課)

都道府県 1983 ， 84 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 

茨城 口 ロ~ム 口~企 口 口 口 口 口

崎玉 ム ム~企 ... 企 ム ム ム 口 口

神奈川 口 口 企 • 口 口 口

静岡 口 ム A 企 企 口 口 口 口

福井 A ム 口 & • O 口 ム

愛知 口 企 企 ム ム 口 口 ロ
兵庫 口 ... 企 O O 口 口 企

和歌山 口 口 • 企 企 口 口 口

島根 O 口 口 口 口 口 O 口 ム

岡 山 O 口 口 ム ... 口 口 口

香川 口 ロ ム ム ム ム 口 口

高知 ム ム ム O 口 O O ム

福 岡 企 企 企 企 口 口 口

熊本 O 企 巴 ロ 口 O 口 口

鹿児島 • 企 ... 口�O 企 ム 口 口
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ン 系水和剤 も カ ナ ダ に お け る 試験でオ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ
に 影響が少 な い 薬剤 と し て 併用 が可能 と さ れ て い る が

(11cCLANAHAN， 1970) ， な ぜか オ ラ ン ダ に お け る 防除体系

に は組み込 ま れて い な い 。 我が国 で は ， キ ノ キ サ リ ン 系

水和剤 は薬害が問題 と さ れて い る 。

皿 天 敵 利 用

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 防除 に 実 用 化 さ れ て い る 天敵

は ， 寄生蜂 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ と 寄生 菌 Verticillium
lecanii で あ る 。 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ の利用 は ， 商 ヨ ー ロ

ツ パで は さ ら に 普及 し て お り ， 1990 年の施用面積 は 3200

ha で 1985 年の 3 倍近 く に ま で増加 し て い る (RAMAKERS，

1991b) 。 そ の 利 用 法 は オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 発生確認
後， 寄生蜂 の 導入 を 数回 に わ た っ て 行 う ， dribble 法 (矢

野， 1980) で あ り ， 安定 し た 防除効果が得 ら れて い る 。
し か し dribble 法 で は ， 寄生蜂 の 導 入 の 時期 を 決 め る 方
法が示 さ れて い な し 当。 高温多湿な我が 国 で は ， オ ン シ ツ
コ ナ ジ ラ ミ の 増殖が西 ヨ ー ロ ツ ノ f よ り 速や か で あ り ， 寄

生蜂の導入の タ イ ミ ン グが防除の成否 に か か わ る も の と

思わ れ る 。 事実， 我が国で行わ れた オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ

に よ る 防除試験 に お い て ， 寄生蜂 の 導入時 に 自 然発生の
オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ が株当 た り 10 頭程度 の場合， 防除は

成功 し て い な い (林， 1992 ; 岩泉， 1988) 。 や は り 寄生蜂
導入時 に は ， 事前の コ ナ ジ ラ ミ の 発生調査が必要で， 少
な く と も コ ナ ジ ラ ミ の 密度が株当 た り 5 頭程度以下でな

け れ ば成功 は期待で き な い。

Verticillium lecanii は ， 1980 年代前半 に 一度 イ ギ リ ス

で実用化 さ れた が， そ の後生産 中止 と な っ た 。 ヨ ー ロ ツ
パ各 国 で の 防除試験 の 成績 が そ れ程 よ く な か っ た こ と

じ こ の菌の効果 を 発揮 さ せ る た め の 高 い湿度条件が農
家サ イ ド で受 け 入れ ら れな か っ た た め で あ る 。 し か し ，
最近 に な っ て 製剤方法の工夫でやや低い湿度 で も 利用 で
き る よ う に な り ， 良 好 な 試 験 成 績 が 得 ら れ て い る

(RAVENSBERG et al. ，  1990) 。 我が国 で も 土着の 系統を利用

し て ， ビ ニ ルハ ウ ス 内 の ポ ッ ト 試験で コ ナ ジ ラ ミ の増殖

抑制 に 成功 し た (増田 ・ 前田 ， 1989) 。

IV 物理的 防除法及 び耕種的 防除法

物理的防除法 と し て は ， 近紫外線除去 フ ィ ル ム ， 黄色
粘着 ト ラ ッ プの利用 が あ る 。 黄色粘着 ト ラ ッ プ は 多 く の
国 で発生調査や直接防除 に 向 け て 試験が行わ れて い る が
(例 え ば GILLESPIE and QUI RING， 1987) ， そ れ程実用化 し て
い な い よ う に 思わ れ る 。 お そ ら く コ ス ト がか さ む た め で

あ ろ う 。 し か し ， 成虫 の発生の直接調査 は労力 がかか る
の で， 黄色粘着 ト ラ ッ プの利用 は オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ の

導入 (YANO， 1987) や薬剤散布時期 の 決定 に は有望 な 方
法であ る 。 ま た 天敵利用 や薬剤散布 と の併用 に 全 く 問題

が な い の も こ の 方法 の 長所 で あ る 。

近紫外線除去 フ ィ ル ム の利 用 は オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ だ

け でな く ア ブ ラ ム シ類， ア ザ ミ ウ マ 類 に 対 し侵入防止効
果が あ る と さ れ， 一時 ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除 に
か な り 有望視 さ れた 。 こ の 方法 を 天敵 を利 用 し た 総合防
除の体系 に組み込 む に は ， 天敵へ の影響 を 評価す る 必要

が あ る 。
耕種的妨除法 と し て は ， 施設内 外の 除草， 窓， 入 口 の

遮へ い な ど比較的容易 に 実行で き る 方法か ら ， お と り 植

物の利用， 輪作 な ど作付体系 に 関連す る も の ま でい ろ い
ろ あ る (矢野， 1990) 。 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ だ け で な く あ

ら ゆ る 施設害虫 の 発生抑制 に つ な が る 基幹 的 方 法 で あ
り ， 他の 防除手段 と の併用 も 容易 であ る 。 そ れか ら 外国

で研究が活発 な耐虫性品種の利用 に も ， も う 少 し 目 を 向
け て も よ い の で は な い か と 思 わ れ る 。

V 防除手法の体系化

防除手法の体系 化 は ， 作物別 に 行わ れ な け れ ば な ら な
い。 例 と し て ， 表-2 に イ ギ リ ス に お け る 1991 年現在の ト

マ ト の 害虫防除体系 を 示 し た (DAY， 1991 ) 。 主要害虫 は オ
ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ と ナ ス ハ モ グ リ パエ で あ り ， 他の マ イ
ナ ー な害虫 も 含 め 天敵， ま た は天敵 に 影響 の 少 な い 選択
性殺虫剤の組み合わせ と な っ て い る 。 オ ラ ン ダで は こ れ

以外 に マ メ ハ モ グ リ パエ が加わ る が， ナ ス ハ モ グ リ パエ

と 同様の や り 方で防除可能 で あ る 。 そ れ に 加 え ， ヨ ー ロ

ツ パで は ト マ ト の 受粉 に マ ルハ ナ パ チ が利 用 さ れて い る

表 - 2 イ ギ リ ス に お け る ト マ ト の筈虫防除体系

害 虫

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

ナ ミ ハ ダニ

天 敵 殺虫剤

オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ | ニ コ チ ン剤
チ | 殺虫性石 ケ ン水
チ リ カ プ リ ダニ | 酸化 フ ェ ン プ タ

ス ズ剤，
テ ト ラ ジ ホ ン

モ モ ア カ ア プ ラ ム シ | 食蛾 タ マ パ エ | ピ リ ミ カ ー ブ
チ ュ ー リ ッ プ ヒ ゲ ナ ガ I Aρhidoletes I heptenophos 

ア ブ ラ ム シ aphidimyza 

ナ ス ハ モ グ リ パエ | 寄生賂 I heptenophos 

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ

Dacnusa sibirica 

Ðig，砂h附 lsaea

捕食性 ダニ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ I Amblyseius 

cucumens 

ヤ ガ類 BT 剤

Thripstick 

Thripstick 

ジ ブ ル ペ ン ズ ロ ン
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こ と が， こ の体系 の 実用 化 に 有利 な条件 と な っ て い る 。
現在問題 に な っ て い る の は ， ト マ ト に も 発生 し 始め た タ
バ コ コ ナ ジ ラ ミ に オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ の有効性が い ま 一
つ な の と ， ア ザ ミ ウ マ が発生 し た 場合 に 利用 で き る 選択
性殺虫剤がな い こ と で あ る 。 後者 に対 し て は ヒ メ ハ ナ カ
メ ム シ の利用 が有望視 さ れて い る 。

我が国で も ， 天敵 を利用 し た 防除体系 の実用 化が最 も
期待で き る 作物 の 一つ は ト マ ト であ ろ う が， や は り タ バ
コ コ ナ ジ ラ ミ と マ メ ハ モ グ リ パエ の 防除が問題 と な る 。
前者 に つ い て は オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ と ププ ロ フ ェ ジ ン の
併用 ， 後者 に つ い て は寄生蜂の実用化が期待 さ れ る 。 日
本 に お い て も ， マ ルハ ナ パ チ に よ る 授粉 は ト マ ト の果実
の 高品質化 を も た ら し 好評 を 得て い る こ と か ら ， 是非 と
も 天敵利用 に よ る 防除の体系化 を 成功 さ せ た い も の で あ
る 。
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0各種学会大会開催のお知 ら せ

食 日 本農薬学会第 18 回大会

期 日 : 平成 5 年 3 月 27 日 (土) �29 日 ( 月 )

日 程 : 3 月 27 日 (土) : 総会， 授賞式， 受賞者講演， 特

別講演， 懇親会
28 日 : 一般講演
29 日 : 一般講演， コ ロ キ ウ ム

会 場 : 総会， 授賞式， 受賞者講演， 特別講演 : 東京農
工大学農学部講堂

懇親会 : 東京農工大学福利厚生 セ ン タ ー

一般講演， コ ロ キ ウ ム 東京農工大農学部講堂
連絡先 : 干 183 府中市幸町 3-5-8

東京農工大学農学部生物制御化学研究室内

日 本農薬学会第 四 回大会組織委員会
TEL 0423-34-6890 (安部 浩) ， 6891 (安藤 哲，

夏 目 雅裕)
FAX 0423-60-8830 

公平成5年度 日 本植物病理学会大会

期 日 : 平成 5 年 4 月 3 日 (土) �5 ( 月 )
日 程 : 4 月 3 日 (土) : 総会， 一般講演， 懇親会

4 日 ( 日 ) : 一般講演
5 日 ( 月 ) : 一般講演

会 場 : 大会会場 : 近畿大学農学部
懇親会会場 : 奈良 県新公会堂

連絡先 : 干 631 奈良市 中 町 3327-204
近畿大学農学部植物病理学研究室内

日 本植物病理学会大会事務局
TEL 0742-43-1511  (内線 3115， 3114)  

女第 53 回 日 本昆虫学会 ・ 第 37 回 日 本応用 動物昆虫学会

合同大会

期 日 : 平成 5 年 4 月 3 日 (土) �6 日 (火)

日 程 : 4 月 3 日 (土) : 応動昆総会 と 学会賞受賞式， 受賞
者記念講演， 一般講演， 懇親会

4 日 ( 月 ) : 一般講演， 昆虫学会総会， 公開講

演会， 小集会
5 日 ( 月 ) : 一般講演， ポ ス タ ー ・ ビ デオ 発表，

小集会
6 日 (火) : 一般講演， 小集会

会 場 : 松本市旭 3-1-1 信州大学教養部 ・ 理学部
連絡先 : 干 399-45 長野県上伊那郡南箕輪村 8304

信州大学農学部応用 昆 虫研究室 内
昆虫 ・ 応動昆合同大会事務局
TEL 0265-72-5255 (内線 325)
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特集 : 微小害虫の生態と 防除 (9 )

マ メ ハ モ グ リ パエの最近にお け る発 生 と防除

1990 年， 東 海 地 方 で 確認 さ れ た マ メ ハ モ グ リ パ エ

(Liriomyza trifolii BURGESS) は ， そ の後， 全国各地で発

生す る よ う に な っ た 。 本種 の 防除 は 困難 を き わ め て い る
が， こ の 背景 に は 高度 の殺虫剤抵抗性 (西東 ら ， 1992) 
に 加 え ， 寄主範囲が広 く ， 施設内 で は 1 年中発生 を 繰 り
返す と い う 生理 ・ 生態的特徴が あ る (西東， 1992 a) 。

発生当初， マ メ ハ モ グ リ パエ に 関 す る 知見 は も っ ぱ ら

諸外国 の報告 に 依存 し て い た が， そ の後の 2 か年で我が

国 に お け る 知見 も か な り 蓄積 し て き た 。 こ こ で は， 本種

を め ぐ る 最近の動向 を 紹介す る 。

I 分類学的 混乱

マ メ ハ モ グ リ パ エ (L. trifolii) は ， 我が国 で は 1949 年
に北海道の マ メ 科植物 で採集 さ れ (SASAKAWA， 1961 ) ， 従
来か ら 圏 内 に 生息 し て い た と さ れ て き た 。 し か し ， キ ク
科植物への寄生 は知 ら れて お ら ず， ま た 被害が問題 と な

っ た り ， 殺虫剤抵抗性が疑わ れた こ と も な か っ た 。 こ の

た め ， 現在問題化 し て い る L. tr約lii は ， 在来の も の と は

別 の 系統 と 考 え ら れて い た が (西東， 1992 a) ， 最近， 在

来の L. trifolii は か つ て 本種の シ ノ ニ ム ( 同物異名 ) と さ
れて い た L. congesta BECKER で あ る こ と が明 ら か に な っ

た (SASAKAWA， 1992) 0 SPENCER ( 1965， 1990) に よ れば， L.
trifolii は北 ア メ リ カ 原産， L. congesta は ヨ ー ロ ッ パ と

ア ジ ア の 一部 に 生息 し て い る 種で， 両種 は 交尾器の形態

に 違 い が あ る 。

以上 の と お り ， 今 日 我が国で問題 と な っ て い る の は L.

的知的 で あ り ， 世 界 各 地 で 猛威 を ふ る っ て い る も の

(MINKENBERG， 1988) と 同 じ種であ る 。 本種 は お そ ら く 外国

か ら 持 ち 込 ま れた も の で あ ろ う 。

E 圏 内 に お け る 発生経過

マ メ ハ モ グ リ パ エ の発生 は ， 1992 年末 ま で に 関東か ら
九州、| に か 砂 て の 18 都県 で確認 さ れて い る (表-1) 。 過去
3 年間の発生県数 は ， 年次が進 む に つ れ て 急速 に 増 え て

お り ， 加速度的な発生舷大が起 こ っ て い る こ と が う かが
え る 。 ま た ， 地理的 に 遠 く 離れた 県 に 飛 び火 的 に 発生 し
て い る こ と ， 初期 の発生作物 が ガ ー ベ ラ ， キ ク ， ト マ ト

Recent Occurrence and Control of the Serpentine Leafminer， 
Liriomyza tベfolii BURGESS. By Tsutomu SAITO 

さい
静岡県農業試験場 酉 東

っ と む
カ

な ど特定の も の に 偏 っ て い る こ と な ど か ら ， 本種 は こ う

し た植物の 苗 な ど の 流通 に の っ て 分布 を 広 げて い る ら し

い。 事実， 発生源が既発生県産 の 苗 に 特定 で き る 場合が

相 当 数 あ る 。 県 内 あ る い は 地域内 に ま ん延す る 過程で も ，

こ う し た苗の移動が重 要 な 役割 を は た し て い る よ う で あ
る 。

こ れ ま での と こ ろ 本種 は 東北以北 で は 確認 さ れ て い な

い。 し か し ， 施設内 に 限れ ば， 北欧で も 発生 し て い る こ

と か ら (MINKENBERG， 1988) ， 東北や北海道 に お い て も 発

生す る 可能性が あ る 。

皿 被 害 の 実 態

筆者 は ， 静 岡 県 で キ ク 科， マ メ 科， ア ブ ラ ナ 科， ナ ス
科， セ リ 科， ウ リ 科， ナ デ シ コ 科， ア オ イ 科， リ ン ド ウ

科， ア カ ザ科， ユ リ 科な ど 1 1 科 に 属 す る 40 種以上の植

物でマ メ ハ モ グ リ パエ の 寄生 を認 め て い る 。

本種 に よ る 被害 の 主体 は ， 幼虫 に よ る 葉へ の 食害痕が
農作物の外観 を 損ね， 商品価値 を 低下 さ せ る も の で あ る 。

し た が っ て ， キ ク な ど の 切花 や 葉菜類 な ど， 葉 そ の も の
が商品 と な る も の で は ， わ ずか な発生で あ っ て も 大 き な

表 - 1 "? メ ハ モ グ リ パ エ の発生状況 ( 1992 年末 ま で)

都県名 | 初発生時期 初期の 発生作物

静 岡 県 I 1990 年 6 月 | ガ ー ベ ラ ， キ ク ， ト マ ト ， セ ル リ ー

愛知県 10 月 | ガ ー ベ ラ ， キ ク ， ト マ ト

三重県 I 1991 年 5 月 | ガ ー ベ ラ

和歌山 県 6 月 | キ ク ， ミ ニ ト マ ト

長崎県 6 月 | キ ク

東京都 9 月 | ガ ー ベ ラ

千葉県 1 1 月 | ガ ー ベ ラ ， ミ ニ ト マ ト

大分県 I 1992 年 1 月 | ミ ニ ト マ ト

栃木県 2 月 | キ ク

神奈川 県 2 月 | ミ ニ ト マ ト

長野県 2 月 | ガ ー ベ ラ ， キ ク

山梨県 3 月 | ミ ニ ト マ ト

山 口 県 3 月 | ガ ー ベ ラ

広島県 4 月 | ガ ー ベ ラ

福 岡 県 5 月 | ガ ー ベ ラ ， キ ク ， ソ リ ダ ス タ ー

香川 県 6 月 | キ ク

鹿児島県 7 月 | キ ク

佐賀県 11 月 | ナ ス

こ の表 は ， 病害虫発生予察特殊報 な ど を も と に作成 し た .
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(1993年)

し ， マ メ ハ モ グ リ パエ の 発生 を か え っ て 助長 す る と い う
矛盾 し た 結果 を生 ん で い る 可能性 も あ る 。 在来の 寄生パ
チ を積極的 に 利 用 す る に し ろ ， 外 国産 の 寄生ノ f チ を 導入

す る に し ろ ， 殺虫剤 と の 関係が重要 な 検討課題 に な っ て

こ よ う 。

第3号第47巻疫防
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マ メ ハ モ グ リ パエ に対 し て 有効 な殺虫剤 は ， イ ソ キ サ

チ オ ン 水和剤， チ オ シ ク ラ ム 水和剤， カ ル タ ッ プ水溶剤，
ア セ フ ェ ー ト 水和剤 な ど 数剤 に す ぎ な い (西東 ら ， 1992 ; 
大石 ら ， 1992 ) 。 幸 い ， キ ク と ガ ー ベ ラ で は イ ソ キ サ チ オ
ン乳剤が登録 さ れ た 。 ガ ーベ ラ で は 当 初， チ オ シ ク ラ ム

水和剤 と カ ル タ ッ プ水溶剤 に よ る 薬害が懸念 さ れ て い た

が， 2 ， 000 倍程度の希釈倍数 な ら ば問題が な い こ と がわ

か り ， 農薬登録上の適用拡大が待た れ る 。

殺虫剤抵抗性が主因 と な っ て 難防除化 し て い る マ メ ハ
モ グ リ パエ の よ う な 害虫 で は ， 将来的 に は生物的防除法
を 中心 に す え た 総合的な 防除体系 を構築す る ほ う が合理
的で あ ろ う 。

除防羽
10 月

屋外 に お げ る マ メ ハ モ グ リ パエ の発生消長 (小林 ら . 1992) 

被害 を こ う む る 。 一方， 果実や花 に は寄生 し な い た め ，

ト マ ト や ナ ス な ど の 果菜類， 花 の み を 出荷す る ガ ーベ ラ
な ど で は ， か な り の 多発生 に 至 ら な い 限 り 実害 は 少 な い 。

ま た ， 産卵数や発育 日 数 を 調べ て み る と ， 被害が最 も 問
題 と な る キ ク や ， 多発生 し や す い ト マ ト や ガ ー ベ ラ な ど

が必ず し も 好適 な寄主植物 と は い え な い (西東， 1992 b) 。

W 長消生発

5 
。

図 - 1
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静岡県 の場合， 屋外で は 7 月 下旬 か ら 8 月 上旬 に か け
て 大 き な ピ ー ク がみ ら れ (図ー1) ， 冬期 に は発生が ほ と ん

ど み ら れ な く な る 。 越冬態 は ， 婦が主体 と 思わ れ る 。 休
眠 は認 め ら れな い。 こ れ に 対 し ， 施設内 で は冬期 に 発生

量が少 な く な る も の の ， 一年中発生 を 繰 り 返す。

寄生パ チ と そ の利用

静 岡 県 で は ， マ メ ハ モ グ リ パエ の 天敵 と し て ヒ メ コ パ

チ科や コ マ ユパ チ 科 な ど に 属す る 多種類の寄生パ チ が採
集 さ れ て い る 。 外 国 で は こ う し た 寄 生 パ チ (Dig，仰hus
isaea と D前nusa sibirica) が市販 さ れて お り ， 静岡県で

は そ の実用性 に つ い て の 試験が実施 さ れて い る 。 し か し ，

一方で は殺虫剤の使用 が こ れ ら 寄生パ チ に 悪影響 を及ぽ

v 

書図行発会本

『性 フ ェ ロ モ ン剤等使用 の手引 』
同書編集委員会 編集 B 5 判 86 ペ ー ジ ( カ ラ ー 4 ペ ー ジ )

定 価 1，800 円 (本体 1 ， 748 円 ) 送 料 310 円

事l新

害虫の発生予察用 に 広 く 利用 さ れて い る 性 フ ェ ロ モ ン 剤 を ， 初 め て 使用 さ れ る 方 を対象 に 編集 し た 手引書です。
性 フ ェ ロ モ ン剤の基礎的知識 を 得 る 参考書 と し て ， 現場 に お け る マ ニ ュ ア ル と し て 平易 に 解説 さ れて お り ま す。
ま た ， 旧版で は取 り 上 げて い な か っ た 防除用 の性 フ ェ ロ モ ン剤 に つ い て も ， 交信か く 乱 ・ 大量誘殺 に 分 け て 各製
剤 ご と に 解説 し て あ り ま す。

お申 し 込み は前金 (現金書留 ・ 郵便振替 ・ 小為替 な ど) で直接本会 ま でお申 し 込み下 さ い。
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抗植物 ウ イ ルス剤の最近の研究
は
島

ゆ き

行
おお

元社団法人 日 本植物防疫協会研究所 大

は じ め に

下村氏 ( 1 984) に よ る と ， 植物ウ イ /レ ス の増殖を阻害
す る 物質 の研究 は ， 1950年 ご ろ か ら ， 1953�' 54年 を ピ
ー ク と し て ， 多 く の物質の ス ク リ ー ニ ン グが行われ， 論
文 も 発表 さ れた が， 1 960年の後半 に は こ の よ う な論文の
発表 は激減 し た 。 植物防疫協会で は ， 1973年抗植物ウイ
ル ス 剤研究会が発足 し ， 1989 迄 続 け ら れた が， 登録の段
階 ま で行 っ た の は， 感染阻害剤の レ ン テ ミ ン と KR-070
く ら いであ っ た 。 後述の DHT に ついて も ， 見里， 黄氏 ら
に よ っ て 紹介 さ れ， 試験 さ れた が， 充分な検討 は さ れな
か っ た 。

最近で は ほ と ん ど抗植物ウ イ ル ス 剤 の 話 を 聞 か ない。
わ ず か に ， ウ イ ル ス 感染植物 を ， ウ イ Jレ ス ・ フ リ ー に し
たい時 に ， 補助的 に 薬剤が使用 さ れ て い る よ う であ る 。
園場に使用 さ れ る の は感染阻害剤で， ウ イ ル ス 増殖阻害
物質 は使用 さ れて いない。 こ れ は 実用 的な増殖阻害がほ
と ん ど不可能視 さ れ， 研究 も 行わ れな か っ た た め で あ ろ
う 。 その た め ， 最近で は従来の間接的な 防除法 に 加 え て ，
弱毒ウイ ノレ ス や， 植物ウ イ ル ス 遺伝子 を 組込ん だ形質転
換植物の抵抗性利用 も 行わ れ る よ う に な り ， 進歩 は あ っ
た が， それだ け ， 薬剤防除の研究 は遠のいた よ う に 思わ
れ る 。

HANSEN ( 1988) は 今 ま で， 化学療法が成功 し な か っ た
の は ， ウ イ ル ス 感染過程 の 阻害や， 接種葉でのウイ jレ ス
濃度 を 抑 え る よ う な 化合物 と ， 全身感染 し て い る 植物の
ウ イ ル ス の複製 を 防 ぐ真 の治療剤 と の相異 に ついて， 十
分な理解が な さ れな か っ た た め だ ろ う と 述べ， 厳密な意
味では “Plant virus chemotherapy" と は ， 化学的方法で，
感染株か ら ， ウ イ ル ス ・ フ リ ー 株 を 生産す る こ と と し て
い る 。

一方， 人間や動物の抗ウ イ ル ス 剤の研究 は盛ん に な り ，
実際の医療 に 使用 さ れ る も の は少 な い よ う であ る が， 多
く の化学薬剤が発表 さ れ， それ ら は， ウ イ lレ ス の増殖過

程 に お け る ， 細胞吸着， 侵入， 脱外被， 増殖な どの色々
な段階 を タ ー ゲ ッ ト と し て 研究 さ れ て い る (Streissle et 
al.， 1985) 。

本稿で は ， 抗植物ウイ ル ス 剤 の研究 を精力 的 に 行 っ て

Recent Studies of Antiphytoviral Substances. By 
Nobuyuki OsIlIMA 

M
信

いる ド イ ツの G. SCI I USTER ら の最近の研究 を中心 に ， 植物
ウ イ ル ス の化学治療剤 に ついて述 べ る (表一1) 。 こ の 稿 を
草す る に あ た り ， Dr. SCHUSTER か ら 多 く の 別刷 を 恵送さ
れ， ま た ， 圏 内 の 各方面の研究者 の 方々 か ら ， 関連論文
の紹介 をいた だいた こ と に対 し て ， 感謝の意 を 表 す る 。
1 DHT (2， 4-dioxohexahydro-l， 3， 5-triazine = 

5 azadihydrouracil) 
DHT は SCHUSTEII et al .  ( 1979) に よ っ て 開発 さ れ， 今

迄 に 抗植物ウイ ル ス 剤 と し て 発表 さ れ た 唯一の実用 的薬
剤であ ろ う (図-1 ) 。

( 1 )  DHT の 一般的性質 DHT は ジ ャ ガ イ モ X ウ
イ ル ス (PVX) に 全身感染 し た サ ム ス ン タ バ コ のウ イ ノレ
ス 濃度 を減 じ ， 水溶性で薬害 も 少な く ， 動物 に 毒性がな
い。 DHT は PVX に 最 も 効果 が あ る が， PVY， PVA， 
TMV 及 び CMV 感 染 値 物 の ウ イ ル ス 濃 度 も 減 ず る
(SCI IUSTEII et al . ，  1979) 0 in vitro でウイ jレ ス 粒子 に は ほ
と ん ど作 用 し ない (SCIIUSTEII and WETZI却し 1981 ) 0 DHT 
処理サ ム ス ン タ バ コ で は ， TMV-RNA へ の 32p の 取 り
込 み は 有意 に 減少す る が， 寄主 RNA へ の取 り 込 み は わ
ずか し か影響 を 受 け ない。 ま た ， DHT は 寄主 RNA の 合
成や含量 に は影響が少ない (SCIIUSTER e t  al . ，  1979， SCHU-

図ー1 PVX (ringspot 系統) 発病後， DHT (1%) 液 を 噴
叙 し て ， 新梢の病徴 を消失 し た ト 7 ト (右) . 左側は
対照
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表1 抗植物 ウ イ ル ス 剤 の 最近の報告例

薬 剤 名 | 対象 ウ イ ル ス | 文献
No 

DHT (2，4-dìoxohexahydro-l ，3 ，  I ì )  PVX ，PVY，PVA I (10) 

5-trìazìne = 5  azahydrouracì])  1 ( I l .  red ) T M V ，  

CMV 

ìì ) PNRV，注 射 で 処 1 (2) 
理由

ììì ) イ チ ゴ S t M V ， 1 (6) 
STCV，芽先培養

DA - DHT O . 5- dìacety 1-2 . 4- 1 PVX，PVY，ToMV. 1 (26) 

d ì oxohexahydro - 1 ， 3 ， 5  - trì - l l l .red:TMV，TRV 

azìne) 1 symp dìmìn:PLRV 
PCPH (N - phenyl - N'ー (4- car- I PVX. 1 (9) 
boxyphenyl) -urea) 
N'N-phenyl-N'-aryl-thìourea 1 PVX. 1 ( 18) 
alkyl-alkyl 置換 thioureas 1 PVX. 1 (19) 
alkyl-aryl 置換 thìoureas 1 PVX. 1 ( 19) 
thìourea，urea な ど で置換 さ れ た 1 PVX，TMV (l l .red.) .  1 (28) 

a- benzylthìocarbonyl ìmìno 化

合物
2 . 5 置換 1 . 3 .  4-thiadiazoles 1 PVX， TMV (1\. red.l . 1 (22) 

2 . 4 . 5 置換 1 . 3-oxazoles 1 PVX， TMV (lL red.) .  1 (23) 
guanìdine 化合物 1 PVX， TMV， BMV. I ( 16) 
5-FOA (5-fluoroortic acìd) 1 PVX 1 (27) 
D H P A  ( 9 - ( 2 . 3 - d i h y d r o x y- I PVX 1 (29) 
propy 1 )  adenìne) 

DHP A ( (s) -9- (2 . 4- dihydroxy- j TMV， CCMV 
propy 1 )  adenìne) 
AHP A -MP (3- (adenin -9-y]) ー2 1 PVX 

-hydro x y p r o p a n i c  a c i d  2 

methylpropylester) 

(29) 

Lodderomyces elongispora 1 PVX 1 (35) 

IMET H 128 酵母 リ ピ ド 抽出物
alkan mono叫fonates (AMS . I PVX， TMV I (25) 
“Emulgator E 30") 
置換 さ れた vinylthiocyanates 1 PVX 1 (31) 

R i b a v i r i n  ( =  V i r a z o l e ; l 一 1 i )  P V X ，  C M V ，  1 ( 15) 

ribofuranosyl-l . 2 . 4-triazole-3 1 TMV， BMV. 
-carboxamide) ii ) TMV. CCMV (4) 

iii )  AcLSpV， AStG， 
GRM， TWNV，  

PVX， Y ，  M， S ，  

CMV， TSpWV I (5) 

iv ) CyMV， OdRV， プ
ロ ト コ ル培養 1 ( 1)  

Adenine arabinoside TMV， CCMV 1 (4)  
BAMM Q (2 . 3-bis- (acetylmer- 1 TMV， CCMV 1 (4) 
captomethyl) -guanosalìne) 

5-azacytidine 1 TMV， CCMV 1 (4) 

Tiazofurin (2- β - D - ribofur. 1 TSpWV 1 (5) 
a n o s y l th i a z o l e  - 4 - c a r b o x-
amide) 

(略 号) TMV : タ バ コ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， PVX， PVY， PVA， 

PVM， PVS，PLRV : ジ ャ ガ イ モ X， Y， A， M . S 及び葉巻 ウ イ ル
ス ， BMV : プ ロ ー ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， CMV : キ ュ ウ リ モ ザ イ

ク ウ イ ル ス ， ToMV : ト マ ト モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， TRV : タ バ コ
輸 点 ウ イ ル ス ， CCMV : Cowpea chlorotic mottle virus. 

TSpWV : ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， ACLSpV : Apple chlor­

otic leaf spot virus， AStG : Apple stem grooving， GRM : 
Prunus の green ring mottle， TWNV : ト マ ト White necrosis 

virus， CyMV : Cymbidium mosaic virus， OdRV : Odontoglos­

sum ringspot virus， PNRV : Prunus necrotic ringspot virus， 

11 .  red. : 局部病斑数減少， symp.dimin. : 発病株減少， ・ : 液剤噴
霧 ま た は芽先培養 な ど に使用， ウ イ ル ス フ リ ー化. 特 に 説明 の な
い も の は す べ て ， 液剤 と し て ， 噴霧処理， ま た は リ ー フ デ ィ ス ク
培養で処理 さ れ ウ イ ル ス 濃度 を 減 じ た .

STER • BYHAN， 1981 )  0 PVX 感染 タ バ コ の 同化産物への M

CO2 の取 り 込 み の 減少 は DHT で回復す る 。 ま た ， PVX 
感染 に よ る フ リ ー ア ミ ノ 酸の パ タ ー ン の 変化 が DHT 処

理で正常 に 戻 る (SCHUSTER et al. ，  1984 a) 0 DHT 噴霧で

ジ ャ ガ イ モ の ウ イ ル ス 発病株が減 り ， 塊茎数や重量が増
加す る 。 対照 区 に は DHT と チ 、ソ ソ 含量が同等の チ ッ ソ

を 含 む肥料 を 用 い た の で， DHT そ の も の の 肥効で は な

い と い う (SCHUSTER and HANZSCH， 1981 ) 。

DHT は植物体内 で比較 的 ゆ っ く り し た 変化 の 過程 を
経て ， 抗植物 ウ イ ル ス 活性 を も っ塩基類似物質 に な る の
で， 比較的高濃度 で も ， 植物が耐 え う る と 考 え ら れて い
る 。 DHT の こ の よ う な 変換 は ， 動物や人間 で は行わ れ な
い よ う で， こ の た め に 動物 に は 害 を 与 え な い と 考 え ら れ
る (SCHUSTER， 1986) 0 (PVY， PV A : ジ ャ ガ イ モ Y ウ イ

ル ス ， ジ ャ ガ イ モ A ウ イ ル ス ， CMV : キ ュ ウ リ モ ザ イ ク

ウ イ ル ス ) 。
( 2 )  DHT の植物体内 に お け る 吸収， 移動及 び存続
(6- 1 4C) ーDHT を 用 い た 実験で， サ ム ス ン タ バ コ 葉 に

DHT を つ け る と ， 24 時間後 に 37%が， 植物体内 に と り
こ ま れ， 処理葉 よ り ， 茎 の 上位 に あ る 葉 は ， 放射能 の
20 . 9%， 下位の葉， 茎及 び根 は 夫 々 18 . 7， 26 . 7 及 び 19 . 8%

で， DHT は処理葉か ら ， 上， 下両方 向 に 移動で き る こ と

が分 る 。 根か ら は よ く 吸収 さ れ る が， 表皮 はパ リ ヤ ー と

な る 。 ま た ， 根 と 葉か ら 注射す る と ， 140 ppm� 190 ppm 

の DHT は 2�3 週間後 に ， 葉の 中 で検 出 の 限界 に 達 す る

(BYlIAN et al. ，  1981) 。
( 3 ) 土壌 と DHT の 関係 DHT の 土壌 へ の 吸着 は

土壌の種類 に よ っ て 異 な り ， 腐埴質や粘土積物 の 多 い 土
壌 に は強 く 吸着 す る 。 DHT の 活性成分 の 吸着 は 水分 の
飽和度 に よ り ， ま た 腐埴の 多 い土壌で は DHT の 浸透 が

制限 さ れ る (LIEBERT and SCHUSTER， 1980 a) 。 土壌中 の

DHT の残留期間 は 短 く ， 数 日 中 に 大部分が減少す る 。 ま
た ， 高腐埴土で は 低腐埴土 よ り は る か に 早 く 分解す る 。
オ ー ト ク レ ー プ殺菌土 で は 分解が遅 い の で， DHT の 活
性 成 分 の 分 解 に は 土 壌 微 生 物 の 関 与 が 考 え ら れ る

一一一 26 一一一
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(LIEBERT and SCHUSTER， 1980 b) 。

( 4 )  DHT の ウ イ ル ス 増殖阻害様式 サ ム ス ン タ バ

コ 葉 に PVX を 22 :t 30Cで接種す る と ， DHT は PVX 接

種 8 時間以 内 な ら ， ウ イ ル ス 合成 を 100%阻害 し ， そ の後

は 阻害作用 が低下す る 。 ま た ， ウ イ ル ス 増殖 を 同調 さ せ
る た め に ， 50C， 5 日 間 お い て か ら ， 22 :t 30C に 移 し ， DHT

で処理す る と ， 直後の処理で， PVX は 73%阻害 さ れた
が， 時間がた つ と ， 阻害度 は 急激 に 低下す る 。 こ の 阻害
の タ イ ム コ ー ス は ， 2-thiouracil の 阻害様式 と 似て い る 。

ま た ， DHT を PVX 接種 タ バ コ リ ー フ デ ィ ス ク に 浸透 さ

せ ， 液 に 浮遊 さ せ て ， 2 時間以 内 に uracil を加 え る と ，
DHT の作用 は 完全 に 止 ま る 。 こ れ は DHT が uracil の
類似物質 と し て 作用 す る こ と を 示 し て い る 。 し か し ， 2-
thiouracil の作用 は uracil に よ っ て ， た だ， 部分的 に し か
打 ち 消 さ れ な い 点 が DHT と 異 な る (SCH USTEIl and 
ARENHÖVEL， 1984) 。

( 5 )  DHT の 剤 形 径 0 . 25--0 . 5， 0 . 5�1 . 0 及 び
1 . 0--2 . 5  mm の頼粒 ( し 3 ずれ も 5， 10 及び 20% の DHT

を 含 む ) が， PVX と タ バ コ の組合せ で試験 さ れた 。 い ず

れ も 効果が あ り ， 土壌施与後 3 か 月 有効で， 噴霧 よ り 手
聞 が省 け ， 抗植物 ウ イ ル ス 剤 治療 を 著 し く 進歩 さ せ た
(SCHUSTER and KRAMER， 1982) 。

( 6 )  DHT に よ る ウ イ ル ス ・ フ リ ー 植 物 の 作 出

B∞USCH et al. ( I  985) は DHT の 注射で Prunus necrotic 
ringspot virus 感染 ス イ ー ト ・ チ ェ リ ー と サ ワ ー ・ チ ェ リ

ー を 治療 し て い る 。 ま た ， KONDAKOVA and SCHUSTER ( 1991) 

は DHT 0 . 2  mg/ l 液 を 加 え た 培養基 で， 芽先培養 を 行
い， イ チ ゴ の strawberry mottle virus と strawberry

crinkle rhabdovirus を 治療 し た 。

n DHT 以外の化合物

以 下 の SCHUSTER ら の 研究 し た 化合物 は 特記 す る 以 外

は サ ム ス ン タ バ コ の 液剤噴霧処理で試験 さ れて お り ， ジ

ャ ガ イ モ に 関す る 試験 は 同一塊茎か ら と っ た 芽 を処理区

と 対照 区 と に 分 け て 試験 し て い る 。
( I )  DA-DHT DHT を 二 つ の acetyl group で置

換 し ， 1，  5-diacetyl-2， 4-dioxohexahydro-l ，  3 ，  5-tri. 

azine (DA-DHT) を 作 っ た 。 DHT よ り PVX そ の f直の
ウ イ ル ス に 高 い増殖阻害効果 を 示 し ， ジ ャ ガ イ モ 葉巻 ウ
イ ル ス (PLRV) に も 効 く が， DHT よ り 高濃度が必要で

あ る (SCHUSTER， 1987 b) 。
( 2 )  N - phenyl - N'ー ( 4 - carboxyphenyI ) - urea 

(PCPH) PVX の増殖 を 減少 さ せ る 。 ト マ ト の PVX と
TMV 混合感染の被害 を軽減 し ， DHT + PCPH 処理で，
ジ ャ ガ イ モ ウ イ ル ス の 被害 を 防 ぐ の に DHT 単独処理 よ
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り 効果があ る (REHNIG and SCHUSTER， 1982) 。

( 3 )  N'置換 N-phenyl-N'-aryl-thioureas (TU s) と

関連化合物 N' -phenyl group が carboxyl group で

ortho， meta あ る い は para の 位 置 で置換 さ れた 化合物

は PVX の 二次感染棄でか な り の 増 殖阻害効果が あ る 。
そ の他， ortho や meta の位置の塩素 に よ る 置換， ま た ，
meta の 位 置 の dimethylamino group に よ る 置 換 な ど
で， 高 い 増殖血害効果が み ら れた (SCHUSTER and V ASSILEV， 
1983) 。

( 4 ) alkyl - alkyl 及 び alkyl - aryl 置 換 thioureas

(TUs) (R1 HN-C -N'HR2 ) 30 数種の化合物が検討 さ れ

S 

た 。 PVX の 濃度 を 血清で調べた と こ ろ 6 種が接種葉
で， 他の 6 種 は二次 感染葉 で有意 に ウ イ ル ス 濃 度 を 減

少 さ せ た ( い ず れ も 50%以上) 。 こ れ ら に 少量 の DHT を
加 え る と 更 に 効果が増 し た 。 特 に ， 次 の も の は抗植物 ウ

イ ル ス 剤 と し て 将来性が あ り ， 単独で も 接種葉， 二次感
染葉両方 に効果があ り ， DHT と の相乗効果が大 き い。

N -carboxymethyl-N'-phenyl TU， N -cyano-S-methyl. 

iso-N'-m-tolyl TU， 及 び N - allyl - N'- m 一 chloro -
methoxyphenyl TU (SCHUSTER and V ASSILEV ， 1985) 。

( 5 )  thiourea， urea な ど で 置 換 し た α benzylth.
iocarbonylimino 化合物 thiourea や urea の ほ か， 更 に

alkan group で 他 の 位 置 を 置換 し た 8 化合物が検討 さ

れ， 何れ も PVX に 対 し 高 い抗植物 ウ イ ル ス 活性 を 示 し
た 。 ま た ， あ る も の は N. グ ル チ ノ ー ザ の TMV の 病斑 を

減少 さ せ た 。 ジ ャ ガ イ モ で頼粒状 DHT を施与 し て ， 更 に
2 -benzylthio - 2 - methylpropanalthiosemicarbazone 液

を噴霧す る と ， 対照 区 の 16% ま で， ウ イ ル ス 発病株 を 減
ず る (SCHUSTER et al. ，  1988) 。

( 6 ) 2， 5-置換 1 ， 3， 4-thiadiazoles (TDAs) 17 の
化合物が検討 さ れた が， 特 に 次 の も の に 高 い PVX 増殖
阻害効果が認 め ら れた ， 2-anilino-5-adamantyl-TDA， 2 

anilino-5一 (4'-pyridyI) -TDA， 2-benzyl-amino-5一 (2'­

hydroxyphenyI) 一TDA， 2-anilino-5-methyl-TDA 及 び

2-anilino-5-benzyl-TDA。 ま た ， あ る も の は TMV 及 び

タ バ コ 輪点 ウ イ ル ス の 局部病斑数 を 減ず る 効果が あ る 。

DHT と は 強 い相乗効果が あ る (SCHUSTER et al . ，  1984) 。

( 7 )  2， 4， 5一置換 1， 3-oxazoles 99 種 の 2， 4 置換及
び 5 置換 1， 3-oxazoles が検討 さ れ， 18 種 に PVX 増殖

阻害効果が認 め ら れた 。 特 に PVX 2 次感染葉 で の 増 殖
阻害が m-guanidino-acetophenone- ( 4 ，  5-diphenyl-ox. 

azole-2-yl-hydrazone) -hydrochloride で示 さ れた 。 ま

た ， 多 く の も の が， 単独で は 効果が殆ん ど な い場合で も ，
DHT と 一緒 に 用 い る と 強 い 効果が現わ れ た 。 ま た ， 上記
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の oxazole を 用 い ， ジ ャ ガ イ モ の 試験 を行 っ た と こ ろ ，

DHT と 一緒 に 用 い る こ と に よ り ， 高い相乗効果があ り ，

発病株 を 減 じ ， 増収 と な っ た 。 ま た ， い く つ か の oxazoles
は N. グ ル チ ノ ー ザ の TMV の 局 部 病 斑 を 減 ず る
(SCHUSTER and ULBRICHT， 1985) 。

( 8 ) guanidine 化合物 (GDs) 27 の GDs が検討 さ
れ， 置換分 を 多 く も っ て い る GDs よ り ， 少い も の の 方が，
PVX 二次感染葉で増殖阻害効果が あ っ た 。 PVX に 高 い

増殖阻害効果 を も っ GD - nitrate， N -cyano - GD 及 び

guanyl urea sulfate は TMV の増殖阻害効果 も あ っ た 。

ま た ， N -cyano-GD と GD-carbamate は brome mosaic 

virus (BMV) の オ オ ム ギ (Hordeum vulgare) に お け
る 濃度 を減 じ た (SCHUSTER， 1982) 0 DHT を N-cyano-GD

と 一緒 に 用 い る と 個々 に 用 い る よ り PLRV の 発病株 を
減 ら す。 PVY や PVA の発病 も DHT + N-cyano田.GD 処

理で減少す る 。 N-cyano-GD， acetyl-GD 及 び N， N'， N"

triamino-GD な ど と DHT を 加 え た 試験で， ジ ャ ガ イ

モ の ウ イ ル ス 発病株 を 減 ら し ， そ れ に比例 し て 塊茎重が
増加す る (SCHUSTER， 1983) 。

( 9 )  pyrimidine 塩 基 前 駆 体 の 類 似 物 質 dihy.
droorotic acid hydrazide (DHOH) は PVX の増殖阻害
効果が な い が， 5-f\uoroortic acid (5-FOA) は完全に増

殖 を 阻害す る 。 5-f\uorouracil ( 5-FU) は 阻害効果が弱 い。
5 - FOA は 5 - azadihydrouracil (5 - ADHU = DMT) 

(uracil catabolite 類似物質) と 同様 に ， ウ イ Jレ ス 感染の

初期段階 を 匝害す る (SCHUSTER et al. ，  1987) 。
( 10 )  9 - (2 ，3 - dihydroxypropyl)  adenine 及 び 3 -

(adenin - 9 - yl) ー 2 - hydroxypropanic acid 2 - methy 1. 
propylester PVX の複製 を 顕著 に 抑 え る 。 後者の 方が
効果が高 い。 両化合物の ウ イ ル ス 阻害の タ イ ム ・ コ ー ス
は cycloheximide と 同 様 で あ る (SCHUSTER and HOLÝ ， 
1988) 。

( 11 )  Lodderomyces elongisporus IMET H 128 酵

母の リ ピ ド 抽出物 こ の物質， そ の ア セ ト ン可溶性分画

及び脂肪酸の分画 は PVX の感染葉 と 二次感染葉の 濃度

を減ず る (VOIGT et al. ，  1985) 。
(12)  膜脂質類似物質， 特 に alkan monosulfonates 

(AMS， “Emulgator E 30") に つ い て AMS は PVX や

TMV の接種葉や二次感染棄での濃度 を 減ず る 。 ま た ， 局
部病斑 を生 ず る 寄主の病斑数 を 減 じ ， ウ イ ル ス 粒子の活

性 を in vitro で減ず る 。 効果 は AMS の alkan chain の

長 さ と 濃度 に 依存す る 。 AMS は穎粒状の も の も 作 ら れ

て お り ， ジ ャ ガ イ モ の ウ イ ル ス 発病株 を 減 じ ， 増収 を も
た ら す。 頼粒状の AMS + DHT 処理で発病株 は一段 と 減
少す る 。 AMS は DHT の ほ か guanidine， thiourea な ど

の化合物， ribavirin な ど と も 相乗効果 が あ る (SCHUSTER，
1987 a) 。

(13) 置換 さ れた vinylthiocyanates PVX を も と の
化 合 物 potassium thiocyanate よ り よ く 阻 害 す る
(SCHUSTER and SCHULZE， 1991 ) 。

(14)  Ribavirin ( = Virazole ; 1 -β D-ribofuranosyl 

- 1 ，  2， 4-triazole- 3 -carboxamide) こ の 動物 の 抗 ウ イ

ル ス 剤 (後述) の抗植物 ウ イ ル ス 性 は SCHUSTER に よ っ て ，
1976 年 に 報告 さ れた が (SCHUSTER， 1988) ， そ の後， DHT 

と 一緒 に 用 い る こ と に よ り ， 単独で用 い る よ り ， PVX， 

CMV， TMV 及 ぴ BMV な ど に 高 い 増殖阻害作用 を 示 す

こ と を報告 し た (SCHUSTER， 1982) 。

皿 種 々 の化合物の研究 に よ っ て 得 ら れた成果

SCHUSTER ( 1986) は ， 実際的 な植物 ウ イ ル ス の化学治療

法の た め に ， 三つ の 異 な る 方法で研究 を は じ め ， ジ ャ ガ
イ モ や タ バ コ の ウ イ ル ス で次 の よ う な成果 を 得 る こ と が

出来た と 述べ て い る 。

第ー は 頼粒状 DHT の 開発 で， 1 回 の施与で長期間効
果 を発揮 さ せ る こ と が出 来 る よ う に な っ た 。 第二 は薬剤

の併用 で， 個々 に 用 い る よ り 少量 で効果 を 発揮で き る 。
例 え ば， 他の抗植物 ウ イ lレ ス 剤 と の併用 で DHT は 少量

で効果 を 発揮す る 。 第三 は 新 し い抗植物 ウ イ ル ス 剤 の 発
見で， 異 な る 化学 的 グ ル ー プか ら ， 抗植物 ウ イ ル ス 性の

あ る 物質が発見 さ れた 。 興味 あ る 結果が azine structure 
を も っ ， 環式や非環式化合物， thiodiazoles， oxazoles 及
び isothiosemicarbazones な ど で得 ら れた 。 こ れ ら の 多

く は一つ 以上 の 抗植物 ウ イ ル ス 活性 を も っ 因子が一つ の
化合物 に 結合 し て い る 。 更 に 重要 な の は ， TMV の 増殖阻
害が， 全 く 新 し い 考 え 方 で得 ら れ た こ と で あ る 。 KIHO

( 1970) そ の他の研究か ら 膜 と ウ イ ル ス 複製 の 密接 な 関係

が分か つ て い た の で (SCHUSTER， 1988) ， ウ イ ル ス 複製時の

ウ イ ル ス と 膜 と の 結合 を 阻害 す る こ と を 試 み て ， 有効な

阻害剤が得 ら れた 。 DHT が TMV に あ ま り 効果 を 期待

さ れな か っ た こ と か ら ， 膜脂質類似物質 の効果 の発見 は

重要 な も の と 考 え ら れて い る 。

IV Ribavirin に よ る ウ イ ル ス ・ フ リ ー 化

Ribavirin は 広 い ス ペ ク ト ラ ム を も っ人 間 や動物の抗

ウ イ ル ス 剤で (SmWELL et  al. ，  1972) ， こ れか ら 色々 な 類

似 物 質 や 誘 導 体 が 報 告 さ れ て い る (STREISSLE e t  al. ，  

1985) 0 HANSEN (1988) は 現在 の 非常 に 有効 な植物 ウ イ ル
ス 増殖阻害剤 と し て ， Ribavirin， DHT 及 び Tiazofurin
を あ げ， ま た ， 下記の病害の Ribavirin に よ る 治療例 を 表
示 し て い る 。 Apple chlorotic leaf spot virus， Apple 
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stem grooving， Green ring mottle (in Prunus ser- る 。
rulata) ，  PVX， PVY， ジ ャ ガ イ モ M 及 び S ウ イ ル ス ， 引 用 文 献
CMV， ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， ト マ ト White necrosis 
ウ イ ル ス 。 ま た ， シ ン ピ ジ ウ ム の Cymbidium mosaic ウ
イ ル ス と Odontoglossum ringspot ウ イ ル ス の 治療報告

が あ る (ALBOUY et aL， 1988) 。 な お ， Tiazofurin は ト マ

ト 黄化 え そ ウ イ ル ス の 全身移行 を 妨 げ る (CANER et aL， 

1984) が， 他 の ウ イ ル ス に 対 す る 効 果 は 不 明 で あ る
(HANSEN， 1988) 。

V 動物の抗 ウ イ ル ス 剤の植物 ウ イ ル ス に対す る

効果

DAWSON ( 1984) は動物の抗 ウ イ ル ス 剤 27 種 を TMV と
Cowpea chlorotic mottle ウ イ ル ス に つ い て ， タ ノ f コ と
サ サ ゲ の リ ー フ ・ デ ィ ス ク に 接種 し ， 薬害 を タ バ コ ・ カ

ル ス の生育臨害で み て 試験 し た 。 そ の う ち ， 14 種が上記

植物 ウ イ ル ス の増殖 を 阻害 し た が， 薬害が な か っ た の は
Adenine arabinoside， Ribavirin， DHAP ( (8) 9- (2， 4-

dihydroxypropyl) adenine) ，  BAMM Q (2， 3-bis­
(acetyl mercaptomethyI ) - guanosaline， 及 び 5 -
azacytidine， な ど で あ っ た 。 他の も の は ， ウ イ ル ス 血害

濃度で， タ バ コ ・ カ ル ス の 生育 を 阻害 し た 。

お わ り に

SCHUSTER ( 1988) は 圃場作物の ウ イ ル ス 感染 あ る い は ウ

イ ル ス に よ る 生育や収量の低下 を 制圧す る た め の抗植物

ウ イ ル ス 剤 の 必要条件 と し て ， 四 つ を あ げて い る 。 ( 1 )
多数の植物 ウ イ ル ス の増殖 に 干渉す る が， 植物 に は影響
を与 え な い ， ( 2 ) 人畜や土 中 の 微生物 に も 毒性が な い ，
( 3 ) 植物や土中で比較的速や か に 分解 し て ， 残留物 を残

さ な い ， ( 4 ) 適当 な値段で手 に 入 札 安価 な農作物 に も

繰返 し ， 使用 で き る こ と な ど で あ る 。 そ し て ， こ れ ら の

条件 を 満 た す 薬剤 は 少 な か っ た と 述 べ て い る 。 ま た ，
HANSEN ( 1988) は植物 ウ イ ル ス の 治療剤の基本的性質 と

し て ， ( 1 ) 水溶性， ( 2 ) 植物中 を 少 く と も 上方 に 移動で
き る ， ( 3 ) 表皮 を通過で き る ， ( 4 ) ウ イ ル ス を 阻害す る
レベルで， 植物 に過度の毒性が な い こ と ， を あ げた 。 彼
が最 も 有効 と し た 前記 3 薬剤 は こ の性質 を 具有す る 。 こ

れ ら の主張 は 理想であ る が， 既述の如 し こ れ ら の 条件
に 近 い 性 質 の 植物 ウ イ ル ス 増殖阻害剤が み つ か っ た 以

上， 更 に 改良 を 加 え れ ば実用 的 な薬剤 も 夢で は な く ， 植

物 ウ イ ル ス の 治療 も 新 し い 時代 に 入 っ た よ う に 思 わ れ
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種子バ ク テ リ ゼー シ ョ ン に よ る テ ン サ イ 苗立枯病 の 防 除
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は じ め に

テ ン サ イ 苗立枯病 は 育苗期 に 常'発 す る 重 要病 害 で，
Pythium spp.， Aρhanomyces cochlioides， Rhizoctonia 
solani 及 び Phoma betae な ど の 複数 の 病原菌が関与す
る 。 現在 は 薬剤 に よ る 防除法がほ ぼ確立 し てい る た め ，
大発生 は あ ま り 認め ら れないが， 育苗期間の長期 化 に 伴
っ て， 再び問題視 さ れ る よ う に な っ た 。

李 ・ 生越 (1986) は テ ン サ イ の根面か ら こ れ ら 病原菌
に 措抗性 を 示 す Pseudomonas 属菌 な ど を 数種分離 し ，
テ ン サ イ 種子 に塗布 し て 播種 (種子パ ク テ リ ゼー ショ ン )
す る と 苗立枯病の発病が抑制 さ れ る こ と を報告し た 。 こ
の 際の種子処理 は細菌 け ん濁液中に種子 を 浸演 し ， その
ま ま 搭種す る も の で実用化の点で改善の余地があ っ た 。
筆者 は こ れ ら 北大分離株及び独 自 に選抜 し た 括抗性細菌
を使っ て ， 当時実用化 さ れつ つ あ っ た ペ レ ッ ト 種子 (不
規則 な形状 を し た テ ン サ イ 種子 を粘土鉱物 な どで球形 に
被覆 し た も の ) への細菌 の導入 を試み た の でその概要 に
つ い て 報告す る 。 本試験 は筆者が北海道良試畑病害研究
室在勤中 に 行 わ れ た も の で あ り ， その一部 は 日 本植物病
理 学会 に お い て 報告し た (築尾 ら ， 1989 a : 1989 b ; 
1990 ; 1991 ) 。 な おペ レ ッ ト 化 を 行 う に当た り ， 日 本甜菜
製糖 (株) (以下 N ) 及 びホ ク レ ン 農業協同組合 (以下 H)
の 関係各位 に 多大な協力 を 賜 っ た 。 ま た北海道大学生越
明教授及 び畑病害研究室長本間善久博 士 に は 実験遂行
上， 貴重 な助言 をいた だいた 。 こ こ に 記 し て 謝意 を表す。

I 措抗細菌添加 ぺ レ ッ ト 種子の製造

本試験で供試 し た 細菌 5 種 を 表 1 に 示 し た 。 こ れ ら の
菌 の う ち 1218 及 び RB 425 は Pseudomonas cψacia で
と も に ピ ロ ー ル ニ ト リ ン を生産す る こ と が明 ら か に な っ
て い る (長浜 ら ， 1988 : 本間， 1989) 。 他はいずれ も 蛍光
性 Pseudomonas で あ る 。 実験に 先だ っ て ， いずれの菌株
も リ フ ァ ン ピ シ ン耐性菌 を選抜 し た 。 細菌 は King B (以
下 KB) 液体培地で 28 oc， 7�10 日 振 と う 培養 し菌体 を
遠心分離 に よ っ て 回収後， 0 . 1  M 硫酸マ グ ネ シウム液 に
100 m l 当た り 1 9 の割合で け ん濁 さ せた。 こ の液に種子

Incorporation of Antagonistic PSe/ld011ZOtIαs spp. lo PeIleted 
Seeds to Control Sugar Beet Damping.off. By Yoshial日
CII IJ<UO 

μ
嘉

を加え 30 分振 と う 後， 風乾 さ せ， 種子表面 に 菌体 を 付着
さ せた 。 つ ぎ に 造粒機 を 用いて ペ レ ツ ト 化後， 温風に よ
り 乾燥 さ せた (図-1， 2) 。 な お ペ レ ッ ト 化 は N 及び H 両
者の 方法で行 っ た 。 前者の製造技術 は Germain 社 の ， ま
た後者のそれ は 独 自 開発技術 と さ れ る 。 資材等 は両者か
ら の提供で あ り ， その詳細 な 記述 は さ け る 。

H 措抗細菌添加ベ レ ッ ト 種子 中 の細菌の

生存期間

1 ぺ レ ッ ト 化前後の菌量の変化

ま ずペ レ ツ ト 化が菌量 に 与 え る 影響 を調 べた 。 細菌添
加ペ レ ツ ト 種子 を 殺菌乳鉢 で磨砕 し ， リ フ ァ ン ピ シ ン

表 ー 1 f:共試菌株

菌株 種名 由来
1218 Pselldomonas cepacia テ ン サ イ
87-45 蛍光性 Pseudomonas テ ン サ イ
25 蛍光性 Pselldomonas テ ン サ イ
21 蛍光性 Pselldomonas テ ン サ イ
RB425 Pseudomonas cepacia レ タ ス

テ ン サ イ 種子

細 菌 け ん 濁液へ浸淡
) パ ク テ リ ゼ ー シ ヨ ン

風姥
ト一一一- 1 ぺ ー 工程 A (造粒前乾燥裸種子)

造粒剤添加- [ 1ノ 工程 B (造粒途中)
トー一一一 } ッ ー 工程 C (造粒終了湿積子)

風乾 | ト
化

ペ レ ツ ト 組子一一一一 工程 o (風乾後の完成品)

図 ー 1 ベ レ ツ ト 化工程の概要

図 - 2 f吉抗制11菌 を導入 し た テ ン サ イ ペ レ ツ ト 種子 (左右) ，
裸種子 (中央)
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100 ppm を 添加 し た KB 培地 を 用 い た 希釈平板法 で菌
量 を 測定 し た。 ペ レ ッ ト 化前 の 種子付着菌量 は種子 1 9
当 た り 105�108 cfu で あ っ た が， ペ レ ツ ト 化直後に い ず
れの菌株 も 当初の菌量 よ り 大 き く 減少 し た 。 そ の減少程
度 は 菌株に よ っ て ， ま た製造方法 に よ っ て も 異 な り ， 103 
� 105 cfu ま た は そ れ以上減少 し た 菌株 も あ っ た (図-3) 。

2 ベ レ ッ ト 種子 に お け る 細菌の保存性

細菌添加ペ レ ツ ト を 室 温及 び 4 0C に 所定 期 間保 っ た
後， 同様の希釈平板法で菌量 を 測定 し た 。 こ の結果 も 菌
株閉 ま た製造方法でか な り 異 な っ た が， 4 0C保存 で は 菌
量の減少 は お お むね ゆ る や かで， 157 日 後 で も ペ レ ツ ト
化直後の菌量を維持 し て い た 。 し か し ， 室温保存 で は 全
菌株 と も 菌量が急激 に減少 し ， 30 日 �121 日 で検出 さ れ
な く な り ， 室温保存 は 困難 と 考 え ら れた (図-3) 。

皿 措抗細菌添加 ペ レ ッ ト 種子の苗立枯病

抑制効果

N 及 び H の 2 種類 の ペ レ ッ ト 種子 を 自 然 汚 染 土，
乃thium ultimum 接種土， Aρhanomyces cochlioides 接

種土， R. solani 接種土 を 詰 め た ペ ー パ ー ポ ッ ト に 矯種
し， そ の効果 を検討 し た 。

1 自 然汚染土 に お け る 発病抑制効果

図-4， 5 に 示 し た よ う に 細菌添加 N ペ レ ッ ト の 出芽は
細菌無添加のペ レ ツ ト 種子 の 出芽 に比べ阜 く ， か つ 出芽
率 も 85�95 % と 高 く ， 出芽前の苗立枯病抑制効果が認め

7 
6 f\ No.21 

� 5 
議 4
さ 3
明掴 2 
8 0 E 7 官 �t\-

N
O.l:a 

t十No.l218

思 3
2 
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。

図 - 3 ペ レ ッ ト 種子中 での搭抗細菌の生存
.ペ レ ッ ト 種子 (N 社) 4 'C保存
Oペ レ ツ ト 種子 ( 11 ) 室温保存
.ペ レ ッ ト 種子 ( H ) 4 'C保存
口ペ レ ツ ト 種子 ( H ) 室温保存
・ 裸種子 4 'C保存

ら れた 。 な か で も 21 ， 87-45 及 び 1 2 18 菌株添加区の 出芽
は良好であ っ た 。 裸種子で は 9 日 目以 降， 出芽後苗立枯
病が発生 し ， 20 %近 く 発病 し た が， 細菌添加ペ レ ツ ト 種
子 で は そ の発病率が少 な く ， 出 芽後 の苗立枯病 に 対 し で
も 効果が認め ら れた 。 ま た裸種子 と 無添加ペ レ ツ ト 種子
を比較す る と ， 無添加ペ レ ツ ト 種子 の ほ う が出芽率が高
く ， ペ レ ツ ト 化だ け で も 苗立枯病の発生 は減少 し た 。

100 

:)，j: 
ヰ.� 50 

(%)  

。

立
枯
t封
* 
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図-4 自 然汚染土 に お け る 措抗細菌導入ペ レ ッ ト 種子 の 出
芽率及び立枯苗率 (N ペ レ ツ ト )

. 1218 ・ 21
0 87-45 ...対照ペ レ ッ ト
口 25 ・ 裸種子

図 - 5 自 然土 に お け る 措抗細菌添加ペ レ ッ ト 種子 ( N 社)
の 出芽状況 (播種後 21 日 目 )

左上 ・ 1218 菌株 左下 RB 425 菌株
右上 対照 右下 : 2 1 菌株
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な お本土壌で発生 し た 立枯苗か ら 病原菌 を検出 し た 結
果， 乃Ithium spp. に よ る 苗立枯病が主で あ っ た 。

2 人工汚染土 に お け る 発病抑制効果 (表-2)

(1) 乃thium 接種土

フ ス マ 培養 し た P. ultimum を 殺菌 し た 覆 土 に 10 %
(容積比) に な る よ う に 混合 し た 。 対照無添加ぺ レ ッ ト 種
子 の発病度が 37 . 0 で あ っ た の に対 し ， 1218， 21 菌株添加

ペ レ ッ ト 種子 で は そ れ ぞ れ 15 . 2 及 び 18 . 5 で有意 に 低

く ， 苗立枯病抑制効果が認 め ら れた 。

(2) Aphanomyces 接種土

殺菌土 に A. cochlioides 卵胞子 け ん濁液 を 播種 と 同時

に 土壌 に 濃注 し て 汚染土 と し た 。 無添加ぺ レ ツ ト 種子の
発病度 に 対 し ， RB 425， 1218 及 び 21 菌株添加ペ レ ッ ト

は か な り 低 く な っ た が， 有意差 は認め ら れな か っ た 。
(3) Rhizoctonia 接種土
フ ス マ 培 養 し た 本 菌 の 菌 糸 融 合 群 第 4 群 を 覆 土 の

0 . 1  %添加 し て 汚染土 と し た が， 苗立枯病が激発 し ， そ の
た め に細菌の効果 は認め ら れ な か っ た 。

以 上 の よ う に 供 試 し た 菌 株 は 乃thium spp. 及 び A.
cochlioides に よ る 苗 立 枯 病 に 抑 制 効 果 を 示 し ，
Rhizoctonia solani に よ る 苗立枯病 に は効果が確認で き
な か っ た 。

W ペ レ ッ ト 種子播種後の テ ン サ イ 根面で

の措抗菌の菌量

N， H 両ペ レ ツ ト 種子 を ペ ー パ ー ポ ッ ト で育苗後， 本
圃へ定植 し ， 栽培期間 中 の 根面での菌量 を 経時的 に 測定

し た 。 な お育苗期 は根部全体の， 本圃定植後 は側根の そ

表 ・ 2 ペ レ ツ ト 種子 (N社) に 導入 し た 措抗細菌の各種病原菌
に よ る 苗立枯病 に対す る 効果

発病度B)

細菌 自 然土 Py . 接種土b) Ap . 接種土c) 悶1 . 接種土d)

RB425 1 . 2  de) 31 . 0abc 3 . 3  cd 48 . 8NS 

1218 6 . 5  bcd 15 . 2  c 0 . 7  cd 48 . 8NS 

21 0 . 7  d 18 . 5  bc 1 . 1  cd 51 . 0NS 

対照 13 . 6abc 37 . 0a 13 . 3  bc 48 . 8NS 

裸種子対照 31 . 9a 33 . 3ab 34 . 2a 62 . 2NS 

aJ 発病度 = (O X A + l x B + 2 x C + 3 X Ð+ 4 x E) X I00/4 x 調査
株数
0 : 無発病， l : !経症. 2 : 中症. 3 : 重症. 4 : 枯死

bJ 乃thium ultimum接種土

c) Aρhanomyces cochlioides接種土

dJ Rhizocfonia solani接種土

e) 同一英文字 を 付 し た 数値 の 問 に は ダン カ ンの多重検定で有意差
が な い こ と を 示す. NS は 有意差 が な い .

れぞれ表面菌量 を 測定 し ， 乾根 1 9 当 た り の 菌量 で表示

し た 。 図-6 に H ペ レ ツ ト の 結果 を 示 し た 。 括抗細菌 は 製

造過程で菌量が い っ た ん減少 し た が， テ ン サ イ の発芽 に

伴 っ て ， 根面 に 移行 ・ 増殖 し ， 発芽直後の 7 日 目 (本葉

未展開) で乾根 1 9 当 た り 107�109 cfu と な り ， 播種後 35

日 ま での育苗期 間 中 も 増減 す る が 104�107 cfu の 菌量 を

維持 し た 。 本圃 に 定植後， 菌量 は い ずれの菌株 も 徐々 に

減少 し た が， 6 � 7 月 の根部肥大期 (播種後 70�100 日 )
に 104�105 cfu と な り ， 10 月 の 収穫期 ( 同 160 日 頃) に

は ， さ ら に減少 し ， 103� 105 cfu と な っ た 。 生育期後半か

ら は肥大 し た 主根の表皮 と 側根の両者 の表面菌量 を測定

し た が， 両者 と も 同程度 に 付着 し て い た 。 ま た本試験で

は モ ノ ヒ カ リ 及 び ダ イ ヒ ルの 2 品種 を 供試 し た が， 同時

期の根面付着量 に 品種間で大 き な 差 は な か っ た 。

V 製造工程での菌量の減少時期

ペ レ ッ ト 種子製造後 に 括抗細菌の 菌量 を 測定 し た と こ

ろ ， 著 し く 減少す る こ と が明 ら か に な っ た が， 減少が ど

の段階で起 こ る の か を つ ぎ に 調 べ た 。 ペ レ ツ ト 化 は 造粒

過程 と 乾燥過程 に 分か れ る ( 図 1 ) 。 こ の 中 の 4 時期 (A

�D) に サ ン プ リ ン グ し て 菌量 を 測定 し た と こ ろ ， 減少 は

造粒時及 び乾燥時の両者で起 こ る こ と が明 ら か に な っ た

(表-3) 。
乾燥時の 温度が菌量減少 に 関与す る か ど う か を ， 指抗

菌の代わ り に 耐熱性 の 高 い Bacillus subtilis を 用 い た N

ペ レ ッ ト で調べた と こ ろ ， 菌量の減少 は 見 ら れ な か っ た
(表-3) こ と か ら 乾燥時の温風 も 菌量減少 に 関与 し て い る
と 考 え ら れた 。
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表 . 3 ペ レ ツ ト 化工程 (H及びN) に お げ る 菌量の変化

工程 と 菌量 (cfu/種子19)

菌株 Aa) B C D 

1218 (H )帥 5 . 3 X 10' 4 . 3 X 102 0 . 2 X 102 ND 
(N)  2 . 6 x  10' 3 . 0  x 10 

21  (H)  1 . 2 x  10. 1 .  7 x  10' 5 . 3 X 10' 1 . 6 x 10' 
(N)  9 . 5 x 10' 1 . 4 x 10' 

RB425 ( H) 3 . 3 x 10' ND ND ND 
( N) 1 . 7 x 102 ND 

558C) (N) 1 . 4  x 10' 1 . 5  x 10' 
対照 。 。

a) A : パ ク テ リ ゼー シ ョ ン後の乾燥種子 B : 造粒中 の 湿種子
C : 造粒後の湿種子 D : 乾燥後のペ レ ツ ト 種子

b) H : ホ ク レ ンベ レ ッ ト ， N : 日 甜ペ レ ツ ト
c) Bacillus subtilis : 措抗作用 は な い.

お わ り に

以上， 括抗根圏細菌の ペ レ ツ ト 種子への導入 に よ る テ

ン サ イ 苗立枯病の生物防除 に つ い て 紹介 し た 。 本試験 は

3 年間行 っ た が， 試験結果 に 年次 間 の ふ れ を 生 じ た り ，
ペ レ ッ ト 化時 に 菌量が減少す る な ど， 実用化 ま で に は解

決 し な け れ ば な ら な い 問題がい く つ か あ る 。

生物防除 は各種作物の様々 な病害 を標的に研究が行わ
れて い る が， 実用化 ま でた ど り 着 い た も の は非常 に 少 な

い の が現状で あ る 。 そ の原因の一つ に は農薬 な ど に 比べ，
効果が劣 る こ と が多 い の と と も に 取扱の 困難 さ が あ げ ら

れ る 。 そ の点、 ペ レ ツ ト 種子 は 取扱の容易 さ で優れて い

る 。 ペ レ ッ ト 種子への措抗微生物 の 導入 は ニ ン ジ ン及 び

テ ン サ イ 種子 に 丹thium oligandrum の 卵胞子 を 入 れた

例 (LUTCHMEAH and CooKE， 1985) が あ る だ け で細菌の導

入例 は な い。 種子 に 導入 し た 細菌 は ぺ レ ツ ト 化 に よ っ て

い っ た ん， 菌量が減少す る も の の ， 残存 し た細菌 は 種子

の発芽 に 伴 っ て 幼根 ・ 匪軸 に 移行 ・ 増殖す る こ と が明 ら

か に な っ て お り ， ペ レ ッ ト 化時 に 菌量 を い か に 低下 さ せ

な い かが今後の検討課題 と な る 。
ペ レ ツ ト 種子 は 元来機械播種への適合や発芽率の 向上

な ど を 目 的 に 開発 さ れた も の で， そ の工程 に は微生物 に

と っ て 必ず し も 好適 で な い 条件が含 ま れ る 。 し た が っ て

種子の発芽率， 発芽勢 を 損 な わ ず， 措抗微生物の活性 も
維持で き る よ う な条件の設定が必要 で あ る 。
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『応用植物病理学用 語集』
j賓屋悦次 (前農林水産省農業環境技術研究所微生物管理科長) 編著 B 6 判 506 ペ ー ジ

定価 4，800 円 (本体 4 ， 660 円 ) 送料 380 円

植物病理学研究 に 必 要 な 用語 に つ い て ， 植物病理学 は も ち ろ ん ， 農薬， 防除， 生化学， 分子生物学な ど に つ い

て も 取 り 上 げ (約 6 ， 800 語) ， 紛 ら わ し い 用 語 に は簡単 な説明 を 付 け そ れぞれ を 英和， 和英 に 分 け て ア ル フ ア ベ ッ

ト JI買 に 掲載 し ， ま た ， 付録 に は植物の ウ イ ル ス ， 細菌， 線虫の分類表 を 付 し た 用語集です。 植物病理学 の 専門家

は も ち ろ ん広 く 植物防疫の関係者 に と っ て ご活用 い た だ き た い用語集です。

お申 し込みは前金 (現金書留 ・ 郵便振替 ・ 小為替な ど) で直接本会 ま でお申 し 込み下 さ い。
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コ ガ ネ ム シ類の性 フ ェロ モ ン

蚕糸 ・ 昆虫農業技術研究所 レ ア ル ・ ウ ォ ル タ ー ・ ソ ア レ ス

コ ガ ネ ム シ類は卵か ら 踊期 ま で を 土 中 で過 ご し ， 幼虫

は種々 な作物の地下部 を 加害す る た め ， 農林業上重要 な

難防除害虫 と な っ て い る 。 そ こ で， 環境 に優 し い新 し い

防除法の 開発 を 目 指す た め ， コ ガ ネ ム シ類の性 フ ェ ロ モ
ン 等 に 関 す る 化学生態学的研究が進め ら れて い る 。 し か

し ， 世界的 に も こ れ ら 食葉性 コ ガ ネ ム シ類の化学物質 に

よ る 交信 に対す る 関心が高 ま っ て い る に も かか わ ら ず，
そ の性 フ ェ ロ モ ン等の セ ミ オ ケ ミ カ ル ス (情報伝達物質)
の単離 ・ 同定は遅れて い る 。 そ れ は 汎用 的で確実 な 実験
室 内 で の 生物検定が非常 に 困難 で あ っ た た め で あ る 。
我々 が コ ガ ネ ム シ 類 の 性 フ ェ ロ モ ン 研究 を 始 め た 時 に
は ， わ ずか に 3 種の性 フ ェ ロ モ ン が知 ら れて い る だ け で

あ っ た 。 す な わ ち ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の牧草害虫であ る
Costelytra zealandica で は フ ェ ノ ー ル 化合物 (HENZELL

and LOWE， 1970) ， マ メ コ ガ ネ で は ラ ク ト ン 化 合 物

(TUMLINSON et al . ，  1977) ， ヒ メ コ ガ ネ で は エ ス テ ル化合

物 (TAMAKI et al. ， 1985) が性 フ ェ ロ モ ン と し て 同定 さ れ

て い る に過 ぎ な か っ た 。 他の種々 な コ ガ ネ ム シ類で も 性

フ ェ ロ モ ン の 存在が 明 ら か に さ れ て い る が， 物質 の 単
離 ・ 同定 に は至 っ て い な か っ た 。

こ こ で は蚕糸 ・ 昆虫農業技術研究所 と 千葉県農業試験
場で現在行 っ て い る コ ガ ネ ム シ類の フ ェ ロ モ ン 等 に 関す
る 共同研究の成果の一部 を 紹介す る 。

I 最 近 の 成 果

生物検定 (風洞試験， 野外試験 に か か わ ら ず) に よ っ
て 性 フ ェ ロ モ ン を検出 し 単離 ・ 同定 す る こ と の 困難 さ を

軽減す る た め ， 簡便 な生物検定手段 と し て 非常 に 有効な

GC-EAD ( ガ ス ク ロ 直結触角電位検出器) が開発 さ れて

お り ， ド ウ ガ ネ プイ プ イ の場合 に は こ の 方法が用 い ら れ

た 。 た だ し ， 従来の銀線電極 に よ る 手法で は反応が検出

で き な い の で， 特製の ア ク リ ル板製支持台 に よ り 触角 の
ラ メ ラ (葉状突起) 部 を 固定 し て 回路 に 組 み 込 む GC­
EAD を 工夫 し た (LEAL et al. ，  1992a) 。 こ れ に よ り ド ウ
ガ ネ プイ プイ の性 フ ェ ロ モ ン の 主成分 と し て (R， Z) -5-

(-) - (oct-1-enyJ) oxacyclopentan-2-one が 同 定 さ れ た
(LEAL， 1991) 。 ま た ， 主成分の光学異性体 (s-体) は誘
引 を 匝 害 す る こ と が 明 ら か に な っ た (LEAL and 

Sex Pheromones of Scarabe BeetIes. By Walter LEAL 
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密閉容器 に 入 れ， 空気捕集法で揮発性物質 を 集 め 分析 し

た と こ ろ ， 主成分 (92 . 5 % ) 以 外 に ， 微量成分 (約 7 . 5 % )  

が得 ら れた 。 こ の微量成分 を 同定 し 化学合成 し 野外試験

に よ り 有効性 を 確認 し た (特許申請中) 。

オ オ ク ロ コ ガ ネ 性 フ ェ ロ モ ン の場合 は ， 処女雌の誘引

活性 を 実験的 に 確認す る こ と がで き な か っ た た め ， 室 内
の生物検定 は あ き ら め ， カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ

り 分離 し た 成分物質 を 直接野外 に 設置 し ， 誘引性 を 検定
す る 分離 ・ 検出方法 を 工夫 し ， 性 フ ェ ロ モ ン の 主成分 は
L-isoleucine methyl ester と 同 定 し た (LEAL et al. ，  

1992b) 。 ま た ， 雌成虫 の 分泌腺 に 存在す る R- (ー) ー リ ナ ロ

ー ル に は誘引 性 は認 め ら れ な か っ た 。 こ の微量成分 と 主

成分 は協力作用 が あ る こ と を 確認 し た (LEAL et al.， 準備

中) 。
GC-EAD を チ ビサ ク ラ コ ガ ネ (体長 1O�12 mm) の よ

う な触角 の 小 さ い コ ガ ネ ム シ に適用 す る こ と は難 し い。
そ こ で， 本種 に対 し て は， 代 わ っ て 高分解能 ガ ス ク ロ マ
ト グ ラ フ 直結行動観察法 (GC-BB) を 用 い て ( 図 1 ) ， 活

性の あ る 成分 を調 べ た 。 こ の 方法 は ， ガ ス ク ロ マ ト グ ラ

フ ィ ー に よ っ て 分離 さ れた 各成分の活性 を 行動観察で調

べ る も の で あ る 。 す な わ ち ， ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ の キ ャ
ピ ラ リ ー カ ラ ム か ら 出 た も の を 2 方向 の 流れ に 分 け て ，

水素炎 イ オ ン検出器 (FID) と 雄成虫 を 入れた プ ラ ス チ ッ
ク 箱 に 通 し て ， 同 時 に FID の 記録 と 行動観察 を 可能 に し

た も の で あ る 。 極性及 び無極性 カ ラ ム を 用 い て ， チ ピサ
ク ラ コ ガ ネ の単一成分か ら な る 性 フ ェ ロ モ ン と し て 2

(E) -nonenol を単離 ・ 同定 し た (LEAL et al. ，  1992c) 。

E ド ウ ガ ネ ブイ ブ イ 性 フ ェ ロ モ ン の誘引

性評価試験

ド ウ ガ ネ プ イ プ イ 性 フ ェ ロ モ ン の 誘 引 性 に つ い て ，
1992 年の夏， 野外 に お け る 評価試験 を つ く ば市 と 千葉市
の 2 カ 所で行 っ た 。 つ く ば市で は ， 6 月 28 日 � 7 月 13 日
の 聞 に ， サ ン ケ イ 化学株式会社製 の 水盤 ト ラ ッ プ を 用 い

て ， 合成性 フ ェ ロ モ ン を 付 け た ト ラ ッ プ と コ ン ト ロ ー ル

( フ ェ ロ モ ン な し ) の ト ラ ッ プの誘引 性 を 比較 し た 。 合成

性 フ ェ ロ モ ン は処女雌の放出物 と 同 じ 割合で活性成分 を

混合 し た 。 す な わ ち ， (R， Z) ー (ー ) 一5一 ( オ ク ト ー1- エ ニ ル)
オ キ サ シ ク ロ ペ ン タ ン ー2ー オ ン 92 . 5% と 微量成分 7 . 5 %
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を混ぜた も の で あ る 。 こ の混合物 10 mg を 付 け た ト ラ ッ
プ と コ ン ト ロ ー ル ト ラ ッ プは ， 15 m 離 し て 栗林の近 く に
設置 し た 。 16 日 間の 調査 の 結果 (図 2 ) ， コ ン ト ロ ー ル ト
ラ ッ プに は ド ウ ガ ネ ブイ プイ 成虫 は 1 頭 も 誘引 さ れな か
っ た の に 対 し て ， 合成性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に は 合計

図ー1 GC-BB 装置 (上) ， 行動観察容器 内 の性 フ ェ ロ モ ン

吹 き 出 し 口 に集 ま っ た チ ピサ ク ラ コ ガ ネ (下)

120 ----;;トー フェロモ ン ト ラ y プ
-ー 無処理

。
ト
ス 80

1ト-'-

Au

 

dq

 

\
お
剖
議
案

。

6/28 7/1 7/4 7/7 7/13 

円 付
図- 2 つ く ば市での ド ウ ガ ネ プ イ プ イ 合成性 フ ェ ロ モ ン誘

引性試験の結果

530 頭が誘引 さ れ た 。 1 日 当 た り 0�105 頭 が 誘 引 さ れ
た 。 7 月 9 日 に誘引 さ れた個体数は ト ラ ッ プの捕獲能力
を超え て い た と 思わ れ る (図-3) 。

千葉市で は ， ま ず合成性 フ ェ ロ モ ン と 処女雌の誘引 性
を比較 し た 。 7 月 3 日 � 6 日 に ， 主成分 92 . 5 % と 微量成
分 7 . 5 % の 混合合成性 フ ェ ロ モ ン ( 10 mg) を 付 げ た ト ラ
ッ プに は 68 頭の雄成虫が誘引 さ れた 。 一方， ケ ー ジ の 中
に処女雌 2 頭 を 入 れ た ト ラ ッ プ に は 29 頭 の雄成虫が誘
引 さ れた 。 ま た ， コ ン ト ロ ー ル ト ラ ッ プに は l 頭 も 捕獲
さ れ な か っ た 。 即 ち ， 10 mg の合成性 フ ェ ロ モ ン は明 ら か
に処女雌 2 頭 よ り ， 雄成虫 を誘引 す る 能力 が高か っ た 。

二つ の 成分の割合 と 誘引性の関係 は ， 7 月 8 日 �13 日
に ， 千葉市で調査 し た 。 図 4 に 示 し た よ う に 微量成分 を
1�20 % 含 む と き に 誘 引 性 が 認 め ら れ， 特 に 10 か ら
20 % の割合で含 む と き に は ， 合成性 フ ェ ロ モ ン の誘引性
が処女雌 よ り 高 く な っ た 。 し か し ， 5， 10，  15， 20 % の処
理問で は有意差 (Sche任e F-test， 5 % ) が な か っ た 。 す
な わ ち ， 幅広い混合割合の範囲 で混合物 は誘引性 を 示 し
た 。 (R， Z )  - (-) -5- ( オ ク ト ーl 叩エ ニ ノレ ) オ キ サ シ ク ロ ペ ン
タ ン ー2-オ ン 90 % と 微量成分 10 % の 混合合成性 フ ェ ロ
モ ン は処女雌の放出割合 と 近 い た め 実 際 に 適用 で き る と
考 え た 。

図 - 3 捕獲 さ れ た ド ウ ガ ネ プ イ プ イ で一杯に な っ た 水盤 ト

ラ ッ プ. こ れ以上に誘引 き れ で も 捕獲 し な い と 思わ

れ る .
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皿 チ ビサ ク ラ コ ガ ネ 性 フ ェ ロ モ ン の誘引

性評価試験

チ ビサ ク ラ コ ガ ネ の 性 フ ェ ロ モ ン は ， 混合物で は な く ，
2- (E) -nonenol 単一成分で あ っ た 。 ま ず， 性 フ ェ ロ モ ン
の 量 に 関 し て は， 1�20 mg な ら ば誘引性に大 き な違い は
な か っ た 。 6 月 1 6 日 �17 臼 に ， 日 本 た ば こ の ト ラ ッ プを
地上 90 cm に設置 し て ， 調査 を 行っ た と こ ろ ， 1， 5， 10， 
20 mg の ト ラ ッ プの 捕獲虫数 の 割合 は そ れ ぞ れ 24 . 5，
33 . 9， 22 . 6， 18 . 9  % で あ っ た 。 性 フ ェ ロ モ ン量聞 に は有
意差がな い と 結論 し た 。 し か し ， ト ラ ッ プの 高 さ は 捕獲
数 に 大 き な影響 が あ る こ と がわ か っ た 。 90 cm と 30 cm
の 高 さ で 6 月 19 日 �29 日 に 比較 し た と こ ろ ， サ ン ケ イ
の ト ラ ッ プの場合 は ， 30 cm の ト ラ ッ プ に 平均 297 頭が
捕獲 さ れた が， 90 cm に は 143 頭 し か捕獲 さ れな か っ た 。
日 本た ば こ の ト ラ ッ プの場合 は ， そ れぞれ 357 頭 と 45 頭
が捕獲 さ れた。 ト ラ ッ プ を地面に埋め込む場合 に つ い て
は， 6 月 29 日 � 7 月 2 日 に 日 本た ば こ の ト ラ ッ プ を 用 い
て比較 し た 。 埋 め 込 みの場合 (図ー5) ， よ り 誘引性が高か
っ た 。 す な わ ち ， 30 cm の ト ラ ッ プ に 平均 296 頭捕獲 さ れ
た が， 埋め込み ト ラ ッ プに は 443 頭捕獲 さ れた。 し か し ，
そ の こ つ の 高 さ 聞 に は有意差 (Scheffe F-test， 5 %) が
な く ， 実用 的 に は ト ラ ッ プ を 埋 め込 ま な い 方が簡便であ
る 。

標識虫再捕獲法で調べた と こ ろ ， チ ビサ ク ラ コ ガ ネ 合
成性 フ ェ ロ モ ン は マ ス ト ラ ッ ピ ン グ に 使 え る 可能性が高
い こ と が認め ら れた (長谷川 ら ， 準備中) 。 日 本 た ば こ の
ト ラ ッ プ 6 個 を そ れぞ れ 50 m ず つ 離 し て 円型 に設置 し

判細
川司
議
案

5 1 0  1 5  

微此成分の'川 合

20 処k側主
2 li頃

図 - 4 ド ウ ガ ネ プイ プ イ の微量成分の含有割合 ( l�20 %) 
が誘引性に及ぽす影響

(図-6) ， 真 中 に 357 頭 を放 し て ， 回収率 を二 日 間 に わ た
っ て調べた。 一晩 目 に 237 頭が捕獲 さ れ， そ の次 の 晩 に
更 に 17 頭 が 捕獲 さ れ た。 す な わ ち ， 放 し た 雄成 虫 の
71 . 2  % が二 日 間で回収 さ れ た 。

N オ オ ク ロ コ ガ ネ性 フ ェ ロ モ ン の誘引性

評価試験

野外 に お け る オ オ ク ロ コ ガ ネ 性 フ ェ ロ モ ン の誘引性の
評価試験 を 1992 年 の 夏 つ く ば市 で行 っ た 。 7 月 24 日
� 8 月 19 日 の 聞 に サ ン ケ イ 化学株式会社製 の 水盤 ト ラ
ッ プ を 用 い て 3 回実験 し た 。 コ ン ト ロ ー ル ( フ ェ ロ モ ン
な し ) の ト ラ ッ プ， 主成分 ( L イ ソ ロ イ シ ン ・ メ チ ル エ
ス テ Jレ ) ， 微量成分 (R- (-) リ ナ ロ ー jレ ) 及 び主成分 と 微
量成分の混合物 (5 : 1 ) の ト ラ ッ プの 4 種類 に つ い て 比
較 し た 。 コ ン ト ロ ー ノレ ト ラ ッ プ と 微量成分の み の ト ラ ッ
プでは l 頭の成虫 も 捕獲 さ れな か っ た が， 主成分単独の
ト ラ ッ プ と 主成分 と 微量成分の混合物 (5 : 1 ) の ト ラ ッ

図 - 5 地面 に埋め込んだ ウ イ ン ズ ト ラ ッ プ

66.4% 
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図 ー 7 オ オ ク ロ コ ガ ネ 性 フ ェ ロ モ ン の混合物 ( 5 : 1 ) と 主
成分に よ る 捕獲虫数

プでは両者 と も 高 い誘引性 を 示 し た (図ー7) 。 平均 し て 上
述の混合物 は 主成分単独の場合 よ り 4 . 5 倍誘引性が高か
っ た 。 両成分の混合割合 に つ い て は ， 幅広い範囲で調べ
て も 同 じ よ う な結果が認 め ら れた 。 す な わ ち ， L- イ ソ ロ
イ シ ン ・ メ チ ルエ ス テ ルだ け を利用 す る よ り L- イ ソ ロ イ
シ ン ・ メ チ ノレエ ス テ ノレ と R- (ート リ ナ ロ ー /レ の 混合物の 方
が誘引 性が高 い と 結論 さ れ た 。

V 海外での研究 と コ ガ ネ ム シ類の性 フ ェ

ロ モ ン剤の実用化

環境 に優 し く 対象害虫 の み を選択的に コ ン ト ロ ー ルで
き る 性 フ ェ ロ モ ン を生物農薬 と し て 活用 す る 研究が世界
的 に 実施 さ れ て お り ， 既 に ， 鱗麹 目 を 中心 に か な り の 数
の性 フ ェ ロ モ ン剤が開発 さ れ販売 さ れて い る 。 し か し ，
コ ガ ネ ム シ類 で は ， Costelytra zealandica， マ メ コ ガ ネ ，

ヒ メ コ ガ ネ の性 フ ェ ロ モ ン が， そ れぞれの害虫の モ ニ タ
リ ン グの た め に利用 さ れて い る 程度で あ る 。

性 フ ェ ロ モ ン の存在が明 ら か に さ れな が ら ， ま だ化学
構造が未 同 定 で あ る コ ガ ネ ム シ 類 と し て Phyllophaga，
Lachnoste問a， PoPillia， Pach.がus， Polyphylla， Plectis， 
Anomala， Melolontha， Costelytra， Rhizotrogus， Rhae­
仰ea， αclocePhala， Cotinis に属す る コ ガ ネ ム シ類があ
る 。 そ こ で， 現在 フ ェ ロ モ ン研究 で世界 を リ ー ド し て い
る ROELOFS (CorneIl 大学) が 「芝草 を加害す る コ ガ ネ ム
シ類の性 フ ェ ロ モ ン同定j を 手 が け て い る 。 ま た ， 他の
大学等で も 同 じ よ う な研究が進 め ら れ て い る 。 例 え ば，
Arkansas 大 学 の ]OI l NSON は 果 実 を 加 害 す る Cotinis
nitida を ， Kentucky 大 学 の PorrEl1 は 芝 草 害 虫 の
Cyclocej;hala の性 フ ェ ロ モ ン を研究 し て い る 。 し た が っ
て ， 今後多 く の重要な コ ガ ネ ム シ 類の 性 フ ェ ロ モ ン が解
明 さ れ， 防除な ど に 利用 さ れ る 日 も 近 い であ ろ う 。

最後 に ， 共同研究者 と し て ご協力頂 い た 千葉県農業試
験場の 津田正昭 と 長谷川誠の両氏 に 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ
ま す。
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本誌 B 5 判 12 冊 l 年分が簡単 に ご 自 分で製本で き る 。
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平成 4 年度 に 注 目 された 病害虫試験薬剤

イ ネ ・ ム ギ

殺 虫 剤
平成 4年度一般委託試験の地域検討会 は 11 月 仏 総合判定会議 は 12 月 15-17 日 に開催 さ れ， 慎重に審議 さ れ た 。 水稲、 麦関

係の害虫に対 し て は 138 製剤が委託試験に付 さ れた 。 各製剤 は複数の害虫に対象 と さ れ， 合計 322 種類の試験が全国で反復試験

さ れた 。 う ち 天敵生物に対す る 影響 は 2 薬剤につ い て 試験 さ れた。 そ れ ら の 中 で， 下表に ま と め た 単剤及 び そ れ を 上 回 る 混合剤

の 158 件に安定 し た効果が確認 さ れ， 実用の域にあ る も の と判定 さ れた 。 混合剤 で は下表の殺虫有効成分の ほ かに， ププロ フ ェ

ジ ン. RH-5992. イ ソ プロ チ オ ラ ン . MEP. カル ボ ス fレ フ ァ ン， プロパ ホ ス ， イ ミダク ロ プ リ ド ， ジ メ チ ル ピンホ ス . BPMC. 

ク ロ ル ピ リ ホ ス メ チ ル を含有す る 殺虫剤 あ る い は殺虫殺菌剤に実用性が認め ら れた 。

害虫別に は ツ マグロ ヨ コ バイ， ウ ンカ類， ニカ メ イ チ ュウ， コ プ ノ メ イ ガ， カ メ ム シ類， イ ネ ミ ズ ゾウム シ ， イ ネ ドロ オ イ ム

シ の臓に実用性が認め ら れた薬剤が多 か っ た 。 イ ネ シンガ レ センチ ュウに対 し て も 育苗箱施用剤の実用性が認め ら れた 。 実用性

が認め ら れた剤型では粉剤 DL が圧倒的に多 く ， 全体の 68 %. 次 い で育苗箱施薬剤の 13 % . 水面施用粧剤の 9 % な どが多 か っ た 。

今年度 は飛来性のウ ンカ類， 定住性の ヒ メ ト ピウ ンカ， ツ マグロ ヨ コ バイ， イ ネ ドロオ イ ム シ な どに少発生判定不能の例があ

っ た 。 し か し 少発生に も かか わ ら ず試験面積 を 広 く 取 っ た り ， 試験区の設定に万全 を期 し た り ， 調査標本数 を増や す な ど工夫 を

凝 ら し て 試験 を行 っ た例が見 ら れた の で， そ れ ほ ど多 く の判定不能例 は な か っ た 。

カメ ム シ に対す る 試験では対象虫が捕獲で き な か っ た た め に， 二次的 な斑点米混入量で判定 し た り ， 普及 を 考慮 し て 判定 し た

も のが あ っ た 。 次善の策と し て や む を得 な い側面 も あ る が， 散布時期， 発生量， 散布団数な ど を 十分考慮 し な い と試験薬剤に厳

し さ を 要求 し て し ま う こ とにな り か ね な い 。 し か し ， 昨今， 社会や普及場面にお い て 農薬の有効性と低廉性， 薬剤施用 の省力化，

そ し て 環境保全な どが必要と さ れて い る 折か ら ， 今後， 試験， 判定法につ い て 関係者の聞 で十分論議す る 必要が あ る 。

作 物 名
薬 剤 名 ・ 剤 型

イ ネ

AKD-1022粉剤
CG白162位剤
CG-162粒剤
エ ンバ MC
MTI-500MC 
MTI-500MC 
OK-8903粒剤
OK-890唖位剤
OK-8903粒剤
オ ン コ ル粒剤 5
パ ダ ン水和剤
PP-682粒剤
PP-682粉弗j
PP-682EW 
RH5992水和剤
RH5992粉剤 DL-75
2レーパ ン粒剤
レ ル ダ ン粒剤 S
シ ク ロ サー ルパ ッ ク 剤

安定 し た 実用 的効果が認め ら れた単剤

有効成分， 含有量

新規化合物 2%
フ ラ チ オ カ ル プ 2 . 5%
フ ラ チ オ カ ル プ 2 . 5%
ペ ル メ ト リ ン 10%
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 20%
エ ト フ ェ U プ ロ ッ ク ス 20%
ベ ン フ ラ カ ル プ 3%
ベ ン フ ラ カ ル プ 3%
ベ ン フ ラ カ ル プ 3%
ベ ン フ ラ カ ル プ 5 . 0%
カ ル タ ッ プ塩酸塩 50 . 0%
フ ル フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 1 . 0%
フ ル フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 0 . 5%
フ ル フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 15%

新規化合物 10%
新規化合物 0 . 75%
ペ ン ス ル タ ッ プ 4%
ク ロ ル ピ リ ホ ス メ チ ル 5%
シ ク ロ プ ロ ト リ ン 5%

対 象 害 虫

ヒ メ ト ピ， セ ジ ロ ， ツ マ グ ロ
イ ネ ミ ズ
ヒ メ ト ピ， セ ジ ロ ， ツ マ グ ロ
イ ネ ミ ズ
カ メ ム シ， ツ マ グ ロ
ヒ メ ト ピ ウ ン カ
イ ネ ミ ズ
ヒ メ ト ピ， セ ジ ロ
イ ネ ド ロ
イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ
ニ カ メ イ チ ュ ウ
イ ネ ミ ズ， イ ネ ド ロ
イ ネ ド ロ ， ウ ン カ
ヒ メ ト ピ， セ ジ ロ ， カ メ ム シ
コ プ ノ メ イ ガ
ニ カ メ イ チ ュ ウ
イ ネ ミ ズ
イ ネ ド ロ
イ ネ ミ ズ， イ ネ ド ロ
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使 用 量

4kg/l0a. 散布
40g/箱， 移植3 日 前
50g/箱， 移植当 日
50倍200ml/箱， 移植当 日
2 ， 000倍， 散布
2 ， 000倍， 散布
40g/箱， 移植当 日 . 3 目 前
50g/箱， 移植当 日 . 3 目 前
40g/箱， 移植3 目 前
60g/箱， 移植当 日
300g/10a. ooJ条施用
3kg/l0a. 散布
3kg/l0a. 散布
1 ， 000倍， 散布
1 ， 000倍， 散布
3kg. 4kg/1Oa. 散布
80g/箱， 移植当 日
3kg/10a. 散布
600g/1Oa. 投げ込み
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作 物 名
有効成分， 含有量 対 象 害 虫 使 用 量

薬 剤 名 ・ 剤 型

シ ラ ト ッ プ EW シ ラ フ ル オ フ ェ ン 19 . 0% カ メ ム シ類 4kg/l0a， 散布
シ ラ ト ッ プ粉剤 DL シ ラ フ ル オ フ ェ ン 0 . 5% ウ ン カ 3kg/l0a， 散布
シ ラ ト ッ プ粉剤 DL シ ラ フ ル オ フ ェ ン 0 . 5% コ ノ T ネ イ ナ ゴ 4kg/l0a， 散布
TI-304粒剤 ニ テ ン ピ ラ ム 1% ウ ン カ 4kg/l0a， 散布
TI-304粒剤 ニ テ ン ピ ラ ム 0 . 25% ヒ メ ト ピ， セ ジ ロ 3kg/l0a， 数布
ト レ ポ ン粒剤 エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 1 . 5% ニ カ メ イ チ ュ ウ 3kg/l0a， 散布
ト レ ポ ン サ ー フ エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 1 . 0% ト ビ イ ロ ウ ン カ ， ニ カ メ イ チ ュ ウ 500m l/l0a， 水面滴下
ト レ ポ ン サ ー ブ エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 4% イ ネ ミ ズ， イ ネ ド ロ 300m!/10a， 水面滴下

ム ギ
ト レ ボ ン乳剤 エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 20% ム ギ ク ピ レ ア プラ ム シ 2 . 000倍， 散布

殺 菌 剤

(農業研究セ ンタ 一 平井一男)

平成 4 年度のイ ネ ・ ム ギ関係殺菌剤 は合計 221 件 に つ い て 試験 さ れた。 試験薬剤の病害別内訳はイ ネ で は 15 病害 に 対 し 156 件

で， 近年そ の防除が問題と な っ て い る 種子伝染性の も み枯細菌病， 苗立枯細菌病， 褐条病に対 し て は 33 件で， い も ち 病， 紋枯病

に次 い で多 か っ た 。 ま た 防除の省力 化 を 狙 っ た 試験では剤型の異 な る 本田投げ込み型薬剤が注 目 さ れた 。 ま た ム ギ で は 11 病害に

対 し 65 件で， う ど ん こ 病対象が最 も 多 く ， 本年 も EBI 剤で極 め て 効果の高 い薬剤が認 め ら れた 。 こ れ ら の薬剤の中 で本年実用性

有 り と判定 さ れた薬剤数 は い も ち 病 に対 し 27， 紋枯病 16， ご ま 葉枯病 7， ばか苗病 6， も み枯細菌病 ・ 苗立枯細菌病 ・ 褐条病 11，

そ の他 2 ， ム ギで は う ど ん こ 病 8 ， 赤 か ぴ病 2 ， な ま ぐ さ 黒穂病， 赤 さ び病， 斑葉病が各 1 であ っ た 。 こ れ ら の 中 で新規成分の

薬剤， ま た注 目 さ れた 剤 を下表 に 示す。

作 物 名

薬 剤 名 ・ �J 型

イ ネ

(種子消毒)
KNF-320 フ ロ ア プル

HOF-9001 フ ロ ア プル

ス タ ー ナ水和剤
ド イ ツ ボ ル ド ー A

テ ク リ ー ド 乳剤

OK-8801水和剤
(育苗箱施薬)
0301粒剤
カ ス ミ ン粒剤

フ タ バ ロ ン粉剤

(本 田散布)

有効成分， 含有量 対 象 病 害

イ プ コ ナ ゾー ノレ 5 . 0%，
水酸化第 2 銅 4 . 6%

も み枯細菌， 苗立枯細菌， ばか苗

病
病ち

病
病
病
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性
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ベ

オ

塩
イ プ コ ナ ゾー ル 12 . 5% ご ま 葉枯病， ばか苗病

新規化合物 30% ばか苗病

新規化合物 4%
カ ス ガ マ イ シ ン 2%

い も ち 病

褐条病
も み枯細菌病
も み枯細菌病カ ス ガ マ イ シ ン 5%，

メ タ ス ル ホ カ ル プ 5%

DL 
MON -240  0 . 85 % 粉 剤 | チ フ ルザ ミ ド 0 . 85% 紋枯病

0301 フ ロ ア プル
MON-240 2%粒剤
5-658粒剤
オ リ ゼ メ ー ト 粒剤20
べ フ ラ ン液剤25
CG-193粒剤

(本田投げ込み剤)
5F-9201 

新規化合物 15%
チ フ ル ザ ミ ド 2%
新規化合物 1 . 5%
プ ロ ベ ナ ゾ ー ル 20%
イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 25%
ピ ロ キ ロ ン 8%

い も ち 病
紋枯病
紋枯病
い も ち 病
穂枯れ， 稲 こ う じ病
い も ち 病

使 用 量， 備 考

200倍24時間 ・ 20倍10分浸潰， 20 
倍10% ス ラ リ ー， 7 . 5倍 3 %吹付
200倍24時間， 20倍10% ス ラ リ ー
20倍10分浸潰， 7 . 5倍 3 % 吹付

20倍10分， 7 . 5倍 3 %吹付

300倍24時間浸潰
500倍24時間， 50倍10分浸潰， 50 
倍10%塗布， 20倍 3 %吹付
10倍 3 % 吹付

移植当 日 50g

育苗覆土混和20g

覆土混和 15g 及 び20g

育苗覆土 1 L に 3 g 混和

3kg/l0a 散布

1 . 500倍散布
4kg/l0a 散布
3kg/l0a 散布
lkg/l0a 
2 . 000倍散布
4kg/l0a， 1 回散布

1O�13個/lOa 投げ込みピ ロ キ ロ ン 24% い も ち 病
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作 物 名
薬 剤 名 ・ 剤 型

ム ギ
(緩子消毒)
マ ネ ー ジ水和剤
へ ル シ ー ド 水和剤

(本圃散布)
ア フ ガ ン乳剤
ア ル ト 液剤
シ ル パ キ ュ ア EW

NS-185乳剤

RPJ-362 フ ロ ア プル
SSF-129SC 

植 物 防 疫 第47巻 第3号(1993 年)

有効成分， 含有量

イ ミ ベ ン コ ナ ゾー ル 15%
ベ ア ラ ゾエ ー ト 20%

ピ ラ ゾ ホ ス 27 . 5%

シ プ ロ コ ナ 、ノー ル 9 . 7%
テ プ コ ナ ゾー ル 23 . 5%
ト リ ア ジ メ ホ ン 100g/L.

プ ロ ク ロ ラ ズ 450g/L
プ ロ ム コ ナ ゾ ー ル 200g/L

新規化合物 10%

対 象 病 害

な ま ぐ さ 黒穂病
斑葉病

う ど ん こ 病
う ど ん こ 病
う ど ん こ 病
う ど ん こ 病

使 用 量， 備 考

種子0 . 2%乾 ・ 湿粉衣
0 . 4%種子乾粉衣

500. 1 . 000倍散布
3 . 000倍散布
1 . 000倍散布
1 . 000倍散布

赤 さ ぴ病 1 1 . 000. 1 . 500倍散布

う ど ん こ 病， 赤 さ び病 1 1 . 000. 2 . 000倍散布

NF-144 ド ラ イ フ ロ ア プル | エ ポ キ シ コ ナ ゾ ー ル 50% 娘紋病， う ど ん こ 病， 赤 さ ぴ病 1 (眼) 2 . 000倍. ( う ) 4 . 000倍. (赤)

野菜 ・ 花 き

殺 虫 剤

4 .  000�6 . 000倍数布

(農業研究センタ ー 内藤秀樹 ・ 福田徳治)

本年度 は殺虫剤， 殺ダニ剤， 殺線虫剤等 を合わ せ . 182 の薬剤が委託試験に付 さ れ， 総合判定会議におい て ， 延べ 284 薬剤が実

用性あ り と 判定 さ れた 。 作物の種類で 47種， 害虫の種類は 44 種(�類は 1 種 と 数 え た ) と 多岐に渡 っ た 。 こ れ ら の 中に は新規

薬剤， 適用作物の舷大， 剤型や施用 方法の変更， 濃度変更な どが含 ま れ る 。

本年度で特徴的にい え る こ と は， 生物農薬であ る EN-STRIP(オンシ ツ ツ ヤ コ パチ ) と SPIDEX(チ リ カ プ リ ダニ) が初め て

実用性あ り の判定 を受けた こ と であ る 。 ま た ， 多 く の作物にわ た っ て 試験が行わ れた薬剤 も 多 く ， 三つ以上の作物で実用性あ り

の判定 を 受けた 薬剤 を 示す と ， コ ナガでガゼ ッ ト 粒剤， アオ ム シ で CG-167水和剤， KM-202 水和剤， シロイ チ モ ジ ヨ ト ウで ト

レ ボ ン EW. アブ ラ ム シ類で CG-167水和剤， ペイ オ フ ME 液剤， ガ ゼ ッ ト 粒剤， サンマイ ト フロア プル. TI-304 水溶剤， マラ

パ ッ サ く ん煙剤， ア グ ロ ス リ ン乳剤， ア デ イ オ ン乳剤， ト レ ポン乳剤， ハ ダニ類でアー デン ト 水和剤， サンマイ ト フロア プル，

ピ ラ ニ カ EW. テ ル ス タ ー水和剤， ダニ ト ロンフロア プル， ネ コ プセ ンチ ュウで IKI-1l45 粒剤 1 . 5， HCN-80l-5 %粒剤が上 げ

ら れ る 。

こ こ で は， 紙面の都合か ら 主要な作物の う ち 注 目 さ れ る 薬剤に絞 っ て ， ご く 一部 を 下表に示 し た 。

主要な野菜 ・ 花 き に お い て 実用性あ り の判定 を 受 け た 葉剤 (一部)

作 物 名
有効成分， 含有量 対 象 害 虫 使用量， 備考

薬 剤 名 ・ 剤 型

キ ャ ベツ

MK-242 フ ロ ア プル 新規化合物 10% コ ナ ガ 2 . 000倍

OK-405水和剤31 ピ リ ミ カ ー プ 24%， BT 菌産出結 コ ナ ガ， ア ブラ ム シ類 1 . 000f音

品毒素 7%

エ ビ セ ク ト DF チ オ シ ク ラ ム 50% コ ナ ガ， ア オ ム シ， ア プ ラ ム シ類 1 . 000倍
CG-167水和剤 ジ ア フ ェ ン チ ウ ロ ン 50% ア オ ム シ， ア プ ラ ム シ類 1 . 500倍
KM-202水和剤 BT 製剤 ア オ ム シ 2 . 000倍

ダ イ コ ン

ダイ ア ジ ノ ン 粒剤 5 ダ イ ア ジ ノ ン 5% キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ 6kg/10a 
ス テ ッ ド 粒剤 エ チ ル チ オ メ ト ン 3%， キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ 4kg/10a 

ペ ン フ ラ カ ル プ 3%

ペ イ オ フ ME 液剤 フ ル シ ト リ ネ ー ト 4 . 4% ア オ ム シ， ア プ ラ ム シ類 1 . 000倍

ネ マ ト リ ン粒剤 ホ ス チ ア ゼ ー ト 1% ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ 30kg/10a 
ナス

]T-201液剤 オ レ イ ン酸 カ リ ウ ム 30% ノ 、 ダニ類 50倍
サ ン マ イ ト フ ロ ア プル ピ リ ダペ ン 20% ハ ダニ類， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 1 . 500倍
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作 物 名
薬 剤 名 ・ 剤 型

TI-3ゆ4粒剤

ラ ノ ー乳剤
ピ ラ ニ カ EW

ピーマ ン

ア ド マ イ ヤ ー l 粒剤

ア ー デ ン ト 水和剤
ダ イ ズ

ト レ ボ ン EW
ラ ー ビ ン フ ロ ア プル

ネ ギ

ガ ゼ ッ ト 粒剤
フ ロ ー ピ ア 水和剤

RH-5992 フ ロ ア プル
ト マ ト

EN-STRIP 
KI-61粒剤

IKI-1l45粒剤1 . 5
パ レ イ シ ョ

TI-304水溶剤
NI-20乳剤

キ ュ ウ リ

TI-304粒剤
MTI-502 く ん煙剤

イ チゴ

SPIDEX 
TMI-895AS 

メ ロ ン

ホ ス ビ ッ ト ジ ェ ッ ト
テ ル ス タ ー く ん煙剤
ト レ ボ ン乳剤

カ ーネ ー シ ョ ン

テ ル ス タ ー水和剤
ロ テ・ ィ ー乳剤

キ ク

TAI-108EW 
ア グ ロ ス リ ン乳剤

ハ フ
カ ス ケ ー ド 乳剤
ア デ イ オ ン フ ロ ア プル
ロ デ ィ - VP く ん煙頼粒

有効成分， 含有量 対 象 害 虫 使用量， 備考

新規化合物 1% ア ブ ラ ム シ類， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ 1 2g/株

ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン 10%
テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 10%

ミ ウ 7

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
チ ャ ノ ホ コ リ ダニ

1 . 000倍
2 . 000{i音

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 1% ア ブ ラ ム シ類， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ 1 1g/株
ミ ウ マ

acrinathrin 3% ハ ダニ類 1 . 000倍

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10% 1 7 メ シ ン ク イ ガ
チ オ ジ カ ル プ 32% ハ ス モ ン ヨ ト ウ

1 . 000倍
750倍
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1 . 000倍
1 . 000倍

新規化合物 1% ア プ ラ ム シ類
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 6% ア プ ラ ム シ類

2g/株
20g/10qm' 

チ リ カ プ リ ダニ | ハ ダニ類

新規化合物 5% ハ ダニ類
60 : 1 よ り 多 く
1 . 000倍

DDVP 15% ア プ ラ ム シ類 1 32g/400m' 
ピ フ エ ン ト リ ン 2% ハ ダニ類， ア プ ラ ム シ類 1 30g/100m' 
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 20% タ パ コ コ ナ ジ ラ ミ 1 1 . 000倍

ピ プ エ ン ト リ ン 2% い 、 ダニ類 1 1 . 000倍
フ ェ ン プロ パ ト リ ン 7 . 5% ハ ダニ類 1 2 . 000倍

ピ リ ダ フ ェ ン チ オ ン 4% ア プ ラ ム シ類 1 100倍
シ ベ ル メ ト リ ン 6% キ ク ヒ メ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ 1 2 . 000倍

フ ル ブ エ ノ ク ス ロ ン 10%
ペ ル メ ト リ ン 10%

ノ 、 ダニ類
ア プ ラ ム シ類

1 . 000倍
1 . 500倍
20g/100m' フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7%. DDVp l ア プ ラ ム シ類

10% 

殺 菌 剤

(野菜 ・ 茶業試験場 浜村徹三)

平成 4 年度 に 試験 さ れた薬剤 は ， 野菜 ・花 き な ど 59 作物， 125 薬剤， 502 件(昨年度 173 薬剤. 556 件) で あ っ た(未了 分 を 含

む) 。 こ れ ら の 中 で， 新規 ま た は未公表の化合物 を有効成分 とす る 薬剤 は 13(昨年度 は混合剤 を含 め て 31) で あ っ た 。 対象と さ

れた病害は野菜類で 157病害， 花 き 類で 31 病害であ っ た 。 こ れ ら の 中か ら ， 過去の試験成績 を 含 め て ， 実用性の有無 ま た は継続
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の必要性につ い て 検討 さ れ， 実用性あ り と判断 さ れた 薬剤の 中か ら ， と く に効果の 高 か っ た薬剤及 び特記す べ き 薬剤 を 紹介す る 。

作 物 名
有効成分， 含有量 対 象 病 害 使 用 量， 備 考

薬 剤 名 ・ 剤 型

ト マ ト

KUF-6201 フ ロ ア プル メ パ ニ ピ リ ム 40% 灰色か ぴ病 2000. 3000倍

ポ リ ペ リ ン水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5% 灰色かぴ病 1000倍

ポ リ オ キ シ ン B 15% 

MBF-50 ド ラ イ フ ロ ア プル 塩基性塩化銅 50% 疫病 500倍

ス パ ッ ト サ イ ド フ ロ ア プル フ ル オ ル イ ミ ド 40% 疫病 500倍

ジ マ ン ダ イ セ ン水和剤 マ ン ゼ プ 75% 疫病 800倍

ル ビ ゲ ン く ん煙剤 フ ェ ナ リ モ ル 1% 葉 か び病 40g!200m' 

ナス

ル ピ ゲ ン 水和剤 フ ェ ナ リ モ ル 12% す す か び病 6000倍

CF-873 く ん煙頼粒 ジ エ ト フ ェ ン カ ノレ プ 12% 灰色かぴ病 8g!100m' く ん煙

プ ロ シ ミ ド ン 18%

ピーマ ン

オ リ ゼ メ ー ト 粒剤 プ ロ ベ ナ 、ノ ー Jレ 8% 斑点、病 5. 10g!株

ラ リ ー水和剤 ミ ク ロ プタ ニ ル 10% う ど ん こ 病 4000. 6000倍

キ ュ ウ リ

CF-873 く ん煙頼粒 ジ エ ト フ ェ ン カ ル プ 12% 灰色か ぴ病 8g!100m' 

プ ロ シ ミ ド ン 12%
NNF-8905 フ ロ ア プル 8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 炭 そ 病 1000. 1500fi音

ナ レ ー ト 水和剤 オ キ ソ リ ニ ッ ク 酸 10% 炭 そ 病 1000倍

8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 50%
ダ コ ニ ー ル1000 TPN 40% 褐斑病 1000倍

パ イ コ ラ ー ル水和剤 ビ テ ル タ ノ ー ル 25% う ど ん こ 病 2500. 5000fi音

ベ ノレ ク ー ト 水平日剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ルベ ン ゼ ン う ど ん こ 病 4000f音

ス ル フ ォ ン 酸塩 40%

ジ マ ン ダイ セ ン水和剤 マ ン ゼ プ 75% べ と 病 800倍

メ ロ ン

フ ジ オ キ シ ラ ン水和剤 キ ャ ブ タ ン 20% 斑点細菌病 400. 600f音
8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 30%

ポ リ オ キ シ ン AL 水和剤 ポ リ オ キ シ ン複合体 50% つ る 枯病 10. 50倍塗布

カ ボチ ャ

AKD-5015 フ ロ ア プル 硫黄 52% う ど ん こ 病 1000倍

サ ル フ ァ ー ゾル 硫黄 52% う ど ん こ 病 1000イ音

ア リ エ ッ テ イ 水和剤 ホ セ チ ル 80% ベ と 病 400. 800倍

サ ン ド フ ァ ン C 水和剤 オ キ サ ジ キ シ ル 10% 疫病 750倍

塩基性塩化銅 64 . 3%
サ ン ド フ ァ ン C 水和剤 オ キ サ ジ キ シ ル 10% 褐斑細菌病 500. 750倍

塩基性塩化銅 64 . 3%

ス イ カ

ス ミ プ レ ン ド 水和剤 ジ エ ト フ ェ ン カ ル プ 12 .5% つ る 枯病 1500. 2000f音
プ ロ シ ミ ド ン 37 . 5%

ベ フ ド ー 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 2 . 5% 炭 そ 病 500f音

塩基性塩化銅 73 . 5%

ダイ コ ン

リ ゾ レ ッ ク ス 粉剤 ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル 5% 亀裂褐変症 20. 40kg!10a (全面処理)
( リ ゾ ク ト ニ ア 菌)

キ ャ ベツ

CG-169水和剤 、 メ タ ラ キ シ ノレ 25% 立枯性病害 0 . 3. 0 . 5 % 種子粉衣

( ピ シ ウ ム 菌)
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作 物 名
有効成分， 含有量 対 象 病 害 使 用 量， 備 考

薬 剤 名 ・ 朔j 型

NCS カ ーパ ム 50% 根 こ ぶ病 3倍 90Ll10a

ロ ニ ラ ン ド ラ イ フ ロ ア プル ピ ン ク ロ ゾ リ ン 50% 菌核病 2000倍

コ サ イ ド ボ ル ド ー水和剤 水酸化第2鏑 76 . 8% 黒腐病 1000fi音

ハ ク サイ

NCS カ ー パ ム 50% 根 こ ぶ病 3f音 90Ll10a

ア リ エ ッ テ イ 水和剤 ホ セ チ ル 80% ベ と 病 1500倍

テ レ オ 水和剤 オ キ ソ リ ニ ッ ク 酸 10% 軟腐病 1000fi音

塩基性塩化銅 60%

パ ク テ サ イ ド 水和剤 オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン 1% 軟腐病 1000倍

ス ト レ プ ト マ イ シ ン 10%
水酸化第2銅 38 . 4%

プ ロ ッ コ リ ー

ア ロ ン サ イ ド 水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 0 . 5% 根 こ ぶ病 15. 20kg/10a (作条処理)

30kg/10a (全面処理)

ス タ ー ナ水和剤 オ キ ソ リ ニ ッ ク 酸 20% 軟腐病 2000倍

ナパナ

フ ロ ン サ イ ド 粉剤 フ ル ア ジ ナ ム 0 . 5% 根 こ ぶ病 30. 40kg/10a (全面処理)

タ マ ネ ギ

FT-891水和剤 フルア ジナム 50%. ホ セ チ ル 50% ボ ト リ チ ス 葉枯症 1500f音

ス パ ッ ト サ イ ド フ ロ ア プル フ ル オ ル イ ミ ド 40% ポ ト リ チ ス 葉枯症 500倍

ク リ ー ン ヒ ッ タ ー フ ロ ア プル オ キ サ ジ キ シル 6 . 4%. TPN 32% 白 色疫病 1000倍

フ ロ ン サ イ ド 水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 50% 白 色疫病 1000倍

ア ロ ン サ イ ド 水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 50% 灰色腐敗病 2000倍

KF-9002水和剤 塩基性塩化銅 58 . 8% べ と 病 800倍

RH-8801穎粒水和剤 マ ン ゼ プ 75% べ と 病 600倍

ア リ エ ッ テ イ ボ ル ド ー水和剤 ホ セ チ ル 25% 軟腐病 500倍

塩基性塩化銅 (銅 25%)

レ タ ス

ゲ ッ タ ー 水和剤 ジ エ ト フ ェ ン カ ル プ 12 . 5% 灰色かび病 1000. 1500倍

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 52 . 5%

ロ ニ ラ ン ド ラ イ フ ロ ア プル ピ ン ク ロ ゾ リ ン 50% 灰色か び病 1500倍

ニ ン ジ ン

リ ゾ レ ッ ク ス 粉剤 ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル 5% 根腐病 20kg/lOa (全面処理)

ホ ウ レ ン ソ ウ

リ ゾ レ ッ ク ス 粉剤 ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル 5% 根腐病 20. 40kg/10a (全面処理)

テ ク ト ジ ン 水和剤 オ キ サ ジ キ シ ル 8% ベ と 病 800. 1000倍

ス ル フ ェ ン 酸系 35%

ア ス パ ラ ガス

ト リ フ ミ ン 水和剤 ト リ プ ル ミ ゾ-1レ 30% 立枯病 1000倍 3L/m'濯注

ポ リ ペ リ ン 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5%. 灰色かび病 1000fi音

ポ リ オ キ シ ン B 15% 

ポ リ ペ リ ン 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5% 茎枯病 1000倍

ポ リ オ キ シ ン B 15% 

ア ロ ン サ イ ド 水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 50% 斑点、病 2000倍

イ チゴ

KUF-6201 フ ロ ア プル メ パ ニ ピ リ ム 40% 灰色か ぴ病 2000. 3000倍

SRK く ん煙剤 ピ リ フ ェ ノ ッ ク ス 5% う ど ん こ 病 10g/100m' 

イ オ ウ ゾル 硫黄 52% う ど ん こ 病 800倍
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作 物 名
有効成分， 含有量 対 象 病 害 使 用 量， 備 考

薬 剤j 名 ・ �J 型

RPJ-364 フ ロ ア プル プ ロ ム コ ナ ゾー ル 100g/L 炭 そ 病 2500. 4000倍

CF-873 く ん鍾頼粒 ジ エ ト フ ェ ン カ ル プ 12% 灰色かぴ病 8g/100m3 く ん煙

プ ロ シ ミ ド ン 18%

ジ ャ ガイ モ

FT-891水和剤 フ ル ア ジナ ム 50%. ホ セ チ ル50% 疫病 2000倍

MBF-182 フ ロ ア プル プ ロ パモ カ ル プ塩酸境 248g/L 疫病 250. 400倍

? ン ゼ プ 301 . 6g/L

SKF-9002水和剤 塩基性塩化鍋 58 . 8% 疫病 600. 800倍

dimethomorph 15% 
HOF-8903水和剤 オ キ ソ リ ニ ッ ク 酸 10% 軟腐病 500倍

カ ス ガマ イ シ ン 2 . 5%
コ サ イ ド ボ ル ド ー水和剤 水酸化第2銅 76 . 8% 軟腐病 1000倍

エ ン ド ウ

BJL-861徴粧剤 ダ ゾ メ ッ ト 98% 首立枯病 20. 30kg/1Oa 

ダイ ズ

CG-169水和剣 メ タ ラ キ シ ル 25% 立枯性病害 ( ピ シ ウ ム 菌) 0 . 3. 0 . 5%種子粉衣
NF-143粉剤 DL エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 0 . 5% 紫斑病 3. 4kg/1Oa 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 3%
デ ュ ポ ンベ ン レ ー ト チ ウ ラ ム 20%. ベ ノ ミ ル 20% 紫斑病 0 . 4%種子粉衣

イ ンゲ ン マ メ

z ボ ル ド ー水和剤 塩基性塩化銅 58% か さ 枯病 500倍

サ ツ マ イ モ

非病原性 フ ザ リ ウ ム 菌 非病原性フザリウム菌5X108個々 つ る 智j病 500倍苗切 り 口 17時間浸潰

コ ンニ ャ ク

リ ド ミ ル粒剤 メ タ ラ キ シ ル 2% 根腐病 5kg/10a (繕土時)
ス タ ー ナ水和剤 オ キ ソ リ ニ ッ ク 駿 20% 腐敗病 30. 50. 100倍吹 き 付 け
テ レ オ 水和剤 オ キ ソ リ ニ ッ ク 酸 10% 葉枯病 1000倍

塩基性塩化銅 60%

テ ンサイ

ア ル ト 液剤 シ プ ロ コ ナ ゾー ル 9 . 7% 褐斑病 3000倍
グ リ ー ン ダイ セ ン M 水和剤 マ ン ゼ プ 75% 褐斑病 500倍
カ ス ミ ン ボ ル ド ー カ ス ガ マ イ シ ン 5% 斑点病 800倍

塩基性塩化銅 (銅 45%)

シ ョ ク ヨ ウ ユ リ

ル ミ ラ イ ト 水和剤 チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 45% 鱗茎 さ ぴ病 35倍瞬間球根漫潰
ト リ プ ル ミ ゾー ル 15%

キ ク

CG-19乳剤 プ ロ ピ コ ナ ゾー ル 25% 白 さ ぴ病 3000倍
マ ネ ー ジ乳剤 イ ミ ベ ン コ ナ ゾー ル 5% 黒 さ ぴ病 500. 1000倍
NCS カ ーパ ム 50% 苗立枯病 3倍 90L/1Oa

J 、ヲ-
NNIF-9222エ ア ゾー ル ププロ フ ェ ジ ン 0 . 1% 黒星病 原液

ペ ル ト メ ト ン 0 . 2%
ミ ク ロ プタ ニ ル 0 . 1%

NNIF-9222エ ア ゾー ル プ プロ フ ェ ジ ン 0 . 1% う ど ん こ 病 原液
ベル ト メ ト ン 0 . 2%
ミ ク ロ プタ ニ ル 0 . 1%
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作 物 名
有効成分， 含有量 対 象 病 害 使 用 量， 備 考

薬 剤 名 ・ 剤 型

ト ル コ ギキ ョ ウ

ゲ ッ タ ー水和剤 ジ エ ト フ ェ ン カ ル プ 12 .5% 灰色かぴ病 1000， 1500倍

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 52 . 5%

ポ リ オ キ シ ン AL 水和剤 ポ リ オ キ シ ン複合体 50% 灰色か ぴ病 2500倍

ユ リ

フ ロ ン サ イ ド 水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 50% 鱗茎 さ ぴ病 100， 200倍瞬間球根浸演

リ ン ド ウ

ダ コ ニ ー ル 1000 TPN 40% 業枯病 1000倍

ベ フ ラ ン水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 25% 葉枯病 1500倍

ポケ
TGA-54 エ ア ゾ ー ル エ ト フ ェ ン プロ ッ ク ス 0 . 1% 赤星病 原液

ヘ キ サ コ ナ ゾー ル 0 . 002%

殺 虫 剤

果 樹

(野菜 ・ 茶業試験場 手塚信夫)

平成 4 年度の果樹農薬連絡試験で は リ ン ゴで 45， オウ ト ウ 9， ハ スカ ッ プ 1 ， カ ン キ ツ 47， 落葉果樹 63 合計 165 種の殺虫剤が

試験 さ れた 。 こ れ ら の薬剤 は い ずれ も 現在使用 さ れて い る 殺虫剤の欠点 を補 う べ く 将来 を 期待 さ れて い る も ので あ る 。 殺虫剤の

効果試験に対 し て は色々 の注文があ る が， 試験 を取 り巻 く 環境 は年々 窮屈 に な っ て い る 。 将来の事 を 考 え 効率的な試験法の開発

が望 ま れ る 。

作 物 名

薬 剤j 名 ・ 剤 型

リ ン ゴ

シ ラ ト ッ プ水和剤
サ イ ハ ロ ン水車日剤
ア デ イ オ ン水和剤
ア グ ロ ス リ ン 水和剤
MTI-500MC 

RH-5992 フ ロ ア プル

ア タ プ ロ ン SC

XRD-473 フ ロ ア プル

ア ー デ ン ト 水和剤
AKD-2025乳剤
TMI-895AS 
サ ン マ イ ト 穎粒水和剤j
サ ン マ イ ト 水和剤
シ ラ ト ッ プ水和剤
ア グ ロ ス リ ン水和剤
ア デ イ オ ン水和剤
TI-304水和剤
ア タ プ ロ ン SC
パ イ ス ロ イ ド EW
ピ ラ ニ カ 水和剤

カ ン キ ツ

AKD-2025 フ ロ ア プル
AKD-2025乳剤
SU-8801-DF 

有効成分， 含有量

シ ラ フ ル オ フ ェ ン 20%
シ ハ ロ ト リ ン 5%
ベ ル メ ト リ ン 20%
シ ペ ル メ ト リ ン 6%
エ 卜 フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10%

ク ロ ル フ ル ア ズ ロ ン 10%
ヘ キ サ フ ル ム ロ ン 7%
ア タ リ ナ ス リ ン 3%

? 
ワ

ピ リ ダペ ン 65%
ピ リ ダベ ン 20%
シ ラ フ ル オ フ ェ ン 20%
シ ペ ル メ ト リ ン 6%
ペ ル メ ト リ ン 20%

ニ ン テ ン ピ ラ ム 10%
ク ロ /レ フ ル ア ズ ロ ン 10%
シ フ ル ト リ ン 5%
テ テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 10%

ワ・
ワ・

対 象 病 害 虫

モ モ シ ン ク イ ガ
H 
H 
M 
H 

ハ マ キ ム シ 類
H 
H 

ハ ダニ類
H 
H 
H 

リ ン ゴ サ ピ ダ ニ
キ ン モ ン ホ ソ ガ
ギ ン モ ンハ モ グ リ ガ

H 
ア ブ ラ ム シ類
ヒ メ シ ロ モ ン ド ク ガ

ミ パエ
ミ パエ

ミ カ ン ハ ダニ

11 

使用量， 備考

2000倍
300Qf音
3000倍

2000倍
1000倍

1500倍

3000倍
2000倍
1000倍
1000倍
1000倍
5000倍
1000倍
2000倍
2000倍

3000倍
10001音
3000倍
4000倍
2000倍

1000倍
1000倍
4000倍
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使用量， 備考作 物 名

薬 剤 名 ・ 剤 型

TAI-103乳剤

フ ロ ン サ イ ド SC

サ ン マ イ ト 頼粒水和剤
AKD-5015 フ ロ ア プル

OK-9103 フ ロ ア プル
サ ル プ ァ ー ゾル
ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア プル

SA-8903水和剤
ヤ マ セ ッ ト 水和剤
NC-169水和剤
セ ビ ン フ ロ ア プル

サ ン マ イ ト 水和剤
CG-167水和剤
ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア プル

ペ イ オ フ ME

オ リ オ ン 水草日弗j
NNI-825乳剤

ア グ ロ ス リ ン 水和剤
テ ル ス タ ー水和剤
セ ピ ン フ ロ ア プル

ピ ワ

ダニ ト ロ ン フ ロ ア プル

キ ウ イ ヲルーツ

サ ン マ イ ト 水和剤

ナ シ

ノ ン マ イ ト 水和剤

ロ デー フ ロ ア プル

ベ イ オ フ ME 液剤
セ ピ ン フ ロ ア プル

ヤ マ セ ッ ト 水和剤
ノ fー マ チ オ ン 水和剤
ロ デー水和剤
NI-20乳剤
ベ イ オ フ ME
セ ピ ン フ ロ ア プル

ラ ー ピ ン フ ロ ア プル

ノ ー モ ル ト 水和剤
ア タ プ ロ ン SC

ア グ ロ ス リ ン 水和剤
AKD-2025乳剤
SI-9009乳剤
MTI-732EW 
ハ ー ビ液剤
MTI-732乳剤
MTI-732EW 

有効成分， 含有量 | 対 象 病 害 虫

フ ル プ ロ キ シ フ ェ ン 5% 11 
ピ リ ダP フ ェ ン チ オ ン 20%
フ ル ア ジ ナ ム 50% 11 
ピ リ ダベ ン 65% 11 
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ジ ア フ ェ ン チ ウ ロ ン 50% 11 
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 10% 11 
フ ル シ ト リ ネ ー ト 4% 11 
ア ラ ニ カ ル プ 40% コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

ア ミ ト ラ ズ 10% ロ ウ ム シ類

ププ ロ フ ェ ジ ン 10%
シ ベ ル メ ト リ ン 6% カ メ ム シ類
ビ フ エ ン ト リ ン 2% 11 
NAC 42% コ ア オ ハ ナ ム グ リ
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ピ リ ダベ ン 20% チ ャ ノ ヒ メ ハ ダニ

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5% ア ブ ラ ム シ類

へ キ シ チ ア ゾ ク ス 5%

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5% 11 
フ ル シ ト リ ネ ー ト 4% 11 
NAC 42% 11 
マ ラ ソ ン 15%， NAC 20% シ ン タ イ ム シ類
フ ェ ンパ レ レ ー ト 10%， MEP 30% I 11 
フ ェ ン プロ ノ f ト リ ン 10% 11 
ト ラ ロ メ ト リ ン 1%， DDVP 40% 11 
フ ル シ ト リ ネ ー ト 4% 11 
NAC 42% 11 
チ オ ジ カ ル プ 32% 11 
テ フ ルベ ン ズ ロ ン 5% 11 
ク ロ ル フ ル ア ズ ロ ン 10% ハ マ キ ム シ類
シ ベル メ ト リ ン 6% 11 

? ハ ダニ類

ミ ルベ メ ク チ ン 1% 11 
プ ロ フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10% 11 
ピ ア ラ ホ ス 18 . 0% 11 
プ ロ フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10% ナ シ サ ピ ダニ
プロ フ ェ ン プロ ッ ク ス 10% 11 
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作 物 名
薬 剤 名 ・ 剤 型

有効成分， 含有量 対 象 病 害 虫 使用量， 備考

剤

剤

和

和

水

水

'hE
'h'

 

ン

イ

司
ア
マ

一

ン

モ

ア

ノ

モ

マ プ リ ッ ク ジ ェ ッ ト

カ ス ケ ー ド 乳剤
KI-63乳剤
ア デ イ オ ン水和剤
ア デ イ オ ン フ ロ ア プル

ロ デー乳剤
マ プ リ ッ ク EW
セ ピ ン フ ロ ア プル

ア ー デ ン ト 水和剤

51司9009乳剤

タ イ タ ー ル乳剤

ア プロ ー ド 水和剤

ウ メ

マ プ リ ッ ク EW

プルー ン

ア デ イ オ ン フ ロ ア プル

ブ ド ウ

シ ラ ト ッ プ水和剤
ア グ ロ ス リ ン 水平日剤
ノ ン マ イ ト 水和剤

サ ン マ イ ト フ ロ ア プル

シ ラ ト ッ プ水和剤
ア デ イ オ ン フ ロ ア プル

マ プ リ ッ ク EW

オ マ イ ト 水和剤
ピ ラ ニ カ 水和剤

カ キ

シ ラ ト ッ プ水平日剤
ア ー デ ン ト 水和剤
サ イ ハ ロ ン水和剤
ロ デ ー乳剤
ノ fー マ チ オ ン 水和剤
シ ラ ト ッ プ水和剤
ノfー マ チ オ ン 水和剤
ノ ン マ イ ト 水和剤

テ ノレ ス タ ー水和剤

シ ラ ト ッ プ水和剤
ア } デ ン 卜 水和剤
テ ル ス タ ー水和剤
ロ デー乳剤
マ プ リ ッ ク EW

ア タ リ ナ ス リ ン 3%

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5%，

へ キ シ チ ア ゾ ク ス 5%

フ ルパ リ ネ ー ト 15%
フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン 10%

ワ
ペ ル メ ト リ ン 20%
ペ ノレ メ ト リ ン 10%
フ ェ ン プロ パ ト リ ン 10%
フ ルパ リ ネ ー ト 19%

NAC 42% 
ア ク リ ナ ス リ ン 3%

ミ ルベ メ ク チ ン 1%
フ ェ ニ ソ プ ロ モ レ ー ト 30%，
へ キ シ チ ア ゾ ク ス 5%
プ プロ フ ェ ジ ン 25%

フ ルパ リ ネ ー ト 19%

ベ ル メ ト リ ン 10%

シ ラ フ ルオ フ ェ ン 20%
シ ペ ル メ ト リ ン 6%
フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5%，
へ キ シ チ ア ゾ ク ス 5%
ピ リ ダベ ン 20%
シ ラ フ ル オ フ ェ ン 20%

ベ ル メ ト リ ン 10%
フ ルパ リ ネ ー ト 19%

BPP5 30% 
テ テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 10%

ア プラ ム シ類
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シ ラ フ ルオ フ ェ ン 20% カ メ ム シ類

ア ク リ ナ ス リ ン 3% 11 
ピ フ エ ン ト リ ン 2% 11 
フ ェ ン プロ パ ト リ ン 10% カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

フ ルパ リ ネ ー ト 19% 11 

1000倍

1500倍

50g ・ 嫌煙
4000{i音
1000倍

3000倍
1500倍
200Qf音
2000倍

500倍

1000倍

1000倍

1500倍

1000倍

4000倍

1500倍

2000倍

3000倍
1500倍

1500倍

2000倍

1500倍

8000倍

1000倍
2000倍

2000倍
1000倍

3000倍

2000倍

2000倍

2000倍

1500倍

2000倍

2000倍
1000f音
2000倍

1500倍
2000倍
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作 物 名 有効成分， 含有量 対 象 病 害 虫 使用量， 備考
薬 剤 名 ・ 剤 型

ノ ン マ イ ト 水和剤 フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5%. ハ ダニ類 1500倍

ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 5%

ダニ ト ロ ン フ ロ ア プル フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト 5% H 500{音

サ ン マ イ ト 水平日剤 ピ リ ダベ ン 20% H 1000f音

(果樹試験場 高木一夫)

殺 菌 剤
平成 4年度の果樹関係農薬連絡試験では， リ ンゴ 44 剤， オウ ト ウ 6 剤， ナシ 32 剤， モ モ 22 剤， そ の他核果類 9 剤， ブ ドウ 26

剤， カキ 20 剤， カンキ ツ 25 剤， キウイ フ ル ー ツ 7剤がそ れぞれ供試 さ れた。 供試剤の特徴と し て は ， 既知水和剤の フロアブル

化並びに EBI 剤との混合剤が 目 立 つ た 。 以下， 効果及 び薬害の面か ら 検討が加 え ら れ， 実用性の認め ら れた薬剤j を樹種別に列記

し た 。

作 物 名
有効成分， 含有量 対象病害虫 使用量， 備考

薬 剤 名 ・ 剤 型

リ ン ゴ (倍)

ア ル ト ッ プDF ジ ラ ム 37;5% す す 点 ・ す す斑病 750 

チ ウ ラ ム 22 . 5 %  

ピ リ フ ェ ノ ッ ク ス 2 . 0% 

ポ ル ッ ク ス 水車日剤 ホ セ チ ル 40% 輪紋病 1000 

マ ネ ー ジ水和剤 イ ミ ベ ン コ ナ ゾー ル 15% す す 点 ・ す す斑病 2000 

ジ ア リ ン水和剤 ジ チ ア ノ ン 25% 輪紋病 600 

8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 

PR-065水和剤 キ ャ プタ ン 60% 赤星病 800 

ヘ キ サ コ ナ ゾー ル 1 %  斑点落葉病
う ど ん こ 病

RPJ-364 フ ロ ア プル プ ロ ム コ ナ ゾー ル 10% 黒星病 4000 

FT-891水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 20% 斑点落葉病 1500 

ホ セ チ ル 50% 

FT-911SC フ ル ア ジ ナ ム 15% 斑点落葉病 800 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 25% 

ペー ス ト 状ボ ル ド ー液A 硫酸銅 7 . 9% 斑点落葉病 20 

水酸化 カ ル シ ウ ム 29 . 9% 

展着剤 0 . 7% 

パ ス ポ ー ト フ ロ ア プル TPN 53% す す点 ・ す す斑病 1000 

褐斑病 1000 

OK-9102 ド ラ イ フ ロ ア プル ジ ラ ム 50% 斑点落葉病 600 

チ ウ ラ ム 30% 

KUF-6201 フ ロ ア プル メ パニ ピ リ ム 40% 斑点落葉病 2000 

黒星病
KUF-9101水和剤 ジ ラ ム 43 . 7% 赤星病 1000 

チ ウ ラ ム 26 . 3% 斑点落葉病
メ パニ ピ リ ム 10% 黒点病

ポ リ ペ リ ン水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5 %  黒星病 1500 

ポ リ オ キ シ ンB 15% 

RH-7592 フ ロ ア プル fenbuconazole 22% 赤星病， 黒夏病 8000 

デ ラ ン フ ロ ア プル ジ チ ア ノ ン 40% モ ニ リ ア 病 1000 

ベ ル ク ー ト 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ノレ キ Jレ 褐斑病 1000 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 40% す す 点 ・ す す斑病

ベ フ ラ ン液剤25 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 25% 黒星病 1500 

褐斑病 2000 
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作 物 名
有効成分， 含有量 対象病害虫 使用 量， 備考

薬 剤 名 ・ 剤 型

TF-163水和剤 ヘ キ サ コ ナ ゾー ル 0 . 5% 赤星病 500 

マ ン ゼ プ 65% 

RH-8801頼粒水和剤 マ ン ゼ プ 75% 斑点落葉病 600 

プ ロ ー ダ水和剤 マ ン ゼ プ 65% 黒点病 500 

ミ ク ロ プ タ ニ ル 2% 

オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル 8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン鋼 35% 黒星病 1000 

サ イ ク ル ス ト ッ プ水和剤 ジ ラ ム 50% 黒星病 600 

ピ リ フ ェ ノ ッ ク ス 2% 

ス ペ ッ ク ス 水和剤 ジ ラ ム 50% 黒星病 800 

チ ウ ラ ム 30% 斑点落葉病

プ ェ ナ リ モ ル 1 . 8% 

NS-178水和剤 fluquinconazole 25% 赤星病， 黒星病 5000 

NF-1l6水和剤 チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 20% 斑点、落葉病 600 

ホ セ チ ル 60% 

RNF-137水和剤 ジ ラ ム 25% 黒星病 500 

チ ウ ラ ム 25% 

ホ セ チ ルAL 30% 

ス コ ア水和剤10 ジ フ ェ ノ コ ナ ゾー ル 10% 斑点落葉病 4000 

う ど ん こ 病 3000 

NNF-8905 フ ロ ア プル 8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% す す 点 ・ す す斑病 1000 

パ イ レ ト ン水和剤 5 ト リ ア ジ メ ホ ン 5% 黒星病 1000 

YF-5452水和剤 ジ ラ ム 50% 黒星病， 赤星病 1000 

チ ウ ラ ム 30% 斑点落葉病

ヘ キ サ コ ナ ゾー ル 1% 黒点病

オ ウ ト ウ

RPJ-364 フ ロ ア プル プ ロ ム コ ナ ゾー ル 10% 灰星病 2500 

RPJ-916 フ ロ ア プル イ プ ロ ジ オ ン 50% 灰星病 1000， 1500 

カ ン キ ツ

キ ノ ン ド ー フ ロ ア プル 8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% そ う か病 600 

黒点病 800 

キ ン セ ッ ト 水和剤80 水酸化第 2 銅 20% か い よ う 病 1000 

8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 60% 

FT-911SC フ ル ア ジ ナ ム 15% そ う か病 750， 1000 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 25% 灰色かび病

ア ロ ン サ イ ド SC フ ル ア ジ ナ ム 50% そ う か病， 2500 

灰色か び病

OK-9103 フ ロ ア プル 硫黄 50% 黒点、病 400 

塩基性硫酸銅 8 . 4% 

ベ ル ク ー ト 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル 灰色かび病 1000 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 40% 

DRF-801水和剤 イ プ ロ ジ オ ン 30% 灰色かび病 1000 

イ ミ ノ ク タ ジ ン ア lレ キ ノレ

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 20% 

CF-873 く ん煙頼粒 ジ エ ト フ ェ ン カ ル プ 12% 灰色かび病 13g/100m' 

プ ロ シ ミ ド ン 18% 

ベ ン レ ー ト ド ラ イ フ ロ ア プル << ノ ミ ノレ 50% そ う か病 2000 

オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル 8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 黒点、病 800 

ロ プ ラ ー ル フ ロ ア プル イ プ ロ ジ オ ン 23% 灰色かび病 1200 

ビワ

ベ ン レ ー ト 水和剤 ハミ ノ ミ lレ 50% ご ま 色斑点病 1000， 2000 

マ ン ゴー. パパイ ヤ

オ ー ソ サ イ ド 水和剤80 キ ャ プタ ン 80% 炭 そ 病 600 

キ ウ イ フ ルーツ

FT-891水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 15% 果実腐敗病 1000 
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作 物 名
有効成分， 含有量 対象病害虫 使用量， 備考

薬 剤 名 ・ 剤 型

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 25% 

ナ シ

PR-065水和剤 ヘ キ サ コ ナ ゾー ル 1 %  う ど ん こ 病 800 

キ ャ プタ ン 60% 

キ ノ ン ド ー フ ロ ア プル 8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 輪紋病 800 

RPJ-364 フ ロ ア プル プ ロ ム コ ナ ゾー ル 10% 黒星病 4000 

FT-891水和剤 フ ル ア ジ ナ ム 20% 輪紋病 1000 

ホ セ チ ル 50% 

FT-911 フ ロ ア プル フ ル ア ジ ナ ム 15% 黒星病， 輪紋病 500 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 25% 800 

フ ロ ン サ イ ド フ ロ ア プル フ ル ア ジ ナ ム 50% 黒斑病， 輪紋病 2000 

KUF-9101水和剤 メ ノ f ニ ピ リ ム 10% 黒斑病， 輪紋病 1000 

チ ウ ラ ム 26 . 3% 
ジ ラ ム 43 . 7% 

RH-7592 フ ロ ア プル フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル 22% 黒星病 8000 

デ ラ ン フ ロ ア プル ジ チ ア ノ ン 40% 輪紋病 1000 

DRF-801水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル 黒斑病 2000 
ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 20% 
イ プ ロ ジ オ ン 30% 

DF-282水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル 輸紋病 500 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 20% 黒斑病 1000 

チ ウ ラ ム 50% 

ル ピゲ ン水和剤 フ ェ ナ リ モ ル 12% う ど ん こ 病 3000 

オ キ シ ン ド -80 ド ラ イ フ ロ ア プ 8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 80% 黒星病 1600 

lレ

オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル 8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 黒星病 1000 

ホ シ カ ッ ト 水和剤 ピ テ ル タ ノ ー ル 4% 黒星病 600 

チ ウ ラ ム 24% 

ジ ラ ム 40% 

YF-5452水和剤 ヘ キ サ コ ナ ゾー ル 1 %  黒星病， 赤星病 1000 

ジ ラ ム 50% 

チ ウ ラ ム 30% 

ア リ エ ッ テ ィ ー 水和剤 ホ セ チ ル 80% 黒斑病 (休眠期) 100 

モモ

AKD-5015 フ ロ ア プル 硫黄 52% 黒星病 800 

RPJ-364 フ ロ ア プル プ ロ ム コ ナ ゾー ル 10% 灰星病 2500 

ダ コ レ ー ト 水和剤 TPN 50% 黒星病 1000 

ベ ノ ミ ル 20% 

パ ル ノ ッ ク ス 水和剤 ジ ラ ム 50% せ ん孔細菌病 500 

チ ウ ラ ム 30% 

KUF-6201水和剤j メ パニ ピ リ ム 40% 黒星病 2000 

RH-7592 フ ロ ア プル フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル 22% 灰星病 5000 

デ ラ ン フ ロ ア プル ジ チ ア ノ ン 40% 灰星病 600 

ベ ル ク ー ト 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル ホ モ プ シ ス 腐敗病 2000 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 40% 

ス ペ ッ ク ス 水和剤 フ ェ ナ リ モ ル 1 . 8% 灰星病 500 

ジ ラ ム 50% 

チ ウ ラ ム 30% 

オ キ シ ン ド ー水和斉U80 8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 80% 黒星病 1000 

ト ッ プ ジ ンM ド ラ イ フ ロ ア プル チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 70% ホ モ プ シ ス 腐敗病 1500 

プノレー ク 水和剤 ト リ フ ル ミ ゾー ル 8% 灰星病 1000 

TMTD 40% 

ジ ラ ム 32% 

マ ネ ー ジ水和剤 イ ミ ベ ン コ ナ ゾー ル 15% 黒星病 1000 
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作 物 名
有効成分， 含有量 対象病害虫 使用量， 備考

薬 剤 名 ・ 剤 型

ウ メ

AKD-5015 フ ロ ア プル 硫黄 52% 黒星病 800 

デ ラ ン フ ロ ア プル ジ チ ア ノ ン 40% す す点症 2000 

マ ネ ー ジ水和剤 イ ミ ベ ン コ ナ ゾー ル 15% 黒星病 2000 

イ オ ウ ゾル 硫黄 52% 黒星病 500 

スモモ

ロ ニ ラ ン ド ラ イ フ ロ ア プル ピ ン ク ロ ゾ リ ン 50% 灰星病 1500 

プルー ク 水和剤 ト リ フ ル ミ ゾール 8% ふ く ろ み病 500 

TMTD 40% (休眠期)

ジ ラ ム 32% 

プ ド ウ

FT-91l フ ロ ア プル フ ル ア ジ ナ ム 15% 枝膨病 (休眠期) 100 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 25% 

フ ロ ン サ イ ド フ ロ ア プル フ ル ア ジ ナ ム 50% 黒 と う 病， 枝膨病 2000 

ペ ー ス ト 状 ボ ル ド ー液G-1 水酸化 カ ル シ ウ ム 18 . 7% べ と 病 25 

硫酸銅 14 . 7% (果房汚染顕著)

ペ ー ス ト 状ボ ル ド ー液G-2 水酸化 カ ル シ ウ ム 24 . 9% べ と 病 25 

硫酸銅 9 . 8% (果房汚染顕著)

KUF-6201 フ ロ ア プル メ パニ ピ リ ム 40% 灰色かぴ病 2000 

ロ ニ ラ ン ド ラ イ フ ロ ア プル ピ ン ク ロ ゾ リ ン 50% 灰色かぴ病 (開花期) 2000 

RH-7592 フ ロ ア プル フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル 22% 黒 と う 病 8000 

デ ラ ン フ ロ ア プル ジ チ ア ノ ン 40% 黒 と う 病 1000 

DRF-801水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル 灰色かぴ病 1000 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸塩 20% 

イ プロ ジ オ ン 30% 

ベ フ ラ ン液剤25 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル 黒 と う 病， 枝膨病 1000 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン酸塩 25% 

ベ ン レ ー ト 水和剤 ベ ノ ミ ル 50% 晩腐病 (休眠期) 500 

ベ ン レ ー ト ド ラ イ フ ロ ア プル ベ ノ ミ ル 50% 黒 と う 病 (休眠期) 200 

ポ ル ッ ク ス 水和剤 ホ セ チ ル 40% べ と 病 1000 

8- ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 40% 

RPJ-916 フ ロ ア プル イ プロ ジ オ ン 50% 灰色かぴ病 1000 

カ キ

オ キ サ シ ン水和剤 フ ェ ナ リ モ ル 3% 落葉病 1000 

8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 65% 

キ ノ ン ド ー フ ロ ア プル 8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 落葉病， 800 

う ど ん こ 病

ポ リ ペ リ ン水和剤 ポ リ オ キ シ ン B 15% 灰色かぴ病 1000 

イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5% 

ベ ア キ ノ ン水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン酢駿塩 7% 炭 そ 病， 落葉病 1000 

8 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 50% 

カ キ

ベ ル ク ー ト 水和剤 イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル キ ル 落葉病 1000 

ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸担 40% 

ポ ジ グ ロ ー ル水和剤 ピ リ フ ェ ノ ッ ク ス 5% 炭 そ 病 1000 

プルー ク 水和剤 ト リ フ ル ミ ゾー ル 8 %  落葉病 1000 

TMTD 40% 

ジ ラ ム 32% 

N N F-8905 フ ロ ア プル 8ー ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン銅 35% 炭 そ 病 800 

う ど ん こ 病

(果樹試験場 工藤 厳)
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ト ピ ッ ク ス

残留農薬の安全性 と 農薬安全使用基準

農薬 は 作物の病害虫 を 防除 し ， 安定 し た 農業生産 を確
保す る 目 的で使用 さ れ る も の ですが， 散布 な ど に よ り 作

物 に 付着 し た り 吸収 さ れた 農薬 は ， 収穫時 に も 農産物 に
残 る 場合があ り ま す。 こ れ を 残留農薬 と い い ま す が， 現
在使用 さ れて い る 農薬 は す べ て 比較的分解 し や す い性質
を 有す る た め ， 分解や， 揮散や 降雨 に よ る 洗い 流 し な ど
に よ り 消失 し て 残留量 は だ ん だ ん に 減少 し て い き ま す。

わ が国 で は ， 農薬 に 関 す る 規制 な ど を定 め た 農薬取締

法 に よ り ， 農林水産省 に 登録 し た 農薬で な け れ ば販売で
き な い よ う に 定 め ら れて い ま す が， 同 時 に こ の法律で は ，

農薬 を散布 し た 作物 に ， 人の健康 に 悪 い影響が生 じ る お
そ れが あ る ほ ど農薬が残 る よ う な使用 方法 は認 め な い こ
と を 定 め て い ま す。 例 え ば散布直後で は残留量が多 す ぎ

る が 1 週間後 に は人が食べ て も 十分 に 安全な程度 ま で
に残留量が減少す る 農薬 に つ い て は ， そ の農薬 の使用時

期 を 「収穫 7 目 前 ま で」 と 決 め て 登録す る の です。

で は ， 何 を 基準 と し て 「安全 な程度の残留量」 と 判断

す る か と い う こ と に な り ま す が， こ の判断基準の一つが，

厚生省の 定 め る 残留農薬基準です。
残留農薬基準 は厚生省が食品衛生法 に基づい て ， 各農

産物 ご と に 定 め る も の です が， こ の残留農薬基準 を超 え
る 農産物 は そ の販売や調理 ・ 加工 な どが禁止 さ れ る も の
で， 農薬の 登録検査 を す る 際の残留性 に つ い て の判断の

基準 と な る の です。
ま た ， こ の基準 は食品の規格 と し て 定 め て い る こ と か

ら ， 食品規格 と 呼 ばれ る こ と も あ り ま す。

し か し ， 全 く 新た に 開発 さ れた農薬 な ど で は ， ま だ残
留農薬基準が設定 さ れて お ら ず， r安全 な程度の残留量」
の判断基準がな い場合があ り ま す が， こ の よ う な場合 は

環境庁長官が， 残留農薬基準 に代わ る 基準 を 示す こ と に

な っ て い ま す。 こ の基準 は農薬 の 登録 を保留す る か ど う
か の判断 に だ け使用 さ れ る こ と か ら ， 農薬登録保留基準

と 呼 ばれて お り ， 既 に 食品 と し て 市場 に 出 回 っ て い る 農

産物や輸入農産物 に対 し て は， 残留農薬基準の よ う な法
的 な規制力 を も っ て い ま せ ん。 な お ， こ こ で農薬の登録
を保留す る と は， 農薬の 登録 を 認 め な い と い う 意味です。

さ て ， 食品衛生法 に基づ く 残留農薬基準 は昭和 43 年 に
初 め て 設定 さ れて 以来， 昭和 53 年 ま で に 26 の農薬 に つ
い て 設定 さ れ ま し た が， そ の後長 い 間追加の設定 は な さ
れ ま せ ん で し た 。 こ の 聞 に ， わ が国 は海外か ら 多 く の農

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課

産物 を 輸入す る よ う に な り ， こ れ ら の輸入農産物 に 残留

す る 農薬 に 対 す る 社会 的 な 関心 が 高 ま っ て き た こ と か
ら ， 厚生省で は平成 3 年 9 月 以来新た な残留農薬基準 の
設定 に 着手 し ， そ の最初の 告示が平成 4 年 10 月 27 日 に
34 農薬 を 対象 と し て な さ れた と こ ろ です。

ま た ， 農林水産省で は ， 新 た な残留農薬基準の 設定 に
対応 し て ， 基準が告示 さ れた 34 農業の う ち ， 我が国で食

用 作物 に 登録の あ る 28 農薬 に つ い て 農薬 を 使用 す る 者
が遵守す る こ と が望 ま し い使用基準 と し て ， 平成 4 年 11

月 30 日 に 農薬安全使用基準 を 公表 し ま し た 。
こ こ で は ， ど の よ う な 考 え 方 で， 残留農薬基準や農薬

登録保留基準が設定 さ れ る か， ま た ， ど の よ う に 農薬 を

使用 し た ら ， 安全 な農産物が生産で き る か に つ い て 解説
し ま す。

〈基準設定の考え方〉

残留農薬基準設定 の最初の ス テ ッ プ は ， 農薬の 毒性 を

評価す る こ と か ら 始 ま り ま す 。 農薬の 登録 に 際 し て は ，

そ の毒性 に 関 す る 数多 く の 試験成績の提出が求 め ら れて

い ま す。 こ れ ら は ， 一度 に 大量 の 農薬 を 動物 に 投与 し た
場合の影響 を調べ る 「急性毒性試験j ， 3 か 月 程度 の 期 聞
に わ た り 毎 日 農薬 を 混 ぜ た 餌 を 与 え そ の 影響 を 調 べ る
「亜急性毒性試験j ， 試験動物 の 一生涯 に 相 当 す る 2 年間

に わ た り 毎 日 農薬 を 混ぜた餌 を 与 え ， 血液や 身体の組織
を精密 に 調査 し そ の影響 を 調べ る 「慢性毒性試験」 あ る

い は 「発ガ ン性試験j ， 親→子→孫の 三代 に わ た り 農薬 を

摂取 さ せ， 繁殖に対す る 影響 を調べ る 「繁殖毒性試験j，
及び妊娠中 の 母動物 に 農薬 を 投与 し ， 胎児の発育 に対す

る 影響 を 調 べ る 「催奇形性試験」 な どです。 こ れ ら の 試
験成績 を詳細 に検討 し て ， 動物が毎 日 摂取 し て も 全 く 影
響の現れな い量， す な わ ち 「最大無作用量J を 求 め ま す。

次 に こ の 最大無作用 量 を人聞 に 当 て は め る た め ， 通常
100 倍の安全係数 を 見込 ん で， 人聞が毎 日 一生涯摂取 し
で も な ん ら 悪 い影響 を 受 け な い安全 な量であ る 「人体一

日 摂取許容量 (ADI) j が求 め ら れ ま す。
次 に基準値の割 り 当 て です が， そ の農薬が使用 さ れ る

各作物の平均的な 一 日 当 た り の 摂取量 と そ の 作物 に 設定

し よ う と す る 基準値か ら 計算 さ れ る 農薬の 摂取量 (理論
最大摂取量) を 求 め ， そ の値が常 に ADI を 50 fき し た 値 を

超 え な い よ う 作物 ご と に 基準値 を 割 り 当 て る わ け です。
な お ， ADI を 50 倍す る の は ， ADI の 単位が体重 1 kg 当
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た り の薬物量 (mg) と し て 求 め ら れ る た め ， 日 本人の平
均体重 を 50 kg と し て 計 算 す る た め で す。 こ こ で米 に
O . l ppm の基準値 を 設定 し よ う と す る 場合の 理論最大摂

取量の計算 を例示す る と 次の よ う に な り ま す。 す な わ ち ，

米 の 平 均 的 な 摂 取 量 は 約 200 g で す か ら ， 基 準 値
0 . 1  (ppm) に 作物の摂取量 を kg で表 し た 0 . 2 を 掛 け た

積であ る 0 . 02 (mg) が こ の場合の 理論最大摂取量 と な り

ま す。 米以外の作物 に も 同 時 に 基準 を 設定す る 場合 は ，
各作物 ご と の一 日 当 た り 摂取量 に そ れぞれの基準値 を掛
仇 そ れ ら の積 を合計 し た も の が理論最大摂取量 と な り

ま す。 ま た ， 各作物の平均的な一 日 当 た り の摂取量 は厚
生省が毎年実施 し て い る 「 国民栄養調査」 か ら 知 る こ と

がで き ま す。 こ の よ う な 方法で基準 を 設定 す れ ば， そ の

農薬が使用 さ れ る 可能性が あ る す べ て の作物 に 基準値 と
同 じ だ け の農薬が残留 し て い て も ， こ れ ら の作物 を 口 に
す る 消費者 は ADI を 超 え る 農薬 を 摂取す る こ と は な く ，

安全性が保証 さ れ る わ け です。
今回， 厚生省が食品衛生法 に 基づ き 定 め た 残留農薬基

準 も ， こ の よ う な考 え に 基づい て 設定 さ れた も の であ り ，
一部 に 国際基準や海外の大 き な基準債 を採用 し た た め ，

消費者の不安や不信 を 招 い た 面 も 確か に あ り ま すが， た

と え 大 き な基準値 を 含 む も の で あ っ て も 安全性 に は全 く

問題 は な い も の な の です。
な お ， 食品衛生法 に 基づ く 残留農薬基準が定 め ら れて

い な い農薬 を 圏 内 で登録す る 場合 に は ， こ れ に 代わ る 基
準 と し て ， 農薬登録保留基準が定 め ら れ る こ と は ， 前述

し た と こ ろ です が， 設定 に つ い て の考 え 方 は残留農薬基

準 と 同様です。

〈農薬安全使用基準〉
農薬 は そ の 登録 を 取 る 際 に ， 防除効果や薬害 な ど に 関

す る 試験デー タ と 共 に適用作物 ご と に 残留性に 関す る 試
験デー タ の提出が義務づ け ら れて い ま す。 こ の残留性 に
関す る デー タ と は ， 十分 な 防除効果が得 ら れ， 薬害 な ど
が生 じ な い範囲 で使用濃度， 使用時期， 使用 回 数 を 変 え

て ， そ れぞれの条件での残留農薬 の 量 を精密に分析 し た
も の です。 こ れ ら の 分析結果 を 該当 す る 基準値 と 比べ，

多少の残留量 の 変動があ っ た と し て も 基準値 を超 え る こ

と がな い使用濃度， 使用時期， 使用 回 数 を 見極 め ， そ の
農薬の使用 方法 と し て 登録 し ま す。

し た が っ て ， 畳録 さ れた 作物 に つ い て ， 登録 さ れた 使

用 方法の範囲 で あ れ ば， 作物 に 残 留 す る 農薬の 量は， 基
準値 を超 え な い も の と な る わ け で， こ れ ら の使用 方法 は

そ れぞれの農薬の容器 の ラ ベ ル に 記載す る こ と が， 農薬

の 製造者 に 義務づ け ら れて い ま す 。
ま た ， 従来か ら 食品衛生法 の規定 に 基づ く 残留農薬基

準が設定 さ れた 農薬 に つ い て は ， 農薬の使用 者 に 一層 の

注意 を 喚起 し ， 安全 な 農産物の供給 を 確保す る 目 的か ら
農林水産大臣名 で， 農薬の使用者が遵守す る こ と が望 ま

し い使用 方法 を 「農薬安全使用基準」 と し て 公表 し て い

る わ け です (次ペ ー ジ の 表 「農薬安全使用基準が公表 さ

れて い る 農薬j参照) 。 農薬安全使用基準 で は ， 適用作物

名 ご と に使用 で き る 剤型 (乳剤， 水和剤， 粉剤 な ど ) ， 使
用 方法 (散布， く ん蒸な ど ) ， そ し て 収穫 の 何 日 前 ま で，
何回使用 で き る か を 示 す も の で， 多数の残留性 に 関 す る
試験結果 に 基づ き ， 専門家 の厳重な検討 を 経 て 設定 さ れ
た使用 条件です か ら ， こ の 農薬安全使用基準 を 遵守す れ

ば農産物 に 基準 を超 え る 農薬が残留 す る こ と は な く ， 安

全な農産物 を消費者 に供給す る 事がで き る の です 。
な お ， 今回農薬安全使用 基準が定 め ら れ た 農薬 の 一部

に は ， こ の使用基準 と の整合 を 図 る 必要 か ら ， い く つ か
の適用作物 に つ い て こ れ ま で の 登録内容の変更 を 要 す る
も の が あ り (表 中 「登録変更の 有無」 の 欄 に 。印 が付 さ

れた農薬) ， こ の 登録変更 は 平成 4 年 12 月 4 日 付 け で実
施 し て い ま す の で， こ れ ら の 農薬の使用 に 当 た っ て は ，

特 に 変更点 を 確認 し ， 十分注意 し て使用 す る 必要があ り
ま す。

な お ， 本稿 に 関 し て ， 今 回 の 「農薬安全使用基準」 の
改訂 を は じ め ， 現在各省庁で進 め ら れて い る 農薬 に 係 る
各種の規制 ・ 基準 の 見直 し に つ い て 解説 し た 。 「最新農業
の規制 ・ 基準値便覧」 が， 社団法人 日 本植物防疫協会 よ
り 近 日 中 に発行 さ れ る と の こ と な の で， こ れ を 参照か っ

十分 に ご活用 さ れた い。
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農薬安全使用基準が公表 さ れて い る農薬

農 薬 名 商 品 名 登録変更の有無 備 考 (注)

有機枇素剤 ネ オ ア ソ ジ ン 一部改正
EPN EPN 一部改正
マ ラ ソ ン マ ラ ソ ン 。 食 追加設定
ジ メ ト エ ー ト ジ メ ト エ ー ト 既設定
DDVP DDVP 既設定
PAP エ ル サ ン 、 パ プチ オ ン 一部改正
MPP ノ T イ ジ ッ ト 一部改正
MEP ス ミ チ オ ン 。 合 追加設定
ダ イ ア ジ ノ ン ダ イ ア ジ ノ ン 一部改正
CVP ピニ フ ェ ー ト 既設定
NAC セ ビモ ー ル、 デナ ポ ン 一部改正
ク ロ ルベ ン ジ レ ー ト ア カ ー ル 既設定
ケ ル セ ン ケ ル セ ン 一部改正
臭化 メ チ ル 。 食 追加設定
キ ャ プタ ン キ ャ プタ ン、 オ ー ソ サ イ ド 一部改正
ホ サ ロ ン Jレ ビ ト ッ ク ス 既設定
ク ロ ル ピ リ ホ ス ダー ズノ T ン 。 食 追加設定
ア ミ ト ラ ズ ダニ カ ッ ト 。 会 新規設定
エ チ オ フ ェ ン カ ル プ ア リ ル メ ー ト 。 台 新規設定
オ キ サ ミ ル パ イ デー ト 合 新規設定
キ ノ キ サ リ ン 系 モ レ ス タ ン 。 合 新規設定
グ リ ホ サ ー ト ア ン モ ニ ウ ム塩 草当番 。 会 新規設定
グ リ ホ サ ー ト イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン塩 ラ ウ ン ド ア ッ プ 。 食 新規設定
グ リ ホ サ ー ト ト リ メ シ ウ ム塩 タ ッ チ ダ ウ ン 。 * 新規設定
グ リ ホ サ ー ト ナ ト リ ウ ム塩 イ ンノ わレ ス 。 合 新規設定
ク ロ フ ェ ン テ ジ ン カ ー ラ 。 会 新規設定
ク ロ ル メ コ ー ト サ イ コ セ ル 女 新規設定
酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ オ サ ダ ン 。 * 新規設定
シ ハ ロ ト リ ン サ イ ハ ロ ン 会 新規設定
シ ベ ル メ ト リ ン ア グ ロ ス リ ン 。 会 新規設定
ジ フ ルベ ン ズ ロ ン デ ミ リ ン 食 新規設定
ス ル フ ェ ン酸系 ユ ーパ レ ン 。 合 新規設定
パ ミ ド チ オ ン キ ルパ ー ル 。 会 新規設定
ピ リ ミ カ ー プ ピ リ マ ー 。 す 新規設定
フ ル シ ト リ ネ ー ト ペ イ オ フ 。 * 新規設定
ペ ル メ ト リ ン ア デ イ オ ン 。 * 新規設定
ベ ン ダ イ オ カ ル プ タ ト 合 新規設定
マ レ イ ン酸 ヒ ド ラ ジ ド コ リ ン エ ル ノ ー 。 会 新規設定
DEP デ ィ プテ レ ッ ク ス 。 す 新規設定
EDDP ヒ ノ ザ ン 。 す 新規設定
IPC ク ロ ロ IPC 。 会 新規設定

(注) カ印 は今回新た な残留基準が設定 さ れた 農薬であ る こ と を示す.
「一部改正」 は既設定の農薬安全使用基準の一部を改正 し た こ と を示す.
「追加設定」 は 従来か ら 農薬安全使用基準が定 め ら れて い た が， 今回残留農薬基準が追加設定 さ れた こ と に 伴 い農薬安全使用基準 も 追

加 し て 設定 し た こ と を 示す.
「既設定J は農薬安全使用基準が既設定で今回 も 変更がな い こ と を示す.
「新規設定J は今回残留農薬基準が設定 さ れた こ と に伴い農薬安全使用基準 を新た に 設定 し た こ と を 示 す .
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( 口 絵解説)

花の病害虫 ( 2 )一一シ ン ビ ジ ウ ム一一

シ ン ピ ジ ウ ムの生産状況

わ が 国 に お け る 洋 ラ ン類の生産 は ， 花 き 類消費の高級

志向 と あ い ま っ て ， 近年急激 に 伸 び， 切花 と 鉢物 を合わ

せ た 生産額が 343 億円 ( 1991 年) で あ り ， 花 き 類で は キ
ク に次 い で第 2 位 に 伸長 し た 。 そ の 内， シ ン ピ ジ ウ ム の
生産額 は 34% の 117 億円 で あ る 。

ラ ン類 は ， こ れ ま で病害虫 に 比較的強 い 花 と し て ， 防
除対策 は ほ と ん ど講 じ ら れ な い で栽培 さ れて き た 。 し か

し ， 最近 に な り ， 経営的 に 至花期間 の 短縮 を 図 る た め ，

多肥， 密植栽培 さ れ る よ う に な り ， こ れ に 伴 っ て ， 株が

軟弱徒長 と な り ， 病害虫が多発す る よ う に な っ た 。 ま た ，
規模拡大 に 伴い ， 苗の育成地 と 成品 の栽培地が異 な る リ
レ ー栽培や ， 周年出荷に よ る 栽培期間 の 継続 な どが各地
で行わ れ， 病害虫 の伝染環が変化 し ， 発生 は季節変動型

か ら 全期開発生型 と な り ， 発生地域 も 苗の移動 に 伴 っ て ，

局地発生型か ら 全国一斉発生型 に な っ て き た 。

シ ン ピ ジ ウ ムの病害虫の発生 と 防除

害虫 で は ， ハ ダニ類， カ イ ガ ラ ム シ類， ナ メ ク ジ な ど
が発生 し ， ハ ダニ類 と し て は ナ ミ ハ ダ ニ ， カ ン ザ ワ ハ ダ
ニ が多 く ， カ イ ガ ラ ム シ と し て は ナ ガ オ コ ナ カ イ ガ ラ ム

シ， フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ が主 に 発生す る 。

ナ メ ク ジ類 は ラ ン類が多湿で栽培 さ れ る た め ， 年間 を

通 じ て発生 し ， 花 を 中 心 に 食害 す る 。 食害花 は ま っ た く
商品価値がな く な る た め ， 被害 は 見 た 目 よ り 大 き い。 ま
た ， フ ラ ス コ か ら 出 さ れ た 寄せ植 え株では葉やパ ル プ も
食害 を 受 け る が， こ の場合の被害 は小 さ い。

ハ ダニ類及 び カ イ ガ ラ ム シ類 は ， 栽培期 間 中 での発生

は ， 防除が徹底 さ れて い る こ と と 多湿で栽培 さ れ る た め ，
被害 を 見 る よ う な 多発生 は 少 な い。 し か し ， 消費者の手

に 渡 る と ， 乾燥 し た 条件で観賞 さ れ る た め ， 勢い増殖 し ，

発生が 目 立つ よ う に な る 。 防除 は し ば し ば登録の な い も
の が使用 さ れ る 場面があ り 薬剤の早い登録が望 ま れ る 。

病害で は ウ イ ル ス 病， 細菌病， 糸状菌病が発生 し ， ウ
イ ル ス 病 と し て は シ ン ビ ジ ウ ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス
(CyMV) ， オ ド ン ト グ ロ ッ サ ム リ ン グ ス ポ ッ ト ウ イ ル

ス (ORSV) ， え そ斑紋 ウ イ ル ス (OFV) 。 細菌病 と し て

は褐色腐敗病， 軟腐病， 褐色斑点細菌病。 糸状菌病 と し
て は苗黒腐病， 腐敗病， 炭 そ 病， 葉枯病， 灰色か び病，

な どが主 に 発生す る 。
ウ イ ル ス 病類では シ ン ビ ジ ウ ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス 及

びオ ド ン ト グ ロ ッ サ ム リ ン グ ス ポ ッ ト ウ イ ル ス の発生

が多 く ， 被害 も 大 き い 。 2 種の ウ イ ル ス は き わ め て寄生性
が広 く ， シ ン ビ ジ ウ ム の ほ か カ ト レ ア ， デ ン ド ロ ビ ウ ム ，
フ ァ レ ノ フゅ シ ス ， ノ f ン ダ， オ ン シ ジ ウ ム な ど多 く の ラ ン

類 に 発生す る 。 ま た ， 両種の ウ イ ル ス は ア ブ ラ ム シ伝染

は行わ な い が， 接触や樹液で き わ め て 高率 に 伝染 す る 。
こ の た め ， 橿病株が あ る と ， ラ ン の 種類が異 な っ て も ，

植 え替 え な ど の 管理作業， 収穫時のハ サ ミ な ど の器具，
濯水 に よ っ て 次々 と 伝染 す る 。 防除 は 病株の 早期除去，

器具や手指の 石鹸 に よ る 洗浄や器具 の 第三 リ ン酸ナ ト リ

ウ ム 5%液 に よ る 消毒が有効で あ る 。
細菌病類では褐色腐敗病の発生が多 く ， 被害 も 大 き い。

本菌 は シ ン ビ ジ ウ ム の ほ か カ ト レ ア ， デ ン ド ロ ビ ウ ム ，
パ ン ダ， ミ ル ト ニ ア な ど に 寄生性 を 示す。 本病 は 主 に ，
苗期 に発生 し ， 開花株で は ほ と ん ど発生 し な い。 ま た ，
品種間差が大 き く ， Lancelot “Vagotoヘ Melody Fair 
"Marilyn Monroe" な どが弱 く ， Christmas Green は 耐
病性で あ る 。 こ れ は後で述べ る 腐敗病 と は相反す る 品種
間差 を示す。 防除 は 除湿器 に よ る 湿度 の 制御 と 抗生物質

剤や銅剤 な ど に よ る 薬剤 防除が行わ れて い る 。

糸状菌病類では苗黒腐病， 炭 そ 病， 腐敗病の発生が多
く ， 被害 も 大 き い 。 苗黒腐病 は 苗 の 時期 に の み発生す る 。

本病菌 は カ ト レ ア ， フ ァ レ ノ プ シ ス な ど と 共通で あ る 。

炭 そ 病 は苗か ら 成株 ま で発生す る が， 低温期 は病徴が

マ ス ク し ， 夏 の 高温期 に 発病 し ， 多発す る 傾向 が あ る 。

防除 は薬剤が主体であ り ， べ ノ ミ ル剤や ビ テ ル タ ノ ー ル

剤が用 い ら れ る 。

腐敗病 は栽培全期間 を 通 じ て発生す る が， 特 に 苗の 時

期 に 発生す る と 被害が大 き い 。 褐色腐敗病 と 相反す る 品
種間差があ り ， Lancelot “Misono"， Amie Sthiwert な
どが弱 く ， Lancelot “Yagoto"， Melody Fair “Marilyn 
Monroe" な ど が強い傾向 が あ る 。 薬剤 に よ る 防除 は べ ノ
ミ ル剤の 濯注が行わ れて い る 。

薬剤 に よ る 防除 は ， ラ ン類 に 登録 さ れ た 農薬 は ほ と ん

ど な く ， 防除指導 を 受 け づ ら く ， 生産者の経験 に よ っ て
散布 さ れ る こ と が多 い。 こ の た め ， 時 に よ っ て は薬害 を

生ず る こ と も あ る 。 今後， 多 く の研究 と 薬剤の 登録が望
ま れ る 。

(栃木農試 木嶋利男 )
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